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「至し急きゆう学校へ来い。遅れたらぶっ飛ばす――か」

　早そう朝ちようの学校で、メール画面を見た山やまノの上うえ大だい地ちはため息をついた。

　浜はま森もり高こう校こうのアイドル、麻生あそう渚なぎさからメールが送られてくる――嫉しつ妬とに狂ったクラスの男どもに袋だたきに遭あいそうな状況だが、メールの中身がこれだ。

　慌あわてて朝ご飯も食べずに駆けつけたものの、肝かん心じんの渚がまだ来ない。

「はあああ……」

　六月の湿しつ気けまじりの風に吹かれながら、大地は深いため息をついた。その藍あい色いろの目は、憂ゆう慮りよに満ちていた。

　大地は浜森高校の一年生。

　ＵＭＡ――未確認生物――好きの変人としてちょっぴり知られている一点をのぞけば、これという特とく徴ちようもない普通の少年だ。

　だが、先月、麻生渚の秘密を知ってから、彼の平へい穏おんな高校生活は一変した。

「サギだよな、ほんとあの外見と中身のギャップ……」

　麻生渚。この浜森高校で、その名を知らぬ者はいない。

　ウェーブのかかった蜂はち蜜みつ色の髪にエメラルドのごとき緑色の目。

　華はなやかな美び貌ぼうに抜群のスタイルを誇る、学園のアイドルにして、大人気の覆面美少女歌手。

　成績は常にトップクラス、しとやかで優ゆう雅がな優等生として名をはせている。

　しかし、それはあくまで表の顔。

　裏の顔はわがままで強引で乱暴。信じられないような猫かぶりなのだ。

　しかもそれだけではなく、彼女の正体は――

「きゃあああああ!!」

　女の子の悲鳴が轟とどろき、大だい地ちは慌あわてて振り返った。

「プール!?」

　グラウンドの端はしに設置されたプールの方から確かに聞こえた。

　こんな時間に誰だれかいるのだろうか？

　駆けつけた大地はフェンスによじ登り、波打つプールを見つめた。

　六月に入って、プールの授業は始まっている。だが、さすがに朝の八時前のプールに人はいなかった。

「あれ？」

　確か、ここから悲鳴が聞こえたような気がしたのだが。

　ガタン、と大きい音が響ひびいた。

　それはプールに併へい設せつされた更衣室からだった。

「むう……」

　フェンスから飛び降りた大地は、『女じよ子し更こう衣い室しつ』と書かれたドアを見つめた。

　何でもないドアだが、男子にとっては堅けん牢ろうな城ほどの圧迫感がある。

「困こまったな……」

　女子更衣室。

　それは、男子禁きん制せいの聖せい域いきだ。

　本来ならば、一生、入ることのないはずの場所。

　ガタン！

　また、中から大きい音が聞こえた。

「あ、あの」

　大地はこわごわ声をかけた。

「きゃあああ!!」

　再び悲鳴が上がった。

　緊急事態だ、仕方ない！

「お邪じや魔まします!!」

　よくわからない台詞せりふを叫び、大だい地ちはドアを一気に開けた。

「あ……」

　大地は息を呑のんだ。

　真っ正面に長い髪をポニーテールにした少女が立っていた。

　彼女は白いブラとショーツしかつけていない。

　手足はすらっと長いが弱よわ々よわしいイメージはなく、躍やく動どう的で目が離せない魅力があった。

　しかし、なんといっても大地の目を引きつけたのは、豊ゆたかな胸の盛り上がりだった。雑誌のグラビアでしかお目にかかったことのない、やわらかそうな白い山、そして深い谷間から目が離れない。

　なんて綺き麗れいなんだ……と、思わず見とれていた大地は我われに返った。

　彼女は目をこぼれんばかりに大きく見開き、突然の闖ちん入にゆう者しやである大地を見つめていた。

　これは――これはもしかして、『覗のぞき』とか『変質者』とかいうカテゴリーに入ってしまったのでは。

　呆ぼう然ぜんとしていた少女もようやく事態を認識したのか、慌あわてて両手で体を隠すも、露ろ出しゆつ部分はほとんど変わらない。

「俺おれはその、あの、その……」

　必死で言い訳しようとしたとき、ロングポニーテールの少女が恐怖にひきつった顔でロッカーの上部を見た。

　つられて顔を上げた大だい地ちは、ロッカーの上にのせられた段ボールの隙すき間まから、光る二つの目を見た。



    

  
    
      



    

  
    
      「う、うわああああ!!　ＵＭＡ!?」

　ＵＭＡのために生きているといっても過言ではない大地は、思わず歓かん喜きの声を上げた。

　返事の代わりに降ってきたのは、ロッカーの上に置かれていた段ボール箱だった。

「わぎゃあ！」

　中身のぎっしり詰まった段ボール箱が容よう赦しやなく頭に激突し、大地は悲鳴を上げた。



    

  
    
      
第一章　勧誘は前途多難





「いてて……」

　ズキズキ痛む額ひたいを押さえながら、大だい地ちは椅い子すに腰こし掛かけた。

　プンと消毒薬の匂においが漂ただよってくる。

　大地は薬棚に向かう少女の後ろ姿を見つめた。長いポニーテールがゆらゆら揺ゆれる。

　もちろん、もう彼女は浜はま森もり高こう校こうの制服を着ている。

　段ボール箱にぶつかった後、彼女に保健室に連れてこられたのだ。

　早そう朝ちようだったが、彼女は手際よく保健室の鍵かぎを手に入れてきた。

「痛そうね、大だい丈じよう夫ぶ？」

「あ、はい……」

　少女がガーゼと消毒液を手にすると、こちらを振り返った。さらりと長い髪が揺れる。

　大地は慌あわててうつむいた。彼女と目を合わせられない。

　少女が近づいてくると、大地の向かいに座った。

　半はん袖そでから伸びた白く細い腕が眩まぶしい。

　ひんやりしたガーゼが額に押し当てられた。

「つっ……」

「ちょっと我が慢まんしてね」

　大地は手当てをしている少女を、そっと見つめた。

　真しん剣けんな眼まな差ざしでガーゼを当てている少女は、少し大人おとなっぽい雰ふん囲い気きがある。落ち着いた物もの腰ごしからも、おそらく上級生だろう。

　意志の強そうな、くっきりした二ふた重えの目。きりっと引き結ばれた唇くちびる。

　明るいところで見ると、驚くほど綺き麗れいな人だった。

　視線は自然と彼女の体に降りていく。

　制服を着ていてもわかる、豊ゆたかな胸の盛り上がり。彼女の動きに合わせて魅み惑わく的に揺れる様はなんとも刺激が強かった。

　だが、うっとり見とれているわけにはいかなかった。

　俺おれは不ふ可か抗こう力りよくだが彼女の下着姿を見てしまったわけで――しかも、女じよ子し更こう衣い室しつに押し入って。

　彼女はどう思っているんだろう。やっぱり、怒ってるんだろうか。

　石でも飲み込んだように、気分が重くなっていく。

「はい、できた！」

　屈くつ託たくのない明るい声に、大地は驚いて顔を上げた。

　ばちっと、少女と目が合う。

　その瞬しゆん間かん、少女がにっこり微笑ほほえんだ。

　ぱあっと部屋が明るく照らされたような、華はなやかな笑みだった。

「う～ん、ちょっと腫はれてるわね。とりあえず傷を消毒したけど、どう？」

　まったく何の含みもない素直な声に、大だい地ちはうなずいていた。

「は、はい……大だい丈じよう夫ぶです」

「目眩めまいや吐はき気はない？」

「ありません……」

「そう。なら大丈夫だと思うけど、頭の怪け我がは危険だから。異変があったら、すぐに病院に行って検査してもらってね」

「はい……」

　てきぱき話す少女に、大地はただ、なすがまま答えていた。すっかり彼女のペースだ。

　このぶんだと、女じよ子し更こう衣い室しつに飛び込み、下着姿を見たことを怒っていないようだ。

　大地はホッとした。

『変人』はともかくとして、『変質者』などと言われたら立ち直れない……。

「あの……ありがとうございました。俺おれは一年生で山やまノの上うえ大地っていいます」

「知ってるわ」

　にっこり微笑まれ、大地は慌あわてた。

　え、何で俺のことを知ってるんだ。俺は知らないのに！

「あの……上級生ですよね？」

「え？　そうよ。……私のこと知らない？」

　少女が驚いたように首をかしげたので、大地はますます焦った。

　そんなに有名な人なんだろうか？

　それともどこかで会ったとか？

　高校に入学して二ヶ月ちょい。クラブにも入っていないので上級生に知り合いはいないはずだし、常にＵＭＡのことを考えているので、周囲の情報に疎い。

「す、すいません……俺、人の顔と名前を覚えるのが苦手で」

　恥ずかしながら、まだクラスの半分の顔と名前が一致しない。

　学校一の有名人、麻生あそう渚なぎさのことも、同じクラスでなければ知らなかった可能性大だ。

　少女はくすっと笑った。

　まったく気を悪くした様子はない。

　少女が肩にかかった長い髪を払い、すっと背筋を伸ばす。

「じゃあ、自己紹介するね。早はや瀬せ空く美み、二年生。生徒会長をやってます」

「せ、生徒会長―――!?」

　思いがけない言葉に、大だい地ちはまじまじと空く美みを見つめた。

　確かにしっかりしてそうだけど、生徒会長って女性だったのか！

「一応、選挙もあったんだけど、覚えていない？」

「は、はあ……」

　学校行事にもとんと興味がない。生徒会の選挙があったのはさすがに覚えているが、ほぼ信任投票だったので、適当に○をつけて出した。

　選挙演えん説ぜつはおろか、立候補者の顔と名前もまったく記憶にない。

「す、すいません……」

「いいのよ！　でも、これからは覚えてほしいな、私のこと」

　じっと空美に見つめられ、大地はどきっとした。

　大きな瞳ひとみが生き生きと輝き、見ているだけで力がわいてくる。

　自然と心臓の鼓動が速まる。

「私、ずっとあなたと話したかったの。山やまノの上うえ大地くん」

　空美の笑顔に、大地の心臓は大きく跳はねた。



　　　　　　　＊



「まったくあのバカったら！　どこにいるのよ！」

　麻生あそう渚なぎさはぶつぶつつぶやきながら、大地の姿を求めてグラウンドを歩いていた。

　朝日を浴びて金色に輝く蜂はち蜜みつ色の髪、宝石のようなエメラルドグリーンの瞳。

　整ととのった気品のある顔立ち。

　手には黒いヴァイオリンケース。

　外国の血を引くお嬢様、といった出いで立たちだが、残念ながらケースの中身はヴァイオリンではなく、強力な魔ま物ものの魂たましいを宿した魔ま獣じゆう具ぐだ。

　そして渚も、ただの美少女ではない。

「おはようございます！」

　明るく挨あい拶さつしてきたのは、ランニング中の野球部の面々だった。朝練なのだろう。

　渚はさっと優ゆう雅がな笑みを浮かべた。

「おはよう。お疲れ様！」

　野球部員がうっとりした視線を投げかけていく。

　渚はどこぞの女王のように、そつなく笑顔を浮かべ続けた。

　そして野球部員が去ると、渚は笑顔を消し、鬼の形ぎよう相そうでつぶやいた。

「すっぽかしたんだったら、タダじゃおかないわよ」

　さっきの野球部員たちが見たら、腰を抜かしそうな変へん貌ぼうぶりだった。

　上品で礼れい儀ぎ正しい、心優しい美少女。

　これが周囲の知っている麻生あそう渚なぎさ。

　だが、渚はとびきり分厚い猫ねこ皮かわを持った、猫かぶりだった。

　渚の本性を知っているのは大だい地ちしかいない。

「待ち合わせしたのに、すっぽかすなんて……信じらんない！」

　周囲に人がいなくなるたび、渚は聖母と般はん若にやを行き来する。

　めまぐるしい変化だが、猫かぶり歴の長い渚にとってはたいしたことではない。

「麻生さん、おはよう」

　諦あきらめて校舎に入った渚は、声をかけられて振り向いた。

　そこに立っていたのは、書類をどっさり抱えた小こ柄がらな若い女性。白いブラウスに紺のタイトスカートが微妙にダブついて子供っぽく見えるが、彼女はれっきとした担任教師、今いま村むら鈴すず音ねだった。

「おはようございます、す……今村先生」

　うっかり『すずちゃん』と言いそうになり、渚は優美な笑みを浮かべてごまかした。

　新卒とはいえ、二十二歳のはずだが、こうやって上目遣いでおどおどと見つめられると、後輩の女の子と向き合っている気分になる。

　鈴音がおずおずと口を開いた。どちらが生徒かわからない。

「あ、あの……麻生さん、今、忙しいかな？」

「え？　ええ、まあ……どうかしたんですか？」

　書類を抱えたまま、鈴音の腕がぷるぷる震えている。重そうだ。

「職員室に運ぶんですか？　手伝いましょうか？」

「あっ、いいの、大だい丈じよう夫ぶ。それより、ちょっと保健室に行ってみてくれないかな？」

　あんまり大丈夫そうには見えないけど……。

　渚は今にも崩くずれ落ちそうな書類の山を見やった。

「いいですけど……何かあったんですか？」

「ウチのクラスの山やまノの上うえくんがどうやら怪け我がをしたらしくて、保健室にいるらしいの」

「え!?」

　渚はすっと血の気が引くのがわかった。

　大地が怪我？

　まさか、魔ま物ものと――。

　渚の顔色が変わったのを見てとり、鈴音が慌あわてて首を振った。

「大丈夫！　たいした怪我じゃないらしいの。でも、ちょっと見てきてもらえるかしら？　もうすぐ予鈴も鳴るから、一緒に教室に戻ってくれると嬉うれしいんだけど……」

　びくびくと鈴音が渚を見やる。

「わかりました！」

　渚なぎさは慌あわてて廊下を駆け出した。

　鈴すず音ねはそんな渚を目を丸くして見送った。

「あ、麻生あそうさん、保健室はそっちじゃないけど……あ、行っちゃった。……きゃあああ！」

　渚に気を取られた鈴音は手元が疎おろそかになり、廊下に書類をぶちまけた。

「あーあ……」

　鈴音は涙目で散乱した書類を見つめた。

　一日一ドジ。これが教師でありながら、彼女が『ちゃん』付けで呼ばれる所以ゆえんであった。



　　　　　　　＊



「まったく……大だい地ちのせいで！」

　自分の方向音痴っぷりを棚に上げ、渚は蜂はち蜜みつ色の髪を振り乱し、イライラとつぶやいた。

　あれから校舎をぐるっと一回りする羽目になり、ようやく保健室にたどり着いたときには汗だくになってしまった。

　焦れば焦るほど、方向と目的地を見失ってしまう。

「落ち着かなきゃ……」

　保健室のドアをノックしようとした渚は、ぴたりと宙ちゆうで拳こぶしを止めた。

　中から、大地と女の子の楽しげな笑い声が聞こえたのだ。

　会話は聞き取れないが、二人ともとても生き生きと話しているのがわかる。

「え――」

　どういうこと？

　あの女の子に無関心な大地が――。

　しかも、声の調子からするとかなり元気そうだ。

　こっちはめちゃくちゃ心配したっていうのに―――――――!!

　渚はぐっと拳を強く握った。みしいっ、と関節が軋きしむ。

　人魚の血を引く渚は怪力の持ち主なのだ。



　ゴンゴン！



　渚のノックに、ドアが外れそうになるほど大きく揺ゆれた。明らかに力加か減げんを誤っている。

　だが、渚は気にする余裕もなかった。

　ぴたり、と中の声が止まった。

「はい？」

　怪け訝げんそうな大だい地ちの声が聞こえた。

「麻生あそう渚なぎさです」

「うえっ!?　えええええええっと、あの、ど、どうぞ！」

　狼ろう狽ばいしまくった大地の声が返ってくる。あのバカ。そんなに動揺したら、まるで私が怖いみたいじゃないの！

　渚は軽く息を吸い込み、般はん若にやの形ぎよう相そうを綺き麗れいさっぱり消し去るとドアを開けた。

「山やまノの上うえくん、お加か減げんはいかが？」

　椅い子すに腰こし掛かけた大地が、ぽかんと口を開けた間ま抜ぬけ面づらをしてこちらを見ている。

　頭にガーゼが貼はってあるが、元気そうだ。

　そして大地と向かい合わせに椅子に座っているのは、浜はま森もり高こう校こうの制服を着たポニーテールの少女だった。

「あ……」

　意志の強さを表すような、きりっとした眉まゆ、輝く大きな瞳ひとみ――よく見ると、かなりの美人だ。

　このひと、見たことがある。二年生の生徒会長だ。名前は確か早はや瀬せ空く美み。

　なぜ、彼女がここに？

　しかも、あんなに楽しそうに大地としゃべってるの？

　胸に苛いら立だちが渦巻いてきたが、渚は鉄てつ壁ぺきの笑顔を崩くずさなかった。

「お友達？」

　空美の言葉に渚は頷うなずいた。

「同じクラスの麻生渚です。担任に頼まれて、山ノ上くんを迎えに来ました」

「ああ！　美人で有名な子ね。男子がよく騒いでいるわ、あなたのこと」

　空美が屈くつ託たくのない笑顔を浮かべる。

「そんな……」

　あら、わりといい人ね。

　渚は上品に微笑ほほえんでみせた。

　空美が大地に微笑みかけると立ち上がった。

「じゃあ、私はこれで。大地くん、“〝あの話”〟考えといてね！」

「あ、はい」

　空美に肩に手を置かれ、大地が相そう好ごうを崩した。ほんのり、頬ほおまで赤く染めている。

「それから……“〝アレ”〟ありがとう」

　空美がそっと大地にささやく。その表情の艶なまめかしさに、渚はぎょっとした。

「えっ、あっ、いや、そんな……」

　大地の顔がますます赤くなる。照れているのか、右手を開いたり握ったり、せわしないことこの上ない。

「じゃあね」

　扉が閉められても、大だい地ちはまだ名な残ごり惜しそうに扉を見つめていた。

　まるで、恋人との寸すん暇かの別れを惜しむかのように。

「ふぬう……」

　渚なぎさは片手で大地の頭をがしっとつかむと、ぐいっとこちらに向けさせた。



　デレデレデレデレデレしてんじゃないわよ―――――!!



　絶ぜつ叫きようする代わりに、渚は手に力を込めた。ぐいぐい指が大地の頭に食い込む。

「ぎいやあああ!!」

　大地が悲鳴を上げた。

「おまえ、何でそんな鬼ババみたいな顔してるんだ！」

「誰だれが鬼ババよ、誰が！」

「俺おれを頭から食う気だろ！」

「たわごと言ってないで、いったい何があったのか話しなさい！」

　渚は大地の頬ほおをぎゅううううっとつねった。

「い、いひゃい！」

　何で生徒会長がいるのよ？　知り合いだったの？　“〝あの話”〟って何!?

　ずいぶん、親しげだったけど、どういう関係!?

“〝アレ”〟って何よ、気になる――――――――!!

　次々疑問がわきあがってくる。でも、どうしても口に出せない。

　その代わりとばかりに、渚は無言でぐいぐいと大地の頬を引っ張った。
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　何でこんなに機き嫌げんが悪いんだろ……。

　大地はびくびくと、ひりひりする頬を押さえた。

　渚は無言でこちらを睨にらんでいる。凶悪犯から自白を引きだすためならば手段は問わない――そんな刑事のごとき気き迫はくが感じられた。

　目に見えない、怒りのオーラが立ち上っている。

　触れた瞬しゆん間かん、空の彼方かなたまで吹っ飛ばされそうな強きよう烈れつなオーラだ。

「……何拝んでるのよ？」

　静かに手を合わせた大地を渚が睨む。

「いや、『怒りをお鎮めください、大だい魔ま神じんさま』って……いでででで！」

　頬ほおをぎゅっとつねられ、大だい地ちは悲鳴を上げた。

　気が済んだのか、渚なぎさが乱れた髪をかきあげ、椅い子すに座った。なんだよ、自分が大魔神て自覚があるんじゃないか。

「さっさと、吐はきなさい！」

　バシン、と渚が机をぶっ叩たたく。あまりの迫力に大地は震え上がった。こいつが刑事になったら、さぞ自白を取るのが楽になるだろう。

「おまえからメールで呼び出されただろ？　だから学校へ駆けつけたんだよ」

「それで？」

　大地は悲鳴を聞いて、女じよ子し更こう衣い室しつに飛び込んだ話をした。

「じょ、女子更衣室!?　あんたよくそんなことを――」

「仕方ないだろ！　悲鳴が聞こえてきたんだ！」

「あんたまさか、生徒会長の着替えとか見たんじゃ……」

「見てない、見てません!!」

　本当は思いっきり見てしまったけど、そんなことを言ったら殺される気がする！

「ほんとに？」

　渚が疑わしそうに見つめてきた。

　大地はぶるぶると頭を振った。

「ほんと、ほんとです！」

「じゃあ、更衣室に入ったとき、空く美み先輩はどういう格かつ好こうをしてた？」

「え……」

　大地の脳裏に、白い下着を身につけた空美の姿が浮かんだ。

　白いブラに包まれた、大きな胸のふくらみ、そして見事な谷間――。

「……見たわね」

　ハッと我われに返ると、渚が目をつりあげて大地を睨にらんでいた。

「その緩みきった顔、伸びた鼻の下――あんた、空美先輩の着替えを見たんでしょ！」

　凄すさまじい気き迫はくで詰め寄られた大地はキッと渚を睨んだ。

「ああ、見たさ！　見たからどうだっていうんだ！」

　追い詰められた大地は開き直った。

「見たのね、やっぱり―――――――!!」

　がしっと渚が胸ぐらをつかんできた。

　間髪いれず、渚が手を振り上げる。

　バチコン、バチコンと激しく肉を打つ音が保健室に響ひびく。

「あだだだだ!!　何をするんだ！　痛いだろ！」

　往おう復ふくビンタをくらった大だい地ちは悲鳴を上げた。

　頬ほおが焼けるようだ。この怪力マーメイド！

　渚なぎさの手がぴたりと止まった。

　渚の緑色の目に浮かんでいるのは、地獄の業ごう火かのような揺ゆらめきだった。

　あまりの恐ろしさに、大地は絶ぜつ句くした。

「記憶を消してやる!!」

　渚の手が鞭むちのようにしなる。

　バチコン、バチコン!!

　再び首が吹っ飛ぶようなビンタが繰り出された。

「ぎゃあああ！　記憶の前に、俺おれの命が消える!!　忘れた！　忘れたから！」

　悲鳴混じりに叫ぶと、ようやく渚の手が止まった。

　どうやら気が済んだようだ。

　渚がぺっと胸ぐらをつかんだ手を離す。

「いだい……」

　大地はひりひりする頬に手を当て、渚の傍らにあるヴァイオリンケースを見つめた。

　中にあるのは棍こん棒ぼうそっくりの魔ま獣じゆう具ぐ。あれで殴なぐられなくてよかった。

　魔ま物ものでもないのに、魔獣具で撲殺されたくない！



    

  
    
      



    

  
    
      　渚なぎさがイライラしたように大だい地ちを睨にらんだ。

「で、生徒会長はそんな早そう朝ちように何やってたのよ？」

「朝一の誰だれもいないプールで泳ごうと思ったんだって」

「へ、変な人！」

　渚がエメラルド色の目を見開く。

「だよな～。思い立ったら、すぐに行動しないと気が済まないんだって」

　しっかりした人に見えるが、結構思いきりがいいらしい。

「……ずいぶん、楽しそうね」

　渚が冷ややかに言う。やばい、話題を変えよう。

「そういや、なんで呼び出したんだ？」

「潮しお騒さいの音が聞こえた気がしたのよ」

　大地はドキリとした。

　この海のない町、浜はま森もりで渚にだけ聞こえる潮騒。

　それは、『魔の海』と呼ばれる魔ま物ものが跋ばつ扈こする異世界と繋つながった証あかしなのだ。

　平和な地方都市、浜森の知られざる裏の顔。昔から浜森には奇妙なＵＭＡの目撃談が伝えられている。それが実は、本物の魔物だったというわけだ。

　ＵＭＡ好きとしては複雑な思いだが……。

「いててて……」

　ぶつけた額ひたいがずきんと痛む。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　渚が心配そうに覗のぞき込む。さんざん、つねったり、ビンタしたりしていたくせに、怪け我がは気になるようだ。

　こういうところが憎めないんだよな。

　渚がぽんと手を合わせた。

「そうだ、歌ってあげる！」

「歌？」

「痛みを和やわらげる、癒いやしの歌があるのよ」

　そう言うと、渚が静かに歌い出す。

　おそらくは保健室ということを考慮しているのだろう。すぐそばにいる大地にだけ届く、囁ささやきのような歌声。

　春の風だ。優しく、そっと髪を揺ゆらせる風。

　大地は緑の絨じゆう毯たんのごとき草原を、撫なでるように揺らす穏やかな風を感じた。

　心が解放されていく。

　目の前がぐんぐんと広がっていく感じだ。

　意識の拡かく散さんに伴い、大だい地ちを縛っていた痛みが解き放たれていく。

　頭や頬ほおの熱を涼りよう風ふうが運んでいってくれる。

　すうっと自然に痛みが遠ざかる。

　静かに歌声が消えていった。

「ど、どう？」

　渚なぎさが心配そうに大地を見つめる。

　大地は興奮で顔が赤くなるのを感じた。

「痛みが引いたよ……びっくりした。すごいな、人魚の歌声って！」

「まあね。私も勉強中で、これは最近できるようになったの！」

　人魚の歌声には様々な力があるようだ。

　渚は最近、魔ま獣じゆう具ぐに秘められた強力な魔ま物ものである『レヴィアタン』を呼び出すこともできるようになった。人魚として着々と成長しているようだ。

「すごいんだな、おまえ」

「まあね、そりゃあ、私は人魚姫のハーフだから！」

　えっへんと渚が胸を張る。

　得意げな笑顔に、大地は顔をほころばせた。

　本性は鬼顔負けの恐ろしさだが、なんとも可愛かわいい。

　渚の一番の秘密。

　それは人魚のハーフだということ。

　彼女の母は魔の海からやってきた人魚らしい。その血を引く渚は、一見普通の人間と変わらない。しかし、並外れた怪力と歌を使って魔物を使役する力を持っている。

「女じよ子し更こう衣い室しつにいたやつは魔物なのか……」

「その可能性が高いわね。どんなやつか見た？」

　きらり、と渚の目が輝く。

　彼女は魔の海の侵略からこの町を守る、という使命を自分に課している。

　まあ、魔物退治がストレス解消の一環であるらしいのも事実だが。

「そんなに大きくなかったな。『ツチノコもどき』くらいだと思う」

「たいしたことなさそうね……」

　前回、カメに似た巨大な魔物と戦ったときのことを大地は思い出した。二人して死ぬ思いをし、ようやく助かったのだ。

「また、誰だれかが呼び出したのか？」

「調べる必要があるわね。とりあえず、女子更衣室をチェックしてみるわ」

　前回は怪しい占い師からもらったカードで魔の海との通路ホールを作り、魔物を呼び出した生徒がいた。

　通常、偶発的に繋つながるらしいが、人為的に起こされた可能性もある。

「ところでさー、あんた、さっきの……」

「何？」

　じいいっと渚なぎさが見つめてくる。心なしか、睨にらんでいるように見えるのは気のせいだろうか。気のせいにしておきたい。

「ううん、何でもない。そろそろ予鈴が鳴るわね。教室に行きましょう」

　渚の声に、大だい地ちは立ち上がった。

　廊下に出た途と端たん、渚がしゃきんと背筋を伸ばす。

　うっとりした周囲の視線に、にこやかに応こたえていく。

　ふわふわなびく豊ゆたかな蜂はち蜜みつ色の髪も、輝く緑色の目も、本当に見とれるほど綺き麗れいだ。

　ちょっと誇らしい気分で、大地は渚の隣を歩いた。

「なんだ、あいつ、また渚さんと」

「いったい、どういうつもりだ、あいつ」

「調子にのりやがって。許せん」

　やっかみ混じりの言葉が耳に入るが、慣れてきたのかあまり気にならなくなってきた。

「あのさ、大地」

　そっと渚が周囲に聞こえないように囁ささやいてくる。

「その……さっきの空く美み先輩のことなんだけど」

「何だ？」

　渚らしくない。かなり聞きにくそうだ。

「あの……“〝あの話”〟って……」

「ああっ!?」

　大地は思わず声を上げた。

　廊下でしゃがみ込んでいる小こ柄がらな少女が目に入ったのだ。

　少女は小さな手で、おろおろと廊下をさすっている。

　同じクラスの篠しの崎ざき朱あか里りだ。

「篠崎さん！　どうしたの？」

　大地は慌あわてて駆け寄った。

「え？　ああっ、大地くん？」

　顔を上げた朱里が目を細める。どうやら見えにくいらしい。

「コンタクト落としちゃって……」

　道理で。

　大地はすぐさま、廊下にしゃがんだ。

「一緒に捜すよ、この辺？」

「ん……ありがとう」

「いやいや、なんのなんの」

　顔を上げた大だい地ちは、目の前の朱あか里りを見てハッとした。

　潤んだ黒い大きな瞳ひとみ、きゅっと噛みしめられた小さな唇くちびる。

　そんな彼女とわずか数センチで髪が触れそうな距離にいる。

　眼鏡めがねを取ってから、朱里のこの可愛かわいさが際だって、近くにいるとドキドキする。

　大地はごくり、と唾つばを飲み込んだ。

　その瞬しゆん間かん、右手の甲に激痛が走った。

「いでででで！」

　右手をぐいぐい踏みつけているのは、短い制服のスカートから伸びる細く長い足。もちろん、持ち主は決まっている。

「あっ、ごめんなさい、山やまノの上うえくん！」

　渚なぎさが申し訳なさそうに言うと、慌あわてて足をどける。

「……はい、これじゃない？」

　渚がすっと朱里に手を差し出した。

　そこにはコンタクトがのっていた。

「あ、ありがとう渚さん！」

「いいのよ」

　涙目で立ち上がった大地は、渚をぎっと睨にらんだ。

　素そ知しらぬ顔をしている渚に、小声でささやく。

「おまえ、わざと踏んだだろう！」

「……あんたが、デレデレしていてみっともないからよ！」

　渚も小声で応じる。声はドスが効いているが、顔は笑顔のままだ。そのギャップが恐ろしい。

　朱里がぺこりと頭を下げた。

「ありがとう。コンタクトにまだ慣れなくて……」

「目が充血してるよ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「大地くんこそ、怪け我がが……」

「あ、これはちょっとぶつけただけ」

　大地は慌てて笑顔をつくった。

　本当のことなど言えるはずもない。

「教室入ろうか？」

　ごまかすように笑うと、朱里が笑顔でうなずく。

　大地はホッとした。

　同時に、渚なぎさと話の途中だったことを思い出した。

「そういえばさ、おまえさっき、何か聞いてこなかった？」

「……もういいわよ!!」

　ガンと大だい地ちの足を踏みつけると、渚はさっさと教室に入っていった。

「いててて……何なんだよ！」

　あまりの痛みに涙をこぼしながら、大地は教室に入った。
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　一時間目が終わり、大地がのんびり椅い子すにもたれてくつろいでいると、突然教室がざわめいた。

　がらりと扉を開けて教室を見回しているのは、ロングポニーテールの美女――早はや瀬せ空く美みだ。

　大地の胸がどくんと打つ。その瞬しゆん間かん、空美と目が合った。

　ぱっと空美の顔が輝く。

「山やまノの上うえくん！」

　空美の明るい声に、教室中の人間が大地を見た。

「ちょっといいかな？」

　空美が大地を手招きすると、クラスメイトたちは驚きよう愕がくの表情を浮かべた。

「ええっ、あれって生徒会長だよな？」

「あいつ、なにやらかしたんだ？」

　大地は注目を浴びながら、席を立った。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？　山ノ上くん……」

　隣の席の朱あか里りが心配そうにこちらを見やる。

「たぶん、大丈夫」

　きっと例の件だろう。

　だが、クラスメイトたちの反応に、大地は苦笑するしかなかった。

　俺おれが何かやらかしたとみんな、信じきっている。

　大地はちらっと教室を振り返り、ぎょっとした。

　目が合った瞬間、渚が般はん若にやの形ぎよう相そうを浮かべたのだ。

　一瞬だったが、くっきり目に焼きついた。

　あ、あいつ、何を怒ってるんだ!?

　びくびくしながら、大地は廊下に出た。今度こそ、足の骨を砕かれそうだ。

　廊下の窓にもたれかかった空美がにっこり笑った。

「怪け我がはどう？」

「あ、もう大だい丈じよう夫ぶです」

　今は渚なぎさに踏まれた足のほうが痛い……。

　空く美みがくすっと笑った。

「不ふ思し議ぎね。会ったばかりの男の子と、こんなに話が合うなんてびっくりしたわ」

「俺おれのほうがびっくりしましたよ！　まさか女の子とこんなにＵＭＡの話ができるなんて！」

「私のほうこそ、山やまノの上うえくんと話せるなんて！　ユーモア部門を見なかったら、気づかなかったわ！」

　先月行われた、男子人気投票。

　付け足しのようなユーモア部門で大だい地ちは堂々の一位をとった。

　そこにはＵＭＡ好きとあり、それが空美の目に留とまったらしい。

「山ノ上くんて、もしかして山ノ上陸りく三ぞうさんの親しん戚せき？」

　空美から祖父の名前が飛び出し、大地は驚いた。

「ええ、じいちゃんなんですよ」

「すごーい！」

　空美が感激したように手を合わせた。

「私、陸三さんの本も持ってるの！　一冊だけだけど……」

「そうなんですか!?」

「古本屋さんで奇跡の出会いをしたのよ～」

　空美は心底嬉うれしそうだ。

　大地のＵＭＡ好きを決定づけたのは、祖父である陸三の存在だ。

　大地は幼い頃ころから、ＵＭＡに夢中になった。

　陸三は浜はま森もりの伝でん承しようなどを書き記した本を自費出版で出しているが、親しい人に配ったのみで、今や手に入らない。

「それから、“〝あの話”〟なんだけど……」

「どうでした？」

　大地は勢いこんだ。

「同好会って五人の部員が必要なの。それから生徒会で承認、って形になるみたい」

「五人ですか……」

「私たち二人以外に三人。何とかなりそうでしょ？」

　空美が目を輝かせる。

「大地くんに会うまで考えなかったけど、同好の士で集まったり、話したりするのって魅力的よね～。楽しそう！　私、絶対にＵＭＡ同好会を発足させたいの！」

　ぎゅっと両手を握られ、大だい地ちは驚いた。

　だが、空く美みに他意はないようで、笑顔のままだ。

「大地くんも協力してくれる？」

「は、はい！」

　こちらも空美と話すのは楽しいし、同好会として活動するのも悪くないと思う。

　そうすれば、あんまり変人扱いされなくなるかもしれないし……。

「とにかく、部員集めね。私は一人、心当たりがあるの」

「俺おれもあたってみます」

「じゃあ、よろしく！」

　笑顔の空美が、急に唇くちびるに指を当てた。

「それから、“〝アレ”〟は秘密にしておいてね」

　よっぽど恥ずかしいのだろう、空美が顔を赤くしていた。

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　そう言うと安心したように頷うなずいて、空美は廊下を軽やかに歩いていった。

　颯さつ爽そうと歩く空美の姿に、皆が振り返っていく。

　大地はわくわくしている自分に気がついた。

　空美先輩っていい人だよなあ。明るくて気さくで、話してると楽しくなる。女の子と話すのが苦手な自分でも、素直に話せるし。

　行動派だし、頼りになる。さすが生徒会長に選ばれるだけあるなあ。

　しかも美人だ。

　ドン！

　いきなり背中をどつかれ、大地は振り返った。

「何するんだよ、渚なぎさ！」

　だが、そこに立っていたのはクラスメイトで幼なじみの風かざ間ま光こう輝きだった。

　てっきり渚だと思った大地は慌あわてた。

「渚？　渚ちゃんがどうかしたのか？」

「い、いや何でも……」

　最近どつかれっぱなしなので、反射的に出てしまった。

　光輝が変な草くさ色いろにした髪をかきあげて、こちらをうろんそうに見ている。

　先月は腐った柿のような色にしていた髪だったが、今は色あせた飼かい葉ばのような草色に変えている。

　女の子にアピールしようと髪型を変えるのはいいが、裏目に出ている気がしてならない。

「何か用か？」

「何か用じゃないだろ、おまえ！　なんでおまえが麗うるわしの空美先輩に声かけられてるんだよ！　生徒会長に呼び出しくらうようなことをしたのか？」

「ああ……」

　そうか、やっぱり俺おれが生徒会長といると不ふ思し議ぎだろうな。

「実はＵＭＡ同好会を作ろうと思ってさ」

「う、ＵＭＡ同好会!?」

　ドブに落ちた大だい地ちをひきずりあげたときのように、光こう輝きがうんざりした表情になった。

「なるほど、それで生徒会長が来たわけね」

「メンバーを探してるとこなんだ。おまえ、入らない？」

「はあ!?」

　光輝が心底驚いたように声を上げた。

「冗談じゃない！　そんな変なもんに入るか！　女の子にモテなくなる！」

「今もモテないから一緒じゃん」

「なんだとう！」

　光輝が涙目でつかみかかってきた。つい、図星をさしてしまった。

「だいたいな、俺はサッカー部に入ってるの！　モテるために！」

「あ、そうだったな……」

　光輝は球技全般が苦手なくせに、サッカー部に入り、見事補欠の座を獲得していたはずだ。

「わ、悪かった……」

「もっといいものに誘ってくれよ！」

　光輝がぷんすか怒って教室に入っていった。

　大地はがっかりして、光輝に続いて教室に戻った。

　この分だと部員獲得は難なん航こうしそうだ。

　椅い子すに座ると、視線を感じた。渚なぎさがちらちらこっちを見ている。

　何か恐ろしげなので、大地は目をそらした。見なかったことにしよう。

「あ、あの、大地くん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　目をぎゅっとつぶっていたので不ふ審しんに思ったのか、隣の朱あか里りが声をかけてきた。

「あ、いや何でもない」

「大地くん、さっきの人、生徒会長よね？　何かあったの？」

　朱里も気になっていたようだ。しかも、心配してくれている。

　……俺ってそんなに何かやらかしそうなのか。

「偶然ちょっと会ってね。空く美み先輩もＵＭＡに興味あるんだって」

「そうなの！」

　朱里が大きく目を見開いた。そりゃあ、驚くだろうな。俺もびっくりだ。

「ＵＭＡ好きな女の人って意外に多いのね。渚なぎささんもでしょう？」

「え、あ……」

　この前言った苦し紛まぎれの言い訳を、朱あか里りは真に受けていたらしい。

「まあ、その……それは秘密ね」

「うん！」

　朱里がにっこり笑う。可愛かわいらしいな、ほんと。

　それはともかく、渚を同好会に誘うのもいいかもしれない。

　浜はま森もりのＵＭＡとは、魔の海から来た魔ま物ものである可能性が高い。

　魔物退治に役に立つかもしれないし、後で声をかけてみるか。

　渚を見ると、やっぱりこっちを見ていた。

　目が合うと、さっとそらす。何だろ。……やっぱり睨にらまれているような気がする。
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　二時間目が終わると、渚はそっと教科書を鞄かばんに戻した。

　煮えたぎる胸のうちを抑えつけ、新しい教科書を用意する。気をつけなければ、くしゃっと教科書を紙くずのように丸めてしまいそうだ。

　空く美みに呼ばれ、廊下に出て行った大だい地ちの姿が目に浮かぶ。

　いったい、何だっていうのよ！

　何でいきなり、生徒会長と仲良くしているわけ!?

“〝あの話”〟って、いったい何なのよ!!　何やら怪しい雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた“〝アレ”〟も気になるわ。

　爆発しそうな感情をもてあましそうになったとき、傍らに気配を感じた。

「あ……」

　気まずそうに立っているのは大地だった。

「話があるんだけど」

　なぜかおどおどと目をそらしている。

「わかったわ。廊下に行きましょう」

　待ってました、とばかりに渚は席を立った。

　さっきはなかなか言えなかったけど、今度こそ、“〝あの話”〟が何か問い詰めてやる！

　渚の心は闘志に燃えさかっていた。

　廊下に出ると、大地がようやく目を向けてきた。

　夜の海のような藍あい色いろの目――。

　真しん剣けんそのものの表情に、渚はどきっとした。

　こいつ、まじめな顔をしていると、結構かっこいいのよね――。

「あのさ」

「な、何!?」

　渚なぎさはびくっと肩を上げた。

　こ、この雰ふん囲い気きは――。

　ま、まさかこんなところで告白する気じゃないでしょうね？

　告白するんなら、もっとムードのある場所で、二人きりのときじゃないと！

　大だい地ちがごくっと唾つばを飲み込み、口を開いた。

「ＵＭＡ同好会に入らない？」

「ちょっと、困こまるわ、こんなところじゃ――ってええ!?　何？」

　渚は混乱した。

　今、ＵＭＡ同好会って言った？　まさかね。

「生徒会長がＵＭＡ好きで、話が盛り上がってさ」

「はあ!?」

　ＵＭＡ？　何でＵＭＡなんかの話になってるわけ？

「どうしたんだ？　顔が赤いけど……」

「な、何でもないわ！」

　自分の早とちりだったようだ。渚はブンブンと豊ゆたかな蜂はち蜜みつ色の髪を振った。

　頭を切り換えなくちゃ。

「あの空く美み先輩ってＵＭＡが好きなの？」

「そうなんだよ！　もう話し込んじゃってさ」

　大地が楽しそうに言う。

「な、なーんだ、そうだったの」

　渚はホッとした。ならば、あの楽しそうな声もわかる。

　しかし、意外だ。もっと真まっ当とうそうな人に見えたんだけど。

　渚は偏見に満ち満ちたことを思った。

「なるほど、ＵＭＡねえ……趣味が同じだと盛り上がるわけよね」

　まあ、この大地が普通の女の子とあんなに気軽に楽しく話せるわけがないわよね。

「じゃあ、保健室で言っていた“〝あの話”〟って」

「ＵＭＡ同好会のことだよ」

「なーんだ」

　渚はホッと胸をなで下ろした。

　そうよね、大地がモテるわけないわよね。

「でさ、おまえも入らない？」

「え？」

　渚なぎさは首をかしげた。だが、不穏な空気に気づかない大だい地ちは尚なおも言いつのる。

「ＵＭＡ同好会に誘ってるんだけど」

「は？」

「同好会に承認されるには、部員が五人必要なんだ。浜はま森もりのＵＭＡって魔ま物ものの確率が高いから、同好会の活動で魔の海関連の情報が入るかもしれないし」

　一生懸命話す大地を、渚は冷ややかに見つめた。

「あのねえ……」

　渚は額ひたいに手を当てた。頭痛がする。

　このバカは、ほんっっっっっっとバカなんだから！

　渚は胸を張った。

「私は、『麻生あそう渚』なのよ！」

　大地がきょとんとした。

「わかってるよ。当たり前じゃん」

　この大バカ。

「わかってないわよ！　学校のアイドルで、清せい楚そで可か憐れん！　そんな私がＵＭＡ同好会ですってえ!?」

　人目があるため、声を抑えつつも、渚ははっきり言った。

「絶対にイヤ！」

「でもおまえ、ＵＭＡに興味あるだろ？」

「私はＵＭＡに興味があるんじゃなくって、魔の海から来る魔物を退治しているだけよ！」

「部員が集まらないと困こまるんだよな。光こう輝きにダメもとで聞いてみたけど、あいつサッカー部だし、ＵＭＡに興味ないし、あっさり断られたよ」

「でしょうね」

「参ったなあ……おまえなら入ってくれると思ったんだけど」

「ふん、そんなに私に入ってほしいわけ？」

「ああ」

　こくん、と大地がうなずいた。

　その素直な反応に、渚はどきりとした。動揺を悟さとられまいと、渚は豊ゆたかな蜂はち蜜みつ色の髪をかきあげた。

「そ、そう。でも、私は興味ないのよね」

「そっか……」

　大地ががっくり肩を落とす。心底落らく胆たんしているようだ。

　つきん、と渚の胸が痛んだ。

　な、何これ。

　私、どうしちゃったの。

　ＵＭＡ同好会に入ってあげてもいいって言いそうじゃない！

　落ち着け、私―――――――――!!

「はあ……」

　大だい地ちがため息をついた。ダメ押しだった。

　渚なぎさの口は意志に反して、徐々に開いていった。

「ね、ねえ……どうしてもっていうんなら――」

「あ――」

　ポンと大地が手を打った。

「篠しの崎ざきさん！」

　大地の視線は渚を通り越し、背後に向けられた。

　振り返ると、朱あか里りが廊下に出てきたところだった。

「ねえ、篠崎さん、前にＵＭＡに興味があるって言ってたよね？」

「え、ええ」

　いきなり声をかけられ、朱里がとまどいつつもうなずく。

「実はＵＭＡ同好会を作ろうと思うんだ。篠崎さん、確かクラブに入ってなかったよね？　よかったら入らない？」

「え……」

　突然の申し出に、朱里が大きい目をくるくるさせた。

「え、えっと……」

「ダメかな？　やっぱり……」

　大地がしょんぼりと肩を落とす。

「そ、そんなことない！」

　朱里がきゅっと小さな拳こぶしを握りしめた。

「わ、私、ＵＭＡのことよく知らないけど、私でよかったら！」

「本当に!?」

　大地の顔が輝いた。

　力づけられたように、こくこくと朱里がうなずく。

「じゃあ、後で生徒会長に紹介するよ！　彼女が部長になる予定なんだ！」

「うん……ところで、ＵＭＡ同好会って何するの？」

「まだはっきり決まってないんだ。でもいろいろ活動していきたいなって部長……いや、会長と話してる。研究だけじゃなくて、フィールドワークに行ったり、文化祭で発表とかできたらって……あと研究誌も作りたいんだよね」

　大だい地ちと朱あか里りが話し込み始めた。

「じゃあ、私はこれで」

　怒りを押し殺し、渚なぎさはそっとそばを離れた。
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　昼休みになると、渚はクラスメイトたちのお昼の誘いを笑顔で断り、一人学校の“〝裏庭”〟へ行った。

　浜はま森もり高こう校こうの敷地は広い。ゆったりしているというより、ただもうだだっ広い。

“〝裏庭”〟というのはグラウンドの更に向こうにあり、以前はクラブ活動などで使われていた敷地のことだ。今は廃はい墟きよと化している。

　うち捨てられたボロボロのプレハブがいくつか点在し、雑草に囲まれているだけの、見るだけで気が滅め入いりそうな場所だ。危険ともあって、ロープが引かれて生徒の立ち入りは禁止されている。

　だからこそ、一人きりになれる。

　渚は目の前にある、『立入禁止』と書かれた立て看板を睨にらみつけた。

「うるあ――――！」

　哀れな看板を一ひと蹴けりのもとに吹っ飛ばし、渚はロープをまたいだ。

　周囲に誰だれもいないのを慎重に確認すると、渚は手にしたヴァイオリンケースを開けた。

　中から棍こん棒ぼう――魔ま獣じゆう具ぐ――を取り出す。

「何よ……」

　渚は魔獣具を握りしめ、思いきり振った。

　空気を切り裂く鈍い音が、無人の裏庭に響ひびく。

「何よ何よ何よ何よ―――――!!　篠しの崎ざきさんを誘うなんて――――!!」

　渚の叫びとともに、魔獣具を振り回す力も強くなってくる。

「大地のバカ―――――!!　誰でもいいんじゃないの!!」

　ぶおんぶおん、と魔獣具を縦横無尽に振り回す様は、怒り狂った仁王像の乱行にしか見えない。

　近づけば吹っ飛ばされそうな迫力に満ちていた。

「べ、別に関係ないけどさ。ＵＭＡ同好会なんてどうでもいいし！」

　でも、フィールドワークとか言ってたわよね。あと、文化祭とか。

　篠崎さんたちとどこかへ、たとえば泊まりで合宿とか行ったりするのかしら。

　文化祭の用意で一緒に居残ったり、とか。

「ふぬう」

　渚なぎさの魔ま獣じゆう具ぐを握る手に力が入った。

「フン！」

　思いきり振り回した瞬しゆん間かん、鈍い衝撃が腕に走った。

　ばきゃ!!

　魔獣具が大木の幹みきにめり込んでいた。

「あ、あら……」

　渚はまじまじと手元を見つめた。



　バキ……バキバキバキバキバキバキ――――。



　不穏な音とともに、大木がゆっくり傾かしいでいく。その方向にはプレハブがあった。

「あらららららら……」



　ずし――――ん、ぐわっしゃ!!



「ああっ!!」

　倒れた大木は見事にプレハブを直撃した。

　今にも崩くずれ落ちそうだったボロボロのプレハブは、まるでティッシュの箱のようにくしゃっと潰つぶれてしまった。

　もうもうと埃ほこりが立つなか、さすがの渚も自分のしでかした事の大きさに呆ぼう然ぜんと突っ立った。

　ようやく事態を認識し、渚は慌あわてて潰れたプレハブを覗のぞいた。

「だ、誰だれもいないわよね？」

　無惨に潰れたプレハブの周りを、渚はうろうろと歩いた。

　うめき声もないし、大だい丈じよう夫ぶそうだ。

　だいたい、こんなところに来る物好きなんて自分くらいだろう。それに、現在、取り壊し待ちの古いプレハブに人が入っているわけがない。

「何だ、今の音？」

　グラウンドからざわめきが近づいてくる。

　どうやら、衝撃音がグラウンドまで届いたらしい。

　渚は慌ててヴァイオリンケースに魔獣具を隠した。

　数人の男子生徒が駆けつけてくる。

　男子生徒たちはプレハブを押し潰している大木を見て、ぎょっとしたように足を止めた。

「な、何だこれ？」

「麻生あそうさん、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　心配げに見つめてくる男子生徒たちに、渚なぎさは怯おびえた表情をつくった。

　そっと手を口元に持っていく。もちろん、その手はわざとらしくない程度に小刻みに震えさせる。

「ヴァイオリンの練習をしていたら、急に木が倒れて、プレハブが壊れて……びっくりしたわ」

「それは災難でしたね！」

　突然の凶きよう事じに哀れみを込めて、男子生徒たちが見つめてくる。

　露ほども渚を疑う様子はない。

　大だい地ちが見れば、まず間違いなく気づくだろうけれど。

「怪け我がはないですか？」

「ええ……何とか。ありがとう」

　渚が弱よわ々よわしく微笑ほほえむと、同じ一年生らしい男の子が真っ赤になった。

「よ、よかったです……。あ、あの……それから、内緒ってわかってるんですけど、サインもらえますか？」

　顔を真っ赤にさせた男子生徒から差し出されたのは、『リラ』のＣＤだった。

　美少女覆面歌手としてデビューし、あっという間に大ヒットになった。

『リラ』が麻生渚、ということは、浜はま森もり高こう校こうでは暗黙の了解となっていた。

「昼休みはいつも聴きいていて……」

「いいわよ……でも、秘密にしてね？」

　渚に微笑みかけられ、男子生徒は卒倒しそうなほど顔を赤く染めた。

　慣れた手つきでサラサラとサインをし、渚はＣＤを渡した。

「ありがとうございます！　ほんっとうに大事にします！」

　渚は笑顔のまま手を振った。

「じゃあ、プレハブのこと、先生に報告してくるわ」

　そう言うと、渚は校舎に向かって歩き出した。

「いったい何で倒れたんだろうなあ……」

　男子生徒たちは、倒れた木やプレハブを珍しそうに見つめている。

　私がやったなんて、誰だれも夢にも思ってない。

　美人で歌の才能があって、人気者で――ついこの間まで、高校生活は順じゆん風ぷう満まん帆ぱんだったはずだ。何も不安なことはなかった。

　なのに、今は胸にトゲがささったような不快な気分だ。

　山やまノの上うえ大地。

　あいつに夜の学校で出会ってから――自ら、人魚とカミングアウトしてから。

「なんで私、あいつにだけ、あんなにあっさりバラしたんだろう……」

　人魚の血を引いているということは秘密のはずなのに。自分の本性は他人に絶対知られたくないのに。

　渚なぎさの蜂はち蜜みつ色の髪を、風がなぶっていく。渚はそっと豊ゆたかな髪を手で押さえた。

「何なのよ、この気持ち……」

　今まで感じたことのない、胸を騒がす感情が渦巻いている。

「とにかく――山やまノの上うえ大だい地ち。あいつのせいよ！　今度ラーメン、おごらせてやる！」

　何を隠そう、渚はラーメンが大好きなのだ。そして、それも大地しか知らない。



　ザザ―――――ン……。



　そのとき突然、波が打ち寄せる音が渚の耳に届いた。

「潮しお騒さい!?」

　山に囲まれ、海からほど遠いこの土地で、潮騒が聞こえるのは、渚のような、魔の海の血を引いているものだけ。

　これは、魔の海とこの世界が繋つながった証あかし！

「通路ホールが開いた!?」

　渚は辺りを見回した。

　かすかな音がする――どこだろう？

　あまり大きな音でないということは、小さな通路ということだ。前回戦った、岩場ガメのような巨大な魔ま物ものはまず通れないだろう。

「とにかく、大地に知らせなくちゃ」

　魔の海のものは魔の海のものでしか倒せない。

　だから、渚はたった一人で戦ってきた。

　だが、ひょんなところに仲間がいたのだ。

　それは大地。

　彼の右手には、どうやら魔の海の羅針盤コンパスが埋め込まれているらしい。

　聞いたことのないケースだが、きちんと融合されているらしく、大地は身の危険を感じると、羅針盤の磁力の力が使える。

「大地、どこにいるのよ！」

　大地から、潮騒が聞こえたら教えるように言われている。

　グラウンドを見やると、サッカーをして遊んでいるクラスの男子が目に入った。

　渚は草くさ色いろのツンツン頭をした光こう輝きに近づいた。

　大地と仲がいいし、フットワークが軽い光輝にはいろいろ尋たずねやすい。

「ああっ、渚なぎさちゃん！」

　近づくと、めざとく光こう輝きがこちらに気づいてくれた。

　眩まぶしげに見つめてくる光輝の視線は心地いい。

　渚はとっておきの笑顔を浮かべた。

「山やまノの上うえくん、知らないかしら？」

「ああ、あいつなら、同好会の打ち合わせをするからって、第三会議室に行きましたよ」

「そう……」

　渚の目がきらり、と光った。
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「同じクラスの篠しの崎ざき朱あか里りさんです」

「は、初めまして！」

　生徒会長を前に、緊張しきった様子の朱里がぺこりと頭を下げた。

　めったに使われることのない第三会議室は、昼休みの喧けん噪そうも遠く、静かだ。

　テーブルを挟み、大だい地ちと朱里の一年組が並び、向かいに空く美みと空美の連れの女子が並んでいた。

「初めまして！　生徒会長の早はや瀬せ空美です。入ってくれてありがとう」

　空美が朱里の手をぎゅっと握ると、ブンブン力任せに振った。その動きに合わせて、長いポニーテールと豊ゆたかなバストがふるふる揺ゆれる。

　あまりの色っぽさに、大地は慌あわてて目をそらした。

「空美、彼女の腕を脱だつ臼きゆうさせる気？」

　静かな声が響ひびいた。

　空美の隣にいるのは、ショートカットの小こ柄がらな女の子だった。整ととのった顔立ちをしているうえ無表情なので、人形っぽく見える。

　ガラス玉のように見える、色素の薄い目のせいもあるだろう。綺き麗れいだが、感情が読めなくて、落ち着かない気分になる。

「ほんとだね、ごめんなさい！　つい嬉うれしくって！　あ、こっちは私のクラスメイトで二年生の小お野の寺でら香かお流る」

　ぺこり、と香流が頭を下げる。表情豊かな空美に較くらべ、香流はポーカーフェイスというか、無ぶ愛あい想そうなほど表情を変えない。

「ああっ、どうも、初めまして」

　ただでさえ女子と話すのは苦手なのに、二年生の女子が二人もいる。大地は緊張してきた。

「あの……生徒会の会計の方ですよね？」

　おずおずと言った朱あか里りの言葉に大だい地ちは驚いた。

「ええっ、香かお流る先輩は会計なんですか!?」

　二人とも生徒会の人なのか！　大地はまじまじ香流を見つめたが、もちろん顔に覚えはなかった。

「そうよ。私と香流は中学の頃ころから、生徒会長と会計のコンビなの。香流はしっかり者だし計算が得意だから、ずいぶん助けてもらったわ」

　空く美みが楽しげに笑い、香流の肩に手を回した。

「……家計簿つけで慣れてるからね」

　香流が表情一つ変えず、ぼそりと言った。

　弾けるような明るい空美と、静かでクールな香流は正反対といっていい対極のタイプだが、どうやら仲がいいらしい。

「あ、あの……香流先輩もＵＭＡに興味があるんですか？」

　香流が無言でふるふると首を振った。

「ＵＭＡのことはよく知らないわ。でも、珍しくて面白い生き物に興味はある」

　香流が静かに人差し指を立てると、そっと空美を指差した。

　大地は思わず噴き出した。同じく、隣で見ていた朱里も笑う。



    

  
    
      



    

  
    
      「え、何、何!?」

　一人わかっていない空く美みがきょろきょろしたときにはもう、香かお流るの手はきちんと膝ひざの上に乗せられていた。

　香流の澄まし顔を見ていると、笑いがこみ上げてくる。

　にこりともしない人なので緊張してしまったが、今のですっかり気分がほぐれた。

「まあ、とにかくこれで四人揃そろったわね。あと一人。どうしようかなー。誰だれでもいいんなら、名めい義ぎ貸ししてくれる子はいるだろうけど、せっかくの同好会だから、ＵＭＡに興味がある人にしたいのよね……」

「そうですよね、形だけの同好会なら、作る必要もないですし……」

　大だい地ちの脳裏に渚なぎさが浮かんだ。

　彼女自身が貴重な人魚のハーフであり、魔の海と向き合っている少女。

「一人、入部してほしい人がいるんです。もう一回、説得してみます」

「そうなの？　じゃあ、大地くん、よろしく！」

　空美がすちゃっと手を挙げてきた。

　あっさり大地に任せてくれるらしい。

　本当に、さっぱりしているというか、明るくて気っぷのいい人だなー。

　大地は感心した。

　美人なのに近づきがたくないのは、彼女のこのおおらかな性格のせいだろう。

　そのとき、コンコンと上品なノックが聞こえた。

「はーい、どうぞ！」

　空美が明るく答える。

「失礼します」

　玲れい瓏ろうとした声とともにドアを開けたのは、蜂はち蜜みつ色の髪をした美少女――渚だった。

「あ、ちょうどよかった!!　実はおまえに話が――」

「山やまノの上うえくん」

　大地の声にかぶせるように、渚が静かな、それでいて強い声をかけてきた。

「急ぎの用事なの、ちょっといいかしら？」

「あ……わかった。すいません、ちょっと出てきます」

「ほ―――い」

　手を振る空美に頭を下げ、大地は廊下に出た。

　二人きりになった途と端たん、渚がネクタイごとシャツをつかんできた。

「ちょっと！　他人がいるところで馴なれ馴なれしく“〝おまえ”〟なんて呼ばないでよ！」

「え……」

「あんたと私は単なるクラスメイト！　それから、同じ図書委員ってだけ！　わかった!?」

「あ、ああ、わかったよ……だから、手を緩めてくれ、死ぬ」

「あ、あら……」

　渚なぎさがすっと手を離した。ようやく気管に空気が入り、大だい地ちは思いきりむせた。

「何の用だ？　もしかして、入部する気になった？」

「何言ってるのよ！　それどころじゃないわ！　潮しお騒さいが聞こえたのよ！」

「え……」

　潮騒。それは魔の海と繋つながった証あかし。

　魔ま物ものたちの姿を思い出し、大地の背筋に冷たいものが走った。

「たぶん小さい通路ホールだと思うけど、気になるの……」

「場所はどこ？」

「あまり聞き取れなくって……でも、校舎の中じゃないと思うわ。でも、学校の敷地内だとは思う……」

「校内か……また、誰だれか生徒の仕し業わざかな」

　前回、魔の海の通路を作るカードを手に入れた男子生徒が、魔物を呼び出していた事件があった。

　本来、魔の海との通路は偶発的に起こる。

　だが、人為的にも可能だということがわかった。

「どうかしら。休み時間に女じよ子し更こう衣い室しつに行ったけど、怪しいものは何もなかったわ」

　渚がじっと考え込む。

「とりあえず、捜して――」

　大地が言いかけたとき、昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴った。

「……潮騒が聞こえたからって、必ず魔物が出るわけじゃないしね」

　不安を押し隠すように、渚がつぶやく。

「そうだな」

　だが、大地は何かが起こる予感がしていた。

　そして、そういう予感はえてして当たるのだ。



    

  
    
      
第二章　制服どろぼう





　午後の授業が始まっても、大だい地ちはそわそわしていた。

　潮しお騒さいが気になる。今にも、魔ま物ものがうごめいているかと思うと――その姿を見たくてたまらない！

　大地は根っからのＵＭＡ好きだった。

　もちろん、魔物に対する恐怖はある。だが、今回は人が襲われていないこともあり、どちらかというと興味のほうが勝っていた。

「じゃあ、ここを麻生あそうさん」

「はい」

　渚なぎさがすっと立ち上がる。

　クラス中の憧しよう憬けいの眼まな差ざしを一身に浴びながら、渚は優ゆう雅がな足取りで黒板の前に立った。

　すらすらと英文を書いていく渚を、誰だれもがうっとりと見つめる。

「よくできましたね」

　教師も感心したように渚を見る。

　渚は成績も良く、学年でトップクラスなのだ。

　美人で成績優秀で――ほんと、すごいよなあ。

　ぼうっと見ていた大地の席を通るとき、渚がすっとメモを机の上に置いた。

「ほえ!?」

　思いがけない事態に、奇声を上げてしまった。

「なんだ、山やまノの上うえ。寝ぼけてるのか？」

　教師の声に、クラス中がどっと笑う。

　クラス一の人気者にクラス一の変人か――こういうとき、自分と渚の違いを感じずにはいられない。

　大地はそっと折りたたまれたメモを開いた。

　そこには美しい字で、『潮騒の音が強くなってる。グラウンドのほうみたい。まずはあんたが出て。私もすぐ後を追うから』と書かれていた。

　大地はハッと渚を見つめた。

　渚の顔が心なしひきつっている。魔物がいる可能性を思っているのだろう。

　よし、行くか！

　やる気がみなぎってくる。もしかしたら、今度こそＵＭＡと遭そう遇ぐうできるかもしれない。

「先生！」

　大地はばっと立ち上がった。

　背筋をピンと伸ばし、凛り々りしく立った大だい地ちに教室中の注目が集まる。

「トイレに行ってきます！」

「そ、そうか」

　大地の堂々とした宣言に、教師が押され気味にうなずいた。

「やだー……」

「恥じらいってもんがないのかしら」

「まあ、山やまノの上うえくんだし」

　女子たちの冷ややかなつぶやきが耳に入ったが、気にしている場合ではない。

　大地は階段を下りると校舎を出た。

　渚なぎさは校内ではないと言っていた。

「グラウンドを見て回るか……」

　だが、グラウンドでは体育の授業をしている、牧歌的光景が繰り広げられている。

　どこにも怪しい魔ま物ものの影はない。

　歩き続けた大地は、プールのそばまで来た。

　水音と歓声――どうやら女子がプールの授業中らしい。

「今朝、ここにいたんだよな、魔物が――」

　言いかけた瞬しゆん間かん、ガタン！と大きい物音が聞こえた。

「えっ!?」

　大地は耳を澄ませた。

　空耳ではない。ガタガタガタ――ロッカーを揺ゆらすような音が続いている。

「ま、まさかここにいるのか？」

　大地はドキドキしながら、女じよ子し更こう衣い室しつのドアに手をかけた。

　一瞬、躊躇ためらいが胸をよぎったが、今は授業中。さすがに着替えている人はいないだろう。

　大地はそっとドアを開けた。

　隙すき間まから中を覗のぞいたが、やはり人影はない。ホッとするような、残念なような、複雑な感情がわきあがる。

　ガタゴト、ゴソゴソ――物音は続いている。

　大地はそっと中に入った。

　手近な場所にモップがあったので、せめてもの武器と手に取る。相手が魔物だとしたら何の役にも立たないが、心情的に持っていたかった。

「う、うわ……」

　薄暗くてよく見えなかった室内の異変に、大地はようやく気づいた。

　床には衣類が足の踏み場もないほど散乱していたのだ。

　よく見ると、それは制服とわかった。そしてブラやショーツといった下着も。

　カラフルな下着がばらまかれた更衣室の床は、ちょっとしたお花畑みたいな華はなやかさだ。

「うく……」

　大だい地ちは足を止めた。

　足にからみついているのは、レースがふんだんにあしらわれた可愛かわいいピンクのブラ。その隣には花柄のショーツ。

　男子高校生にはあまりに刺激が強すぎる。

　下着の持ち主たちをつい想像してしまい、大地はへにゃら、と腰が砕けそうになった。

「いかん！　集中集中、大だい魔ま神じんさま」

　人を睨にらみ殺しそうな渚なぎさの顔を必死で思い浮かべる。その人食い虎とら顔負けの鋭い眼光に、心臓が止まりそうだ。

「よ、よしっ！」

　ようやく甘い妄想を吹き飛ばすことができた。

　今は余計なことを考えないようにしなくては。

　魔ま物ものがいるかもしれないんだぞ。

　がさささっ。

　何かが衣類の下を通り、ロッカーの間を移動していくのが見えた。

　一瞬しか姿は見えなかったが、茶色っぽい。大きさは大きなカブトガニというところか。

「巨大なゴキブリじゃないだろうな……」

　大地はわくわくしてきた。

　魔物ではなく、もしや何かの新種とか――。

　さまざまな妄想が頭をよぎる。

「あだっ！」

　考え事をしていた大地は、ロッカーの角にいやというほど頭を打ちつけた。

　目から火花が飛び散る。

　その音に怯おびえたのか、奇妙な生き物が再びがさがさと音を立てて移動を始めた。

「よしっ、待て」

　モップを手に、にじり寄っていった瞬しゆん間かん。

　かちゃり。

「あ」

　ドアが開き、明るい日差しが室内に飛び込んできた。

　濡ぬれそぼった体にぴたりと張りついた紺色のスクール水着。

　水泳の授業を終えた女子たちが、女じよ子し更こう衣い室しつに入ってきたのだ。

　硬直した大地と、先頭の女子の目が合う。

「きゃああああああ!!」

　先頭の女子生徒が悲鳴を上げた。大だい地ちはびくっと跳び上がり、ロッカーにぶち当たった。

「どうしたの！」

　女の子たちを押しのけて出てきたのは、空く美みだった。どうやら二年生の授業だったらしい。

　空美の水着姿に、大地は思わず見とれてしまった。

　すらりとした体に紺色のスクール水着がよく似合っている。だが、なんといっても目立つのはその大きなバストだ。胸の盛り上がりから、ぽたぽたと落ちる水滴を大地はじっと見つめた。くらくらしてくる。

「な、何やってるの、大地くん……」

　空美が呆ぼう然ぜんとつぶやく。その声に、大地はハッと我われに返った。

「大地くん？」

　背後から、香かお流るまで顔を覗のぞかせた。

　大地はただただ硬直するしかなかった。

「どうしたの？」

「空美たちの知り合い？　この子、痴ち漢かんよ！」

　ヒステリックな女子の声が響ひびき渡る。

　ずきん、心臓が痛んだ。

　右手の手のひらが熱くなる。

　ガタガタとロッカーが揺ゆれ出した。

「な、何？」

　ロッカーがずずっと大地に向かって動き出した。

　ピンチになると発動する、右手に宿った磁力の能力。

　だが、重いものはなかなか動かせない。

　女子たちがロッカーに気を取られているうちに、大地は窓にとびついて、脱出を試みた。

「逃げるわよ！」

　背後から鋭い声が飛んできた。

　やっぱり見逃してくれるわけがない。

　地面に降り立った大地は必死で走った。

「待ちなさいよ!!」

　恐ろしい叫びに振り返った大地は、悲鳴を上げそうになった。

　怒りの形ぎよう相そうで、スクール水着のお姉様方が追いかけてきていた。

　土煙を立てて駆けてくるその姿は、バッファローの大群顔負けの迫力だ。

「うわああああ！」

　大地はこれ以上はないというほど必死で走った。

　そう、血相を変えた凶暴人魚に追いかけられたときくらいの速さ――あり得ないスピードで。

　どれくらい走っただろう。校舎が見えてきた。

「ま、待って大だい地ちくん！」

　息も絶え絶えな空く美みの声に、大地はようやくスピードを緩めた。

　振り返ると、いつの間にやら、空美だけが後ろにいた。

　大地は足を止めた。

　スクール水着姿の空美がぜいぜいと、大きく息を吐はいた。

　大きな胸が上下するたびに、水滴がこぼれ落ちる。

　あまりの色っぽさに、大地はごくりと唾つばを飲み込んだ。

「大地くん、どうしたの？　なぜ更衣室へ？」

「実は……今朝と同じなんです。物音がして、中に入ったら奇妙な生き物がいて」

「奇妙な生き物……」

　じっと空美が自分を見つめている。

　痴ち漢かんと思われただろうか。

　せっかく、ＵＭＡの同好の士ができたのに、嫌われてしまっただろうか。

「俺おれは校内に現れる魔ま物もの……いえ、ＵＭＡを捜していて……」

「……信じるわ」

「えっ、信じてくれるんですか？」

「もちろんよ」

　空美はあっさり言った。

「みんなには誤解だって私から言っておくわ。奇妙な生き物、っていうのはたぶん信じてもらえないから、大地くんは怪しい人影を追って女じよ子し更こう衣い室しつへ入ったってことにしましょう」

「あ、ありがとうございます……」

「奇妙な生き物か……ＵＭＡなのかしら」

「さ、さあ……」

　魔物ではないか、とは言えない。大地は言葉を濁した。

「浜はま森もりにはＵＭＡの伝でん承しようがいろいろ伝わっているのに、なぜか表だっては信じてもらえないのよね。まるでタブーみたいに……。だから、ＵＭＡを見たって人は嘘うそつき扱いされちゃう。迫害されやすいけど、頑張っていこうね。もし、また目撃したら私にも教えて！」

「は、はあ……」

　空美がポンと肩を叩たたいた後、ハッとしたように自分の姿を見下ろした。

「きゃあああ！　私、水着のままじゃない！」

　ようやく気づいたようだ。

　空く美みが慌あわてて手で胸を隠そうとしたが、隠れるどころか盛り上がりを強調するだけの効果しかなかった。

「じゃ、じゃあね、大だい地ちくん！」

　顔を真っ赤にした空美が、胸を手で押さえたまま更衣室に向かって駆けていった。

　ひどい目に遭あったというのに、大地の心には温かいものが残っていた。

「空美先輩のおかげだな……」

　そっとつぶやくと、大地は校舎に向かって歩き出した。
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「あんた、何やってるのよ！」

「うう……」

　大地はがっくりうなだれた。

　放課後、大地は渚なぎさに第三会議室に呼び出された。

　もちろん、こってり絞り上げられるために。

「まったく、私もすぐ後を追うって言ったのに、勝手にあちこち動いて！　それによりにもよって、女じよ子し更こう衣い室しつに入るってどういうことよ！」

「ううっ」

　渚の言葉に、大地は恨うらめしげに渚を見上げた。

　腕を組み、こちらを見下ろしている渚は地獄の獄卒にそっくりだ。

「そんなに怒らなくてもいいだろ。もう、さんざん怒られたり、泣かれたりしたし」

　授業を抜け出し、女子更衣室へ行ったことは速やかに教師に報告された。

　だが、幸いなことに生徒会長である空美の話が効いたのか、学年主任からはお説教だけで済んだ。担任の鈴すず音ね先生が目を潤ませて、半泣きになったのには参ったが。

　本来なら、停学ものだったかもしれない。

　ふうっと渚がため息をついた。

「まあ、あんたを先に行かせた私も悪かったわ。で、女子更衣室に何かがいたのね？」

「ああ。はっきり見えなかったけど、それは確かだ」

「あの辺りから潮しお騒さいが聞こえてきたわけだし、十中八九魔ま物ものだとは思うけど……ちょっとは考えなさいよ！　女子更衣室なのよ!?　私を待つとかさー」

「うう……」

　確かに女性で優等生の渚だったら、こんな大事にはならなかっただろう。

　魔物のことで頭がいっぱいで、そこまで考えられなかった。

「もうっ、本当にバカなんだから！」

「ううううう……」

　泥棒と間違われたことはあっても、痴ち漢かんと言われたのは初めてだ。

　ショックで大だい地ちは言い返す気力もない。

　そのとき、ドアがノックされた。

「誰だれかしら……はい」

　渚なぎさがドアを開けると、そこには空く美みが立っていた。

「お邪じや魔ましてもいいかな？」

　空美の屈くつ託たくない笑顔に、渚が気け圧おされたように頷うなずいた。

「ええ、どうぞ……」

「せ、先輩……さっきはすいませんでした！」

「いいの、いいの。ちょっと恥ずかしかったけどね！」

　空美が照れたように頬ほおを染める。

　そんな空美の姿に、すらりとした水着姿を思い出し、大地はカッと顔が熱くなるのを感じた。

「……何ニヤけてるのよ」

　ぼそっと背後で押し殺した渚の声。

　ひいいい！

　大地はしゃきっと背筋を伸ばした。

　空美は向かいに座ると、大地を見つめた。

「災難だったわね」

「は、はあ……」

　でも、空美の水着姿は本当に綺き麗れいだったなあ……。それを見られたのはよかった。

　ぺき。

　不吉な指を鳴らす音。渚だ。

　大地は慌あわてて顔を引き締めた。素そ知しらぬ顔で、渚が大地の隣に座る。一気に緊張感が高まってきた。

「ちょっと報告したほうがいいと思ってね……」

　空美が表情を曇らせた。

「何かあったんですか？」

「実は服がいくつかなくなっていたの」

「え？」

「散乱してたでしょ？　制服の上が三着、スカート一着、それから下着もいろいろ……」

「えええええ!?」

「そんなになくなってるんですか？」

　渚なぎさも驚いたようだ。

　大だい地ちはつい想像してしまった。

　ということは、あのうちの何人かはノーブラとかノーパンなわけで。

　鼻の奥がむずむずしてきた。

「ちなみに、私も下着を盗まれた一人なの」

　空く美みが照れくさそうに言う。

「ぶほっ！」

　大地は手で鼻を押さえ、むせこんだ。

「やだ、山やまノの上うえくん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　思いやりたっぷりの声を出し、渚がそっと大地の背に手を回すと――

「あだだだだだ!!」

　ぎゅううっと思いきり背をつねられ、大地は悲鳴を上げた。

「でも大丈夫。急きゆう遽きよ、女性の先生が下着を買ってきてくれたの。制服がない子は体操着を借りたみたい」

　やっぱり、そうだよな。

　下着をつけずにこんなにリラックスしているわけがない。ただでさえ、薄い夏服でスカートもあんなに短いんだし。

　空美が言いにくそうに口を開いた。

「でね、大地くんが盗んだんじゃないかって言ってる子もいるんだけど……」

「そ、そんな！　盗とってないです!!」

　下着ドロの汚名を着せられているのか！

　大地は必死で手を振った。

「うん、わかってる。大地くんは何も持ってなかったしね……その変な生き物がたぶんやったんでしょうね。ちなみに残された衣類も、びりびりに破られていたりして、半分くらいが使いものにならないわ」

「はあ……」

「いったい何がしたかったのか、理解に苦しむところね……」

　考え込む空美に、渚が不ふ思し議ぎそうに言った。

「あの、あなたは信じるんですか？　山ノ上くんの言うこと……そんな変な生き物がいるかもしれないなんて、荒こう唐とう無む稽けいじゃないですか？」

　渚の言葉に空美がにっこりと笑う。それはどこか得意げな笑みだった。

「私、見たことあるもの」

「ええ!?」

　大だい地ちと渚なぎさは同時に声を上げた。

　その反応に満足そうに、空く美みがうなずく。

「小学生の頃ころにね、不ふ思し議ぎな生き物を見たの。森にセミを取りに行って――木に登っていたら、大きい地じ響ひびきがして。首の長い、恐竜のような生き物が歩いてきたのよ」

　空美がじいっと大地と渚を見つめる。

「私はびっくりして、怖くて、動くことも声を出すこともできなかった。恐竜はゆっくり歩いて森の奥に消えていったわ。慌あわてて家に逃げ帰って親や友達に話したけど、誰だれも信じてくれなかった。でも、私は確かに見たのよ」

　大地はじっと空美を見つめた。

　いつも明るい空美の顔に、傷ついた子供の顔が重なった。

　彼女は本当に見たのだ。

　でも、それを誰も信じてくれない。

　それは、つらい経験だっただろう。

　心配そうな顔をされていることに気づいたのか、空美が安心させるように笑顔をつくった。

「そんなときに、大地くんのおじいさん、陸りく三ぞうさんの本に出会ったの。浜はま森もりには昔から、巨大水すい棲せい生物の目撃情報がたくさんあって、見た人もいっぱいいる――嬉うれしかった。私だけじゃないんだって。みんな、知らないだけなんだって」

　じいっと空美が大地の顔を覗のぞき込んだ。

「大地くんの目、陸三さんにそっくりね。黒に近い藍あい色いろなのかしら」

「祖父に会ったんですか!?」

「ええ。四年くらい前だったかな。中学生のときにね。本を読んで、どうしても会いたくなったの」

「そうなんですか……」

　空美と自分は思いがけない繋つながりがあったのだ。

　大地は奇妙な縁を感じた。

「陸三さんは、すごくしっかり話を聞いてくれた。でも、言われたの。『魔ま物ものたちを見かけても、そっとしておきなさい。彼らはこの世界の理ことわりとはまた違う生き物。決して近づいてはいけないよ』って」

　空美が寂しげな表情になった。

「ちょっと悲しかったわ。近づくなって言われて」

「そんなことないですよ！　危ないから、絶対に近づいちゃダメですよ！」

　大地は魔物たちの攻撃性を思い出し、思わず力説してしまった。

　空美が目をぱちくりさせた。

「う、うん……どうしたの、大だい地ちくん。ムキになって」

「い、いえ……」

　そう。祖父は正しかった。

　魔の海のものは魔の海のものにしか倒せない。

　普通の人間が襲われれば、対抗手段がないのだ。逃げるしかない。

　だから、近づかないのが一番。

　興味を持った空く美みを危険から遠ざけようと、敢あえて警戒するよう促したのだろう。

「それから、私はもうその話を誰だれにもしなくなった。ＵＭＡに興味が出て、本は読んでたけどね。でも、先月、大地くんの存在を知って思い出したの。あの胸の昂たかぶりを。もっと、ＵＭＡを知りたい。この浜はま森もりの謎なぞを知りたいって強く思った」

　空美の目が静かな光を帯びる。

　それは誰にも揺ゆるがすことのできない、強い力を感じさせた。

　空美は自分に言い聞かせるように頷うなずいた。

「やっぱり、なかったことになんてできない。忘れて、普通の生活をするのが一番なんだろうけど、私には無理。考えるだけでわくわくするんだもの。この世界とは違う世界があって、見たこともない怪物たちがいるなんて」

　空美が晴れやかな笑顔を浮かべる。

　灰色の雲を吹き飛ばす、頭上に広がる青い空のような爽さわやかな笑み――見ているだけで、大地の心まで澄み渡ってきた。

「おじいさんの意見は尊重するわ。必要以上には近づかないけど――調べることはやめたくないの」

「そうですか……」

　近づかないのなら、大だい丈じよう夫ぶか。まあ、いざとなれば、俺おれも渚なぎさもいるし。って、まだ渚は入部をしてないんだっけ。

　大地はちらっと渚を見た。

　渚はにこやかな笑みを浮かべて空美を見ている。

「だから、大地くんが捜している生き物の調査には協力するわ。今度みたいなことがあっても大丈夫。私ができるだけ、フォローするから」

　頼もしい言葉だった。

「ありがとうございます！」

　大地は深々と頭を下げた。

「今回は私のクラスで、本当によかったわよ～。女の子の恨うらみは怖いからね！」

　空美がいたずらっぽく笑う。逆にいえば、空美のおかげで二年生のお姉様方から恨まれることはなかったということだ。

　心が軽くなってきた。この人に任せていたら大丈夫。そんな安心感があった。

　さすがに生徒会長に選ばれるだけはあるなあ。

「ほんと、助かります……」

「気にしないで。大だい地ちくんには借りがあるしね」

「え？」

　空く美みが思わせぶりな目を向けてきた。

「ほら、アヽレヽ」

「ああ、アレですか」

　大地は空美の意外な一面を見たときのことを思い出し、思わず笑い出した。

「ほんと、ありがとう」

　そっと空美が大地の右手に触れた。

「いえ、そんな……俺おれは何も」

　ドキドキしていた大地は、異音に気づいた。



　みしいっ。みしみしみし――。



「え？」

　空美も異変に気づいたのか、辺りを見回す。

　その瞬しゆん間かん、机ががたっと傾かしいだ。

「きゃあ！」

　大地は慌あわてて足を引っ込めた。

　くたっと机が床に崩くずれ落ちる。

「な、何？」

　いきなり壊れた机を、空美が呆ぼう然ぜんと見つめている。

「ええ!?　机の足が折れてる！　どうして？」

　不ふ審しんがっている空美を気遣う余裕はなかった。大地は澄まし顔の渚なぎさを見つめた。

　かなり機き嫌げんが悪いのがわかる。

　……渚の仕し業わざだな。

「変ねえ……とにかく、先生に報告しておくわ。じゃあね、大地くん、渚ちゃん」

　空美が不ふ思し議ぎそうに首を傾げながら部屋を出て行った。

　大地はじいいいっと渚を見つめた。

　渚がわざとらしく顔をそらす。

「オイ」

　渚は頑かたくなに顔をそむけたままだ。

「オイ、破壊魔！　豪腕人魚！」

「なんですって！」

　渚なぎさがキッと睨にらんできた。

　燃え盛るエメラルド色の瞳ひとみは、たじろぐほどの迫力に満ちていた。

　まるで俺おれが責められているようだ。何でだ。

「おまえの仕し業わざだろ、これ」

　力尽きた机をちらっと見ると、渚が気まずそうにうつむいた。

「……よくわかったわね」

「こんなことするのは、おまえしかいないだろ！　何やってるんだよ。空く美み先輩に怪力がバレたらどうするんだ？」

「フン！」

　渚がぷいっと顔をそらす。

「何よ、イチャイチャしちゃって！」

「え、ああ、あれは違うよ……」

「何が違うのよ！　手を触ったりしてさ！」

「う……」

　大だい地ちはぐっと詰まった。

「どうせね、私なんかより、空美先輩のほうが頼りになるわよね」

「はあ!?」

　突然何を言い出しているのだ。わけがわからない。

　だが、渚はぶすっと頬ほおを膨らませ、手慰みに隣のパイプ椅い子すをいじり始めた。



　ベキン!!



　鈍い音を立て、パイプ椅子が爪つま楊よう枝じのように軽々折れた。

「……オイ」

　ぷうっと頬を膨らませたまま、渚は足をぶらぶらさせている。

「おまえ、さっきから何をすねてるんだ？」

「すねてなんかいないわよ！」

　ぐわっしゃ！　とパイプ椅子が更に折れ曲がる。

　いかん、このままだと部屋中のものが破壊され尽くされそうだ。

「わかった。落ち着け。機き嫌げんを直せ」

「別に機嫌が悪いわけじゃないわよ！　ただちょっと……」

　言いかけて、渚が言葉をとぎらせた。

「ちょっと、何だ？」

「何でもない！　空く美み先輩って変な人よね。ＵＭＡのことが忘れられないなんて。女版のあんたみたい！」

　……渚なぎさが何を考えているのかさっぱりわからない。

　だが、渚が機き嫌げんをよくする方法なら一つだけ知っている。

　大だい地ちはコホンとわざとらしく咳せき払ばらいをした。

「なんか腹減ったなあ。ラーメン食いに行くか？」

　そう言った瞬しゆん間かん、渚の目がきらりと輝いた。その緑色の瞳ひとみがみるみる期待に満ちていく。

　渚はラーメンが大好きなのだ。本人は決して認めたくないようだが。

「また、中なか森もりに行くか？」

　ラーメンの名店が集まる隣町の名前を出すと、渚の口元にこらえきれない笑みが浮かんできた。

「まあ、私は別にお腹なかもすいていないし、ラーメンなんか食べたくないけどね」

　渚が余裕たっぷりに言うと、豊ゆたかな蜂はち蜜みつ色の髪をかきあげた。

　相変わらず素直じゃない奴やつ。

「じゃあ、やめとくか」

　さくっと言うと、渚が血相を変えて立ち上がった。

「ででででででも、あんたは行きたいんでしょ。いいわよ、付き合ってあげても！」

「わかった！　わかったからそんなに身を乗り出してくるな、怖いから！」

　渚の真しん剣けんそのものの顔が、ほんの二十センチくらいまで迫ってきていた。

　まるで野生のライオンと対たい峙じしているような気分だ。

　これで、「やっぱりやーめた」と言おうものなら、頭からがっぷり食らいつかれそうだ。

　大地は苦笑した。

　間近で見る渚は、本当に綺き麗れいだった。整ととのった顔立ち、きめの細かい白い肌。きらめく緑色の目は吸い込まれそうだ。

　だが、その表情に浮かぶのは、子供のように純粋な食い気。

　色気のないこと甚だしいが、大地には逆に魅力的だった。

　可愛かわいいんだよな、こういうとこ。……ちょっと怖いけど。

「よし、行くか！」

「うん！」

　渚が嬉うれしそうに壊れた机を飛び越してきた。

　笑顔のまま、そっと寄り添ってくる。

　ふわり、といい香りが鼻をくすぐる。どきん、と胸が高鳴った。

「どうしたの？」

　急に黙ってしまった大だい地ちに、渚なぎさが怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

「いや、何でもない」

　まるで恋人同士みたいだな、と思ったなんて言おうものなら――

「撲殺されそうだ」

「何ブツブツ言ってるのよ！　早く行くわよ！」

　もはやラーメンしか見えていない渚にドンと背中を突き飛ばされ、大地は転がるようにして廊下に出た。

　弾はずむ足取りで、渚が意気揚々と廊下を進む。

　ふわふわなびく蜂はち蜜みつ色の髪を見つめながら、大地はため息をついた。

「……だからおまえ、そっちに行ったら遠回りだって！」

　ぴた、と渚の足が止まった。

　渚はとんでもない方向音痴なのだ。かならず逆方向に向かう癖がある。

「わ、わかってるわよ！」

　顔を真っ赤にさせた渚が駆け寄ってきた。

　大地は渚に見つからないよう、こっそり笑いをかみ殺した。
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      　電車に揺ゆられること二十分。

　大だい地ちと渚なぎさは中なか森もり駅を出ると、ラーメン店がずらりと軒のきを並べる『中森ラーメンストリート』に向かって歩き出した。

　十分ほど歩くと、『中森ラーメンストリート』と書かれた門が見えてきた。

　それをくぐれば、そこはもうラーメン店しか見えない。

　有名店の支店や地元のラーメン店を集めた、まさしく『ラーメン通り』だ。

　大地は傍らの渚を見やった。

　緑色の目を輝かせた渚が、うっとりと通りを見つめている。

「今日はどの店で食べたいんだ？」

「誠せい風ふう軒けんよ」

　意外にも渚が即答した。

　この前はさんざん迷っていたのに、どうしたというのだろう。

　だが、謎なぞはすぐに解けた。

　渚が恍こう惚こつとした表情で言ったのだ。

「今、『夏のピリ辛つけ麺めんフェア』をやってるの！　雑誌で見たんだけど、すっごくおいしそうでさ。期間限定ものは早めに行っとかないとね！」

「そ、そうか……」

　どこぞのラーメン特集か何かで見て、ずっと行きたがっていたのだろう。

　ラーメンにかける渚の情熱は、大地よりよっぽど熱い。

　店の前まで来ると、渚は素早く辺りを見回した。

「よし……知り合いなし！」

　なぜそんなにラーメンを食べるのを隠したいのかよくわからないが、渚は頑かたくなに人目を気にする。

　二人は大きい木の看板がかかった『誠風軒』の暖の簾れんをくぐった。

『誠風軒』はここ、中森の地元の新興店で、つけ麺専門店として名高い。

「らっしゃい！」

　威勢のいい店員の挨あい拶さつに迎えられ、二人はカウンター席に並んで腰こし掛かけた。

　店内はカウンターも含め、木目調で統一されていた。真新しいのに、どこか落ち着ける雰ふん囲い気きがある。

　渚が肘ひじをつついてくると、コホンと咳せき払ばらいした。『注文しろ』ということらしい。

「じゃあ、ピリ辛つけ麺二つ」

　やはり期間限定ものは大地も気になるところだ。

　店内には『夏限定！　ピリ辛つけ麺』のポスターが貼はられている。『一日限定五十食』の文字もラーメン好きの心をそそる。

「うふふ楽しみ！　私、つけ麺めんは初めてなのよね」

　渚なぎさが嬉うれしそうにカウンターに肘ひじをついた。

「そうなのか」

　そういう大だい地ちもつけ麺はほとんど食べたことがない。やはりラーメン好きとしては、スープまでごくごく飲める通常のラーメンを頼んでしまう。それに、今まで食べたつけ麺は正直、すごくおいしいというものではなかった。

「つけ麺ってさ、麺が命なんでしょ？」

　興奮でほんのり頬ほおを赤らめながら、渚がつぶやいた。

「ああ。普通のラーメンより麺の触感を楽しめるからな」

　冷たい麺に熱いつゆをつけて食べるのが、いわゆる『つけ麺』。つゆももちろんだが、麺がおいしいかどうかがうまさを左右する。

　渚はもう期待感を隠そうともせず、目を輝かせててきぱき動く店員を見つめている。

「ピリ辛つけ麺です！」

　カウンターにお盆にのったつけ麺が置かれるやいなや、渚は待ってましたとばかりに手早く割わり箸ばしを割った。

「おっ、うまそう……」

　大地は感嘆の声を上げた。

　ざるにあげられたのは、つやつや光る極太麺だ。湯気のたったつゆは唐辛子が入っているのか、ほのかに赤い。刻んだネギと煮卵、それに細切れにしたチャーシューがのせられ、見た目も色鮮やかで食欲をそそる。

　渚は麺をすくうと、さっそくつゆにひたす。

　大地も急いでそれに倣ならった。まずは麺を楽しもうと、さっとつゆにくぐらせる。

　二人は同時に麺を口に運んだ。

「!!」

「お、おいしい!!」

　渚が感極まったように叫ぶ。

「何、この麺のもちもち感!!」

「極太麺の本領発揮だな！　うわ噛みごたえ抜群!!」

　しゃっきり冷えた麺のコシはそのままに、熱く辛いつゆも楽しめて、これまで味わったことのない不ふ思し議ぎなハーモニーが口の中で形成される。

　渚は二口目に入った。今度はしっかりつゆにひたす。

「うん、おいしい！　このつゆ、すっごい濃厚。舌に残るピリッとした辛みもいい」

「もともと、ここのつゆは動物系と魚介系のダブルスープに特製の味み噌そを加えてるからなうまみは抜群だよ！　それに唐辛子とかを加えているのか」

　大だい地ちは目を閉じ、そのうまみを味わった。

「濃厚でピリ辛なつゆが麺めんにほどよく絡んでる！　あチャーシューもおいしい！」

「麺にからみやすいように、細切れにしてあるのも嬉うれしいよな！」

　ずぞずぞ渚なぎさが麺をすする。

「ああ、想像以上だわ！　癖になりそう！」

　ふはあ、と息を吐はき、恍こう惚こつとした表情で天井を仰ぐ渚に、店内の視線が集中する。

　紅潮した渚のこめかみを、すっと一筋の汗が流れていく。

　こんなに感激しながら食べる客も珍しいのだろう。店員まで、感激に身を震わせている渚をおっかなびっくり見つめていた。

「もう一杯！」

　一気に食べ終わると、渚がおかわりを頼む。

　もうこうなると、渚は周りを見ていない。一心に麺をすする渚の姿に、大地は微笑ほほえみながら箸はしを進めた。



　　　　　　　＊



「ふう満足満足!!」

　目を細め、お腹なかを撫なでる渚に大地はスプーン片手に苦笑した。

「そりゃ、五杯も食べれば充分だろ」

　渚は初めてのつけ麺がよっぽど気に入ったらしく、「大だい丈じよう夫ぶ？」と尋たずねる店員を尻しり目めに五杯きっちり完食した。

　渚のあまりの食べっぷりに感心したのか、店側から食後のデザートとして杏あん仁にん豆どう腐ふがサービスされた。大地もその恩恵にあずかっているところだ。

　濃厚なつけ麺の後の、さっぱりした杏仁豆腐のなめらかさが心地いい。

「ふふ！　どう？　美少女ってこんな風にサービスしてもらえるのよ！」

　渚は得意げだったが、あの店員の渚を見る目は『美少女』というより『大食い女子高生』に対する驚きだった気がする。

　だが、余計なことを言って殴なぐられるつもりはない。それに、渚のおかげで杏仁豆腐が無料で食べられていることには違いないのだ。

　大地はおとなしくスプーンを口に運んだ。

　一段落つくと、今、学校を騒がせている事件のことが頭をよぎった。

「あの魔ま物もの……早く捕まえなきゃな」

　大地はつぶやいた。

「でも、最近よく魔ま物ものが出てくるよな」

「そうね……私たちが入学してから急に増えた感じ。そういう周期なのかしら」

　杏あん仁にん豆どう腐ふを上品に口に運びながら渚なぎさが言った。

「というと？」

「ここ十数年くらい、魔物って滅多に出なかったみたいなの。でも、出るときはまとまって出没するみたいね」

「そうか……」

　そうすると、これからも頻ひん繁ぱんに魔物と戦わなくてはならないかもしれない。

　それはＵＭＡ好きの大だい地ちにとっては嬉うれしく、そして浜はま森もりの一員としてはとても不安なことだった。

「じゃあ、頑張らないとな」

　魔物は時折山から下りてくる獣のようなものだ。

　近づかなければ、問題なく共存できる。

　だが、お互いのテリトリーに足を踏み入れることがあれば、やはり戦いはさけられない。

　気づかなければ、他ほかの人のように不ふ思し議ぎな事件にただ驚くだけだっただろう。

　だが、自分はもう知ってしまった。

　浜森のもう一つの顔を。魔物が跋ばつ扈こする世界を。

　放ほうっておくわけにはいかない。

「パワー充電したし、さっさとブッ飛ばすわよ」

　杏仁豆腐を平らげた渚がウインクしてきた。

　見る者を吹っ飛ばしそうな迫力のあるウインクだ。

「まあ、超凶暴マーメイドがいるから大だい丈じよう夫ぶか……」

「何か言った!?」

「何でもない！　すいません、お会計を」

　睨にらみつける渚から目をそらし、大地は席を立った。

　今日はここに来てよかった。一心不乱にラーメンを食べる渚を見ていると、悩んでいるのがバカらしくなった。

　下着ドロと間違われたことに落ち込んでいたけど、そんなこともうどうでもいい。

「ありがとな」

　店を出た大地はつぶやいた。

「いいのよ！　私が単に美少女ってだけ！　この前も美容院に行ったらさ、シャンプーとかすごいいろいろサービスしてくれて」

　何か勘違いしている渚が、楽しそうに自慢話を始めた。

　そんな渚を、大地は微笑ほほえましく見つめた。



    

  
    
      
第三章　対決は雨の日に





　翌朝、登校した大だい地ちはすぐに異変に気づいた。

　女子からの冷たい目、男子からはとびきりの笑顔――

「聞いたぞ、大地！　おまえ、やるなあ！」

　階段を上りかけたとき、光こう輝きが声をかけてきた。

「何のことだ？」

「女じよ子し更こう衣い室しつだよ、女子更衣室！」

　遠慮会釈のない大声に、大地は慌あわてて光輝の口をふさいだ。

「なっ……何でおまえが知ってるんだ!?」

「もがっ、だってもう、学校中の噂うわさだぞ？　授業をさぼって、女子更衣室に忍び込んで御ご用ようになったって」

「……」

　大地は目の前が暗くなるのを感じた。

　だが、バレるのも当然か。空く美みのクラスの女子全員に見られているのだ……。

「違うんだ、あれは」

「一度は入ってみたいよな、女子更衣室！」

　うんうんと光輝が一人で納得して頷うなずく。

「だから誤解だって」

「でも実行するとはな！　勇気あるよな！」

「よこしまな目的じゃなくて」

「ところで、下着を盗んだってホント？　空美先輩のパンツ、何色だった？」

「人の話を聞け―――――――!!」

　こそっと囁ささやいてきた光輝の頭を殴なぐり、大地は大おお股またで廊下を歩き出した。

　お咎とがめなしだったものの、噂はおもしろおかしく尾ひれがつくもの。

　すっかり下着ドロ扱いだ。

　大地はがらっと教室のドアを開けた。

　わっ、とクラスの男子から歓声がわく。

「おまえ、すごいなー。勇気あるよ！」

「ＵＭＡにしか興味ないと思ってたけど、ちゃんと男だな、おまえ！」

　クラスの男子どもが馴なれ馴なれしく声をかけてくる。

　人の気も知らずに気楽なものだ。

　だが男子はともかく、女子の冷ややかな視線はちょっとキツい。

　席に着いた大だい地ちは、隣の朱あか里りを見た。

「大地くん、おはよう」

　朱里がにっこり笑う。

　噂うわさを聞いていないのか？　――そんなわけはない。

　俺おれを信じてくれているのか、それとも気遣ってくれるのか。

　どちらにしろ、強こわ張ばった心が少しほぐれた。

「おはよう」

　椅い子すに座った大地は、ピンと背筋を伸ばして座っている渚なぎさを見つめた。

　そういえば、あいつも『俺が魔ま物もののために女じよ子し更こう衣い室しつに入った』、ってすぐに信じてくれたんだよな。軽けい率そつさは責められたけど。

　――まあいいか。渚と朱里が信じてくれてるんなら。ああ、あと空く美み先輩も。

　心が落ち着きを取り戻していく。大地は鞄かばんから教科書を取り出した。

　今日は金曜日。頑張って乗りきったら休日だ。土日をはさめば、変な噂もだいぶ落ち着いているだろう。
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　いたたまれない思いをしながら、大地はようやく四時間目を迎えた。

　幸い、四時間目は体育だった。女子の冷ややかな視線から逃れられる。

　体操着に着替えて校舎を出ると、大地は大きく伸びをした。

　雲は多いが、いい天気だ。

　男子は陸上とのことで、体育委員たちがグラウンドでハードルを用意している。

「陸上か……ハードルは苦手なんだよな……」

　できれば得意な水泳がよかったのだが。

　一方、女子はソフトボールらしく、きゃいきゃい楽しそうに騒ぎながらバットやグローブを運んでいる。

　そのなかに、バットを手にしながら歩いている渚が見えた。

　爽さわやかになびく長い髪、軽快な足取り、すんなり伸びた背筋――傍はたから見たら優ゆう雅がともいえる姿だったが、大地にはこれから獲物を狩りに行く鬼に見えた。

「本当にバットとか棍こん棒ぼうが似合うよな……」

　本人が聞いたら殴なぐり倒されそうなことをつぶやいていると、ポンと光こう輝きが肩を叩たたいてきた。

「残念だな～、今日は水泳の授業じゃないってよ」

　とりあえず、グーで殴っておく。とうぶん、このネタでからかわれそうだ。

「いてーな、何すんだよ！」

　抗議してきた光こう輝きを、大だい地ちは冷ややかに見つめた。

「おまえに空く美み先輩のパンツを見せてやろうと思ったが、やーめた」

「ええっ、マジ!?」

　がばっと迫ってきた光輝の額ひたいにデコピンをお見舞いする。

「バーカ、嘘うそだよ」

「大地くん！」

　頭上から、太陽のかけらのような明るい声が降ってきた。

　見上げると、空美が校舎の二階から身を乗り出し、手を振っていた。

　後ろで束ねた長い髪がさらさらと風に揺ゆれている。

「ねえ、昼休みに会える？」

「え？　あ、はい！」

「よかった！　ちょっと話があるの！　ねえ、今から体育なの？」

「はい」

「頑張ってね～！」

　空美が手を振ってくる。

　俄が然ぜん、やる気が出てきた。よし、今日はちょっと頑張ろうか。

　どすっと脇わき腹ばらを突かれ、大地は悲鳴を上げた。

「いてっ！　何すんだよ、渚なぎさ！」

「は？」

　きょとんとして肘ひじを突き出しているのは光輝だった。

　まずい。いつも渚にどつかれているから、つい反射的に。

　大地は慌あわてて言い直した。

「痛いだろ、光輝！」

「おまえ、昨日からどうしたんだよ！　空美先輩がおまえに話って何だ？」

「さあ……ＵＭＡ同好会のことかな？」

「なるほどな……同好会を申請したから、呼び出されているのか。でも、それにしても仲良すぎないか!?」

「そうかな？」

　確かに空美は気さくに話してくれるが、それは彼女の元からの性格によるものだと思う。

「別に普通だと思うけど」

「普通ね、余裕だな、この！」

　光輝が足で蹴けってくるのを、大地はさっと避けた。予測済みだ。

「いいよな、この前からおまえ、やたらツイてない？　渚ちゃんや篠しの崎ざきさんとも一緒に帰ったりさ。そうかと思えば、今度は空く美み先輩だろ。何があったんだ？」

「何って……」

　渚なぎさの白く輝く裸身が浮かんだ。

　すべてはあの夜から始まった。

「あ、こいつ顔が赤くなってる！　怪しい！」

「うるさい、行くぞ！」

　大だい地ちは甘い思い出を振り払い、グラウンドに向かって走った。
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「くはかったるい。いきなりグラウンド十周かよ」

「陸上の授業だからって、普段の倍はないだろう」

　男子たちはぶうぶういいながらランニングを始めた。

　黙々と男同士で固まって走る――苦行だ。

　だが、男子たちはすぐさまオアシスを見つけた。

「でも、女子に近づけるのはいいよな」

　楽しそうにキャッチボールを始めた女子のそばに来ると、いきなりランニングのスピードががた落ちした。

　のろのろと、歩いているのか走っているのかわからない牛の行進並みのペースに落ちると、男子たちは一様に女子のほうを向いた。

　短パンから伸びる剥むき出だしの足に、うっとりした視線が集まる。

「ああっ、渚ちゃんの足は綺き麗れいだな」

　一際目立つ、すらりとした少女。

　麻生あそう渚。

　すんなり伸びた手足。適度に盛り上がった胸。

　腰のくびれも、夏の体操着のおかげでくっきり見える。

　そして、爽さわやかな笑顔。

「癒いやされる……」

　渚の本性を知らない男子たちが、涙でも流しそうなほどうっとりしている。

「こら――――!!　男子！　しっかり走らんか――――!!」

　体育教師の罵ば声せいに、仕方なく足を速める。

　凄すさまじいスピードで更に一周すると、再び女子の前で牛歩が始まる。

　女子たちは練習試合を始めていた。

　バットを抱えた朱あか里りが、よろよろとバッターボックスに立った。

　必死でバットを構えるも、小こ柄がらで非力な彼女は、明らかにバットの重みを支えきれていなかった。

　ピッチャーは渚なぎさだ。見とれるような完かん璧ぺきなフォーム。流れるような動きから、鋭いボールが放たれた。

「えいっ！」

　朱あか里りがきゅっと目をつぶると――全然ボールを見ていない――必死でバットを振った。

「ああっ！」

　遠心力のついたバットに引きずられるように、朱里が自分も一緒にくるりん、と一回転した挙げ句、こけっ、とコケた。

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

　思わず大だい地ちは足を止め、声をかけた。

　よろよろと立ち上がった朱里が大地に気づき、真っ赤になった。

「大地くん!!　見てたの？」

「それより、怪け我がはない!?」

「ん……大丈夫」

　朱里がお尻しりの土を払いながら、こくんとうなずく。

　ホッと胸をなで下ろした瞬しゆん間かん、後ろからどかっと蹴けられた。

「のろけるなよな～」

「篠しの崎ざきさんと、どういう関係？」

「もしかして、付き合ってる――なんてことはないよな!?」

　詰め寄る男子たちの目が笑っていない。

　これまで目立たなかった朱里だが、眼鏡めがねを取ったところ、凄すさまじい美少女だと判明し、今や渚と張り合うほどの人気者になっている。

「いや……別に、何も……」

　大地はたどたどしく言った。

　前回の事件のとき、図書室でいい雰ふん囲い気きになったことがあった。渚が乱入してこなかったら、もしかしたら――と思うときもある。

　だが、あれ以来、仲のいい普通のクラスメイトのままだ。

「ほんとかよ～」

「怪しいなあ～？」

「ねえ、篠崎さん、こいつのことどう思う？」

　いきなり光こう輝きに首をつかまれ、大地は戸惑う朱里を見た。

「ええっ……！」

　いきなりの問いに朱里の頬ほおが赤く染まった。あまりの可愛かわいらしさに、見ていた男子からため息がもれる。

「だ、大だい地ちくんはその……」

　朱あか里りの言葉を息を詰めて待ったそのとき、ひゅうっと風を切る音がした。

「あだっ！」

　大地は悲鳴を上げた。

　頭にぶつかってきたのは、ボールだった。

「ごめんなさい！　手が滑っちゃった！」

　声を上げたのは、ピッチャーマウンドに立っている渚なぎさだった。

　その整ととのった顔には、心底心配げな表情が浮かんでいる。

　しかし、大地はすぐにそれがつくった表情だと見抜いた。

　見事な暴投。狙ねらってやったな、こいつ。

「大だい丈じよう夫ぶ？　山やまノの上うえくん！」

　渚が申し訳なさそうな顔で駆け寄ってきた。

　クラス一、いや、学園一の美少女の接近に、男子たちはごくりと唾つばを飲む。何せ、露ろ出しゆつの多い夏の体操着姿なのだ。

　渚がそっと大地の額ひたいに手を伸ばす。

　大地は目の前にある形のいい胸から視線をそらせた。薄い体操着越しに大きく息づく二つの丘は、見とれたら最後、腰砕けになってしまうだろう。

「ああっ、こぶになってる！　すぐに冷やしたほうがいいわ。保健室に行きましょ」

　すっと渚が腕をからめてきた。

　何なに気げない仕草とわかっていても、しかも本性が鬼だと知っていても、そのすべすべした肌触りに胸が高鳴った。

　恨うらめしそうな男子の視線に見送られながら、大地と渚は校舎に向かった。

　校舎の陰に来ると、大地は渚にくってかかった。

「おまえ――わざとやっただろ！」

「そうよ！　潮しお騒さいが聞こえたの」

　思いがけない渚の言葉に、大地は一瞬絶ぜつ句くした。

「また!?」

「ええ……裏庭のほうだと思う」

　裏庭。行ったことはないが、ほぼ廃はい墟きよと化していると聞いたことはある。

　大地と渚は他ほかの生徒の目につかないよう気をつけながら、裏庭に向かった。

「うわ……」

　裏庭は想像以上に荒れ果てていた。ロープの向こうは雑草が好き勝手に跋ばつ扈こしており、使用されなくなったプレハブたちがあばら屋のように建っている。

　大だい地ちはひっくり返った『立入禁止』の看板を見た。確かに安易に足を踏み入れると怪け我がをしそうだ。

　ロープをくぐると、二人は慎重に裏庭に足を踏み入れた。

　雑草をかきわけながら、奥へと進む。

　むっとした草いきれに息がつまりそうだ。

　不ふ審しんな物音はしないが、いつなんどき魔ま物ものに遭そう遇ぐうするかわからない。

「ああっ!!」

　大地は驚きのあまり声を上げた。

　渚なぎさがびくっとする。

「な、何！　どうしたの！」

「見ろよ、あれ！」

　大地の指差すほうを見た渚は渋い顔になった。

「プレハブが潰つぶれてる!!　ひどいな……」

　折れた大木がのしかかり、無惨にひしゃげたプレハブを大地はまじまじ見つめた。

「もしかして……魔物の仕し業わざかな？」

　だとすれば、かなりパワーのある魔物に違いない。

「……違うんじゃない？」

　渚がぽつりと言う。

「でもさ、おかしくないか？　別に嵐があったわけでもないのに、こんな大木が真っ二つに折れてるんだぜ？　自然に折れるわけないし、これはやっぱり怪獣並みの魔物が……」

　言いかけて、大地は渚が不自然に目をそらしていることに気づいた。

　まさか……いや、こいつならやりかねない！

「おまえの仕業か！」

　びくん！

　渚の肩が大きく揺ゆれる。

「おまえ、前も木に八つ当たりしてたよな……おまえだろ」

　渚が何か言いたげにこちらを見たが、ごまかしてもムダだと悟さとったようだ。

「……まあ、ちょっとした事故よ」

「どこがちょっとだ！　プレハブまで破壊して！　この怪獣女！」

「か、怪獣とは何よ！　言っておきますけど、あんたが悪いんだからね！」

「俺おれが？　俺が何したっていうんだ！」

　渚がぐっと詰まった。

「……あんたがムカつくからよ！」

「ムカつくって何が！」

「な、何ってその……」

　渚なぎさが珍しく弱よわ々よわしい声を出した。なので、つい調子に乗ってしまった。

「あ？　俺おれの何が悪いか言ってみろ！　ほーらほら」

　詰め寄った瞬しゆん間かん、渚の緑色の目がぎらりと凶暴な光を放った。

「美少女を苛いじめてんじゃないわよ!!」

　目にもとまらぬ速さで繰り出されたパンチが、大だい地ちの頬ほおにヒットした。

　ヘビー級プロボクサー並みのパンチに、大地はもんどりうつ。

　地面に倒れた大地は、呆ぼう然ぜんと空を見上げた。

　うう、頭がぐるぐるする……。

　苦痛を堪こらえ、よろよろと大地は立ち上がった。逆ギレできたか……。

「おまえ、よく自分で“〝美少女”〟とか言うよな……感心するよ」

「本当のことだもの！」

　腰に手を当て、渚がえっへんと胸を張る。

　リングで勝ち誇る女子プロレスラーに見えると言ったら、墓場まで一直線だな。黙っておこう……。

「何か言った!?」

　地獄の亡者も震え上がりそうな声と形ぎよう相そう。どうやら、口に出してしまっていたらしい。

「いいえ！　何も！」

「そう、それならいいけど！　……今度“〝プロレス”〟とか聞こえたら、地の果てまでぶっ飛ばすから」

「さ、魔ま物ものはどこかな？」

　怒り狂った渚より、魔物のほうがまだマシだ。

　大地は必死で雑草をかきわけた。

　しかし、いくら捜しても魔物も通路ホールも見つからない。

　ついに、チャイムが鳴り響ひびき、大地と渚は顔を見合わせた。

「……いないわね」

　さんざ捜してみたが、魔物の気配はまったくなかった。

「がっかり……確かに聞こえたと思ったんだけど」

「通路が開いたからって、必ず魔物が来ると決まってるわけでもないんだろ？」

「まあ、そうなんだけどね。でも、たぶん同じ魔物が何回も来てるでしょ？　『エサ場』として認識されたような気がするのよ」

「なるほどね……」

「とにかく、戻りましょ。また教室で！」
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　教室に入った途と端たん、大だい地ちに視線が突き刺ささった。

「え？」

　いきなり注目を浴び、大地は驚いた。

　なぜか体操着のまま席についている女子からは、冷ややかな視線が。

　男子からは満面の笑みが。

　なんだ、いったい？

　戸惑いながら席につくと、隣の席の朱あか里りにそっと声をかける。

「何かあったの？　なんで女子は体操着のまま？」

　体操着を着た朱里が、周りをはばかるように声を潜めた。

「それがね、体育が終わって更衣室に戻ったら、全員の制服がなくなっていたの」

「ええ!?　ほんとに？」

　信じられない。二十人近い制服が全部なくなるなんて。

「今、先生たちが捜してくれてるんだけど……」

　またもや、更衣室で服がなくなるという事件。

　そして潮しお騒さいのタイミングといい、同じ魔ま物ものの仕し業わざに違いない。

「ねえ、山やまノの上うえくん、ちょっと聞きたいんだけど」

　すっと近づいてきたのは、クラス委員の女の子だった。

　まっすぐなボブカットにカチューシャをしている。

　きりっとした涼やかな目元が印象的だ。

　確か名前は加か島しま葉よう子こ。

　いかにもしっかり者、といったぴしっとした立ち姿。

　あまりにまっすぐな視線は怖いくらいだ。

「な、何？」

　朱里や渚なぎさ以外の女子と話すのは慣れていない。大地はびくびくと言った。

「山ノ上くん、体育を途中で抜けたみたいだけど、どこに行っていたの？」

「え、えっと……」

　いきなり痛いところを突かれ、大地は口ごもった。

　本当のことを話すわけにもいかない。

「その……怪け我がをして、その……」

　もごもご言っていると、ますます葉子の目が厳しくなった。

「保健室で確認してきたんだけど、行ってないそうね」

　大地は心臓がズキンと痛むのを感じた。嫌な汗が噴き出てくる。

　間違いない。

　制服泥棒として疑われているのだ。

　アリバイ確認をされているのが、何よりの証拠だ。

　葉よう子こを先頭に、背後から女子全員の何も見逃すまい、という鋭い視線を浴びせかけられ、大だい地ちは硬直した。

　女じよ子し更こう衣い室しつに忍び込んだ昨日の今日だ。疑われるのは当然だろう。

「うう……」

　思わぬピンチに右手が熱くなる。魔の海の羅針盤コンパスが埋め込まれた右手が熱を持ちだした。

「何か言ったらどうなの？」

　ずいっと足を踏み出し、葉子が迫ってきた。

　ぴと。

「え」

　葉子がまじまじと大地の右手を見下ろす。そこにぴったり葉子の手が――正確には葉子の腕時計がくっついていた。

　ピンチのときに発動する磁力の力だ。

　よりにもよってこんなときに！

　バッと葉子が手を引きはがした。その顔が真っ赤に染まる。



    

  
    
      



    

  
    
      「な、何するのよ!!」

「ち、違う!!」

　ますます誤解を深めてしまった！

　混乱して何をどうしたらいいのかわからない。

　葉よう子この目はますますつりあがっていく。

　大だい地ちは頭を抱えたくなった。

「山やまノの上うえくんは私といたの」

　凜りんとした声が教室に響ひびいた。

　葉子がハッと振り返る。

　教室のドアを開けて立っているのは、体操着姿の渚なぎさだった。

　すらりとした足を惜しげもなくさらし、豊ゆたかな蜂はち蜜みつ色の髪を揺ゆらせると、ゆっくり歩いてくる。

　そこにレッドカーペットが敷かれていないのが不ふ思し議ぎなくらい、堂に入った姿だった。

　クラス中が息を呑のみ、渚を見つめる。

　葉子のそばに立つと、渚が笑みを浮かべた。

「山ノ上くんが保健室に行くほどじゃないって言うから、水にひたしたハンカチで頭を冷やしていたの。だから、山ノ上くんじゃないわ」

　渚が落ち着かせるように葉子を見つめる。

「私がちゃんと保健室に連れていかなかったから……ごめんなさい、まぎらわしいことになっちゃって」

　静かに渚が頭を下げた。さらり、と蜂蜜色の髪が流れる。

「そんな……麻生あそうさんが謝ることないわ。私が勝手に思いこんだだけだから」

　葉子の体にみなぎっていた警戒心が、みるみるとけていくのがわかった。

　渚の一言は凄すさまじい効果があった。

　葉子をはじめ、女子が納得したようにうなずいたのだ。

　すっかりやわらいだ目で、葉子が大地を見た。

「山ノ上くん、ごめんね。疑っちゃって」

　ぺこり、と頭を下げられ、大地は慌あわてて手を振った。

「いや、いいよ……」

　ホッとした空気が教室に流れた。

　そこかしこで、成り行きを見守っていた女子たちがこそこそと話し出す。

「まあ、おかしいと思ったのよね。山ノ上くんって怪獣にしか興味ないじゃない？」

「そうよね～。言われてみれば納得！」

「怪獣のおもちゃならともかく、制服なんか欲しがらないわよね」

　大だい地ちは複雑な思いで女子の声を聞いた。

　疑いが晴れたのは嬉うれしいが、やっぱり俺おれって変人扱いなんだな……。

　あと、ＵＭＡは怪獣じゃない……。

　大地は恨うらめしい思いで女子を見回した。

　涼しい表情で渚なぎさが自分の席についた。

　今回は感謝、だな。

　猫かぶりは伊だ達てではない。

　渚は男子だけでなく、女子からもちゃんと慕われ、信頼されているのだ。

　そのとき、大地の肩にポンと手が置かれた。

「グッジョブ！」

　ぐっと親指を立て、ウインクしているのは光こう輝きだった。

「体操着姿の女子をこんなに間近で見られるなんてな～」

　心底嬉しそうに光輝が身もだえする。もちろん、女子に聞こえないよう、声はひそめていた。

「俺がやったんじゃない!!」

「まあまあ、男子は全員感謝してる！　体育は男女別だからなー。渚ちゃんの生足をこんな近くで見られるなんて……」

　スカート姿は見慣れているが、確かに短パンになるとその足の長さが際だつ。

　まあ、ちょこっとだけ魔ま物ものに感謝するかな。

　大地はつい、そんなことを思ってしまった。
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　昼休みになると、大地は屋上に上がった。

　さっきまで晴天だった空に雲が広がり始めている。風もいつもより強い。

　屋上は大地の定番のランチプレイスだ。風があって埃ほこりっぽいせいか、大地以外の人間が昼休みに来ることはまずない。

　浜はま森もり高こう校こうは広いので、もっと快適に過ごせる場所はいくらでもあるのだ。

　大地は屋上に腰こし掛かけると、お弁当を広げた。

　最近すごく忙しかった母が久しぶりにお弁当を作ってくれた。

　大地はぱかっと弁当の蓋ふたを開けた。

　そこには、白いご飯がぎっしり詰まっていた。探しても、他ほかの色は見えない。雪原のように真っ白だった。

「お母さん？」

　日の丸弁当ならぬ、白紙弁当ですか……。

「うう……」

　大だい地ちはもそもそとご飯を口に運んだ。

　母は親しん戚せき関係のゴタゴタに巻き込まれているらしく、昨日も遅くまで長電話をしていた。母も大変なのだ。しょうがない……。

「あれ、今日はパンじゃなくてお弁当？」

　屋上に出てきたのは渚なぎさだった。手にはお弁当袋がある。

「珍しいな、おまえもここで食べるの？」

「べ、別にあんたと食べたいわけじゃないわよ!?　勘違いしないで！　ただ、ちょっと魔ま物ものに関して話があるだけ！」

　なぜかムキになると、渚が隣に腰を下ろしてくる。

　渚がぱかっと弁当箱を開けると、そこには美しい彩りのおかずが詰まっていた。

　ご飯も白ご飯でなく、お手製らしき鮭さけの振りかけがかかっている。

「何？　あんたおかずから先に全部食べるの？」

　半分ほど減った白ご飯弁当を覗のぞき込んだ渚が誤解したようだ。

「白ご飯だけじゃ味気ないでしょ？　ちょっと食べる？」

「いいのか？」

　このときばかりは渚が天使に見える。

　大地は遠慮なく、からあげをつまんだ。

「う、うまい！」

「衣にショウガとハーブをちょっといれてるの。スパイスがきいてるでしょ」

「これ、おまえが作ったのか？」

「……ううん、ママが……で、でも、私だってやればこれくらいできるんだから！　本当なんだから！」

「そ、そうか……」

　何をムキになっているんだろう。

　大地は不ふ思し議ぎに思いながらも、ご飯を平らげた。

「さっきはびっくりしたわね～」

「ああ、まさか制服が全部なくなるとはな」

　大地はちらっと短パンから伸びる渚の足に目をやった。すらりとした形のいい足だ。

　悪いことばかりじゃないな。

「魔物は女じよ子し更こう衣い室しつに行っていたのね」

「……この魔物はどうやら女子の制服狙ねらいみたいだな。服好きの魔物っているの？」

「聞いたことないわ。でも、制服って結構な量になるでしょ？　そんな量の制服、どうしているのかしら。運ぶにしても、わりと小さい魔物みたいだし……」

「あ、いた。大だい地ちくん！」

　屋上のドアが開き、空く美みが出てきた。

　大地と目が合うと、嬉うれしそうに笑った。

「あ……」

「捜したわよ！　昼休みに会おうって言ったでしょ」

「あ、そうだった！　すいません！」

　大地は慌あわてて謝った。

　そういえば、体育の前に約束したんだった。制服盗難騒ぎで、すっかり忘れていた。

「いいよ、いいよ！　それよりさ、また女子の制服がなくなったんだって？」

　空美が体操着姿の渚なぎさを見た。

「そうなんですよ。体育から戻ったら、制服が全部なくって」

　渚がそつなく答える。空美が同情の目を渚に向けた。

「それで体操着なのね。大変だったね」

「制服、出てきてくれるといいんですけどね」

　渚がため息をつく。

「その件で、ちょっと話があるんだけど……」

　空美がちらっと心配げに渚を見た。

「あの、ちょっと変な話になるんだけど」

　口ごもった空美に、大地はピンときた。

「あ、なぎ、いや、麻生あそうさんなら大だい丈じよう夫ぶです！　彼女もＵＭＡに興味があるので、ちょっとやそっとの話じゃびくともしませんから。ちょうど同好会に勧誘してるくらいで！」

「そうなの!?」

　空美の顔が輝く。

　ぎゅう、と大地の足が踏まれた。

「いてっ！」

「誰だれがＵＭＡに興味があるですって？」

　押し殺した声が囁ささやかれる。怨おん霊りように取り憑つかれた気分だ。

　そんな二人のやり取りに気づかず、空美がさっと古い本を取り出した。

「これ、大地くんのおじいさんの本なんだけど。ここに載ってた怪物が気になるの。事件に関係してるんじゃないかなって」

　空美の言葉に、大地だけでなく渚も色めき立った。

「え、どれですか？」

　空美がページを開いてくれる。

「この『カワハギ』なんだけど……あ、カワハギっていっても、海水魚じゃないわよ」

　普通のカワハギなら大だい地ちも知っている。おちょぼ口がユーモラスな、フグっぽい顔をした魚だ。

　空く美みの開いたページには、茶色のカブトガニのような生き物がラフなタッチで描かれていた。

「カワハギ。人間の皮を好んで食べることから名付けられた。ただ、知能が低く、人の匂においがついた服を皮と間違って食べることが多い」

「なるほど……皮、つまり服を食べる魔ま物ものか！」

　ならば大量に消えた制服の謎なぞも解ける。盗んだのではなく、食べられたのだ。

「そういえば、俺おれがちらっと見た姿、この絵に似ています……」

「ほんと？　もしカワハギだったら、ちょっと安心かも。人間を直接襲わず、置かれた衣服をこっそり食べているってことは、あまり攻撃的じゃなくて、力の弱いＵＭＡなんじゃないかしら」

「なるほど……」

　確かに、追い詰めても逃げ回るばかりで襲ってこなかった。

　空美の言うとおり、魔物だけれども、かなり弱いタイプなのかもしれない。

　しかも、服のあるところに現れるとわかっている。

　今回は、わりとたやすく退治できそうだ。

「空美先輩、すごいですね！」

　カワハギではないかという知識、そして習性を見抜く洞どう察さつ力。

　大地の掛け値なしの賞賛に、空美が照れたように笑う。

「そんなことないよ。大地くんと会えて嬉うれしくて、おじいさんの本を久しぶりに読んだら、似てるな、って思っただけだから……」

「これで対策が練られますよ！」

「私も手伝うよ！」

「あ、空美先輩は危ないですから！」

「そう？　何か手伝えることがあったら言ってね！　私ももっと調べてみる！」

　空美が手を挙げると、駆けていった。

　元気があるというか、行動力に富んだ人だ。

　大地は微笑ほほえみながら、空美を見送った。

「カワハギか、そんな魔物がいたなんてな！　でも弱そうだし、おまえが見つけたら一発で退治できそうだな！」

「そうね……」

　渚なぎさが仏ぶつ頂ちよう面づらで言った。

　あれ、何で怒ってるんだろ？

「どうかしたのか？」

　おそるおそる尋たずねてみたが、渚なぎさはぷいっと顔をそむけた。

「別に……！　私、教室に帰る！」

　ガタン！とドアを吹っ飛ばす勢いで、渚が屋上を出て行った。

「何なんだ……？」
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　渚はイライラと屋上を出た。

「なによ、空く美み先輩、空美先輩、って！」

　大だい地ちの尊敬の眼まな差ざしが浮かび、苛いら立だちが増した。

　バキ。

　いつの間にかつかんでいた階段の手すりが折れた。

「フン……ＵＭＡおたくってだけじゃない！」

　だが、自分にも見当のつかなかった魔ま物ものを言い当てた。

　悔しいが、渚も今回の魔物がカワハギだと思わずにはいられなかった。

「ふぬう!!」

　苛立ちがこみ上げ、渚は壁に正せい拳けんを叩たたき込んだ。

　ゴズッと鈍い音とともに、拳こぶしが壁にめりこむ。

「カワハギか……大した敵じゃないわね……」

　魔ま獣じゆう具ぐを使うまでもない。素手で充分だろう。

　だが、渚は少し引っかかっていた。

　確かにあまり危険はなさそうな魔物だが、頻ひん繁ぱんにやってきているのが気になる。

　早く倒すか、捕まえて魔の海に送り返さないと。

　潮しお騒さいの聞こえる方向は、だいたい同じ。たぶん通路ホールが開きやすい場所ができているのだ。

　通路は魔物が帰ると、自然と閉じる。

　ただ、一度来ると開きやすくなる。

　セイレーン事件で故意に通路を開けたせいか、この学校自体、通路が開きやすくなっているように思えてならない。

　何度も同じ場所に通路が開くと、広がっていく。

　もっと大きい、凶暴な奴やつまでやってくる可能性がある。

　その話を大地にしておきたかったのに。

　渚は恨うらめしげに屋上のドアを見た。

　今更戻る気にはなれない。

　それに、今戻っても、きっと大だい地ちを怒りのまま罵倒したり、殴なぐったり蹴けったりしてしまいそうだ。

「放課後にしよう……」

　その頃ころには自分も少し落ち着いているはず。

　階段を下りた渚なぎさは、ポツポツという音に廊下の窓を見た。

　窓に雫しずくがついている。灰色の雲が敷き詰められた空から、雨が降り出してきていた。
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「よ、よしっ！」

　午後の授業が終わると、渚は折りたたみ傘を握りしめた。

　午後からの雨に、傘を持ってきていない生徒たちがぶうぶう文句を言っている。

　その点、渚はぬかりなかった。

　ちゃんと天気予報を見てきているのだ。綺き麗れいに梳とかした髪が濡ぬれて乱れては大変だ。

「もちろん、私が頼めば誰だれでも傘を貸してくれるだろうけどね！」

　どうせ、大地のことだ。傘など持ってきていないだろう。

　傘を口実にすれば、自然に二人で話ができる。

　胸がドキドキしてきた。

　渚は軽く深呼吸すると、ゲタ箱を覗のぞいた。

　靴を履き替えた大地が、うんざりしたように玄関で降りしきる雨を見つめている。

　よし、今だ！

　一歩を踏み出そうとしたとき、大地に小こ柄がらな少女が駆け寄った。

　篠しの崎ざき朱あか里りだ。

「大地くん、傘がないの？」

「あ、ああ……」

　大地が戸惑ったように朱里を見つめる。

　朱里が小さな手に持った、可愛かわいい花柄の傘を差しだした。

「よかったら、はいっていかない？」

「え？　いいの？」

「うん」

　朱里が頬ほおを染めて頷うなずいた。

　二人は傘を差すと、仲良く並んで校舎を出て行った。

　渚はぷるぷると震えながら、相合い傘の二人を見送るしかなかった。

「ふんぬう……」

　力任せに握られ、みしっと傘の柄が悲鳴を上げた。
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「助かったよ～、いきなり降り出すんだもんな～」

　朱あか里りは小こ柄がらなので、自然と大だい地ちが傘を持つことになった。

　ちょこんと寄り添った朱里が見上げてくる。

「天気予報では、午後から五十パーセントって言ってたから、念のため、折りたたみ傘を持ってきたの」

「へえー、偉いなあ」

　天気など気にしたことはない。大地は素直に感心した。

　こうやって、朱里と二人きりになるのは久しぶりだ。

　そう考えると緊張してきた。

　何を話そう……。

　朱里が見上げてきた。目が合う。大地はにへらっと笑った。朱里もぎこちなく笑みを浮かべる。

　だが、互いに無言だった。

　朱里も緊張しているらしい。えーと、えーと。

　大地の脳裏にいい話題が浮かんだ。

「そ、そういえば、受賞作っていつ出版なの？」

　朱里は小説の賞を先月とったばかりだ。最年少受賞者ということもあり、一いち躍やく脚きやつ光こうを浴びた。

「一応、来月の予定なの……」

「もう!?　すごいなあ」

　自分の書いた小説が本になって、全国で発売されるのだ。

　しかも、朱里はまだ高校一年生。注目されるはずだ。

「俺おれ、絶対買うから！」

　大地は勢いこんだが、朱里は力なく微笑ほほえむと、黙ってしまった。

「ど、どうしたの？」

　何か悪いことを言っただろうか。

　焦る大地に、朱里がぽつりとつぶやいた。

「……恥ずかしい」

「え？」

　朱あか里りがカッと顔を赤く染めた。

「大だい地ちくんに読まれるのが恥ずかしいの」

「な、何で!?」

「だって……いろいろ書いてるもの。嫌なこととかも」

「でも、フィクションだろ？」

「ん……でも、やっぱり恥ずかしいの。それに、大地くんに嫌われるんじゃないかって思うと怖くて」

「ええ!?」

　意味がわからない。思わず声を上げると、朱里がびくりと体を震わせた。

「だって、女の子の嫉しつ妬ととかも書いてて……。こんなイヤなことを考えてるんだって思われたら……」

「でも、篠しの崎ざきさんは篠崎さんだろ？　本を読んだって、篠崎さんが変わるわけじゃない。ありのままの篠崎さんが好きな人だったら、気にしないと思うよ」

「え……」

　朱里の顔がみるみる赤く染まっていく。

「え、えっと、あの、好きっていうのは言葉の綾あやで……当たり前のことしか言えなくて恥ずかしいけど」



    

  
    
      



    

  
    
      　朱あか里りが顔を上げた。彼女は嬉うれしそうに微笑ほほえんでいた。

「でも、当たり前のことだから、そんなこと誰だれも言ってくれない。ありがとう……大だい地ちくんにそう言ってもらえると安心する」

「そ、そう？」

　大地はドキドキしてきた。

「あっ！」

　朱里がつまずいた。

　大地は慌あわてて支える。薄い体操着越しに感じるやわらかい肌の温かみ――大地と朱里は見つめ合った。



　　　　　　　＊



「……ずいぶん、楽しそうね……」

　大地たちの後ろ、十メートルくらい離れたところを一人で歩く渚なぎさがつぶやいた。

　結局、制服は一着も出てこなかった。クラスの女子全員が体操着で帰宅する羽目になった。

　渚も例外ではない。普段なら露ろ出しゆつの多い体操着で校外に出ることが気になっただろうが、今の渚はそれどころではなかった。

　大地と朱里が親しげに顔を寄せあったりしているのが見える。

「なんでそんなにひっついているのよ……」

　渚は暴れたいのをこらえるのに必死だった。

　降りしきる雨のなか、キッと車が渚に横付けされた。

　窓が開くと、淡いブルーのサングラスをかけた若い男が声をかけてきた。

「一人？　送っていくよ？」

　一人で帰っていると、こういうナンパは日常茶飯事だ。渚は驚きもしなかった。

　渚を無遠慮に眺め回していた男が不ふ思し議ぎそうに言った。

「あれ？　なんで体操着なの？」

「失礼します」

　この手の男は構うとしつこく迫ってくる。相手にしないのが一番だ。

　渚は素そっ気けなく言うと、歩き出した。

「ねえ、ちょっと待ってよ。送っていくって！」

　男がのろのろと車を動かし、渚の隣につけてくる。

「けっこうで……」

　澄まし顔で言いかけた瞬しゆん間かん、前を歩く朱里がよろけるのが見えた。大地がさっと朱里の肩を抱き、その小さい体を支える。

　ぴったりくっついたまま、見つめ合うふたり――



　バキ。



　傘の柄が真っ二つに折れ、椿つばきの花のように儚はかなく地面に落ちた。

　男のサングラスがずるっとずり落ちた。

「あ、あの彼女、大だい丈じよう夫ぶ？　ずぶ濡ぬれだよ？」

　落ちた傘に一いち瞥べつもくれず、じっと前方を見つめる渚なぎさに男が声をかけた。

　濡れた髪を顔に張りつかせた渚が、ゆっくり男のほうを向いた。

　ぎらり、とつりあがった緑色の目が凶暴な光を帯びる。

「余計なお世話よ……」

　般はん若にやのごとき凶相に、男は声なき悲鳴を上げた。

　慌あわてて窓を閉めると、追い立てられるように車を急発進させる。

　疾走する車が水たまりを踏みつけ、仲良く寄り添っていた大だい地ちと朱あか里りにぶわっしゃと水しぶきをかけていった。

　とっさに朱里をかばおうとした大地が、頭から水しぶきをかぶった。

「……ざまあみなさい」



　　　　　　　＊



　ブロロロロ――というせわしいエンジン音が背後から聞こえたかと思うと、車がぶわっしゃ、と盛大なしぶきを上げて通り過ぎていった。

「う……」

　高波のような水はねを受け、大地は思いきりずぶ濡れになった。

　せめて朱里だけでも無事に――と壁になったつもりだったが、大地は隣を見て絶ぜつ句くした。

「だ、大丈夫、篠しの崎ざきさん！」

「う、うん……」

　大地の胸あたりまでしかない小こ柄がらな朱里の被害は甚大で、頭のてっぺんから水がしたたり落ちている。

　傘を差した意味がない。

「ひどいなあ、あの車！　こんな雨のなか、むちゃくちゃなスピード出してさ！」

　大地は車が消え去った方向を睨にらんだ。いったい、何をそんなに急いでいたんだろう。

「篠崎さんの家って確か遠かったよね？　俺おれの家、すぐ近くなんだ。よかったら寄っていかない？　風か邪ぜひくよ」

　しかもかぶったのは泥水だ。早く洗い流したほうがいい。

「え……」

　朱あか里りが驚いたように顔を上げた。

　いかん、誤解されたか！

　大だい地ちは慌あわてて、下心などないことを説明した。

「あ、大だい丈じよう夫ぶ！　母親がいるし、もしかしたら妹も帰ってるかもしれないし！」

「い、いいの？　お邪じや魔まして……」

　朱里がおずおず言う。

「もちろんだよ！」

「じゃあ、寄らせてもらうね……はくしゅっ！」

　篠しの崎ざきさんはくしゃみまで可愛かわいいんだなあ、と大地は微笑ほほえましく見つめた。

　白い体操着が濡ぬれて、体のラインが浮き出ている。

「うっ……」

　大地は慌てて目をそらした。

　肌や下着がすけて見え、あまりに刺激が強すぎる。

　ドキドキしながら家に着くと、大地は玄関のドアを開けた。

「ただいまー。お母さん、タオルを持ってきて！　お客さんがいるんだ！」

　そう叫ぶと、ガタンと二階から物音がした。

「えええ―――っ!!　もしかして渚なぎささん!?」

　甲高い声は期待した母のものではなく、妹の芽め衣いのものだった。

「今行く――――――!!」

　いつもは兄が帰ってこようが何しようが、無視を決め込んでいる芽衣が慌てたように叫ぶ。

　ドタバタと転がるようにして、二階から芽衣が駆け下りてきた。両耳の上で結んだツインテールが、ダックスフントの耳のようにはためいている。

　勢いよく駆け下りすぎで、短いスカートがめくれ上がり、水玉模様のパンツが丸見えだ。平然としている本人に代わり、大地が赤面した。

　玄関口で戸惑ったように立っている朱里を見て、芽衣が目を丸くした。

「あ、あれ――――？　渚さんじゃない！　でもすっごい綺き麗れいっていうか可愛い――――!!」

「あ、ありがとう……篠しの崎ざき朱里です。大地くんとはクラスメイトで……」

　芽衣のパワーに気け圧おされたように、朱里がぽつぽつと自己紹介した。

「おまえ、うるさすぎ！」

　大地はうんざりと芽衣を見つめた。

　芽め衣いは大だい地ちと全然似てないとよく言われるだけあって、勝ち気だが、なかなか可愛かわいい顔をしている。だがうるさいし、わがままだし、自分勝手だ。しかも、中学生のくせにボーイフレンドまでいるらしい。ほんと、俺おれに似ていない。

「お兄ちゃん、最近どうしたのよ！　この前はあの麻生あそう渚なぎささんを家に連れてきたんでしょ？」

「……渚さん、家に来たんだ」

　朱あか里りがつぶやいた。その声が悲しげに聞こえ、大地は焦った。

「いや、違うんだよ、ウチのじいちゃんのＵＭＡ関係の資料を見たいっていうから……」

　まるで浮気がバレた男の気分で、大地は必死に言い訳した。

　うつむいた朱里がくしゅん、と小さくくしゃみをした。

「そんなことより、タオルを取ってきてくれよ！」

「そんなにずぶ濡ぬれだったら、シャワーのほうがいいわよ！　乾いた服を用意するから、上がってください！」

　人見知りしない芽衣がぐいっと朱里の腕をつかんだ。

「私の服を貸しますから！　ほら、早く！　風か邪ぜひいちゃう！」

　確かに、二人は同じくらいのサイズだ。というより、むしろ百五十センチ弱の朱里より、中学二年生の芽衣のほうが若干背が高い。

「だ、大地くん？」

　とまどう朱里に、大地はうなずいてみせた。

「よかったら、シャワーでもお風ふ呂ろでも入っていって！」

「う、うん……」

「あ、こっちです。バスタオルと着替え、用意しておきますから！」

　芽衣がてきぱきと朱里を案内してくれる。

　大地が安心して、もそもそと靴を脱いでいるとタオルが飛んできた。

「ちゃんと拭ふいてから上がって！」

「は、はい……」

　二歳下のしっかり者の妹に、昔っから押されっぱなしだ。

　大地は二階に上がると濡れた制服を脱ぎ、タオルで体を拭いた。

　ちょっと体は冷えているけど、これで大だい丈じよう夫ぶだろう。

「お兄ちゃん！」

「ひいっ！」

　ノックもせずにドアを開けられ、大地は慌あわててタオルで体を隠した。

　芽衣が顔をしかめると、大声で叫んだ。

「もう―――――!!　やだ――――!!　変なもの見せないでよ！」

「っ!!」

　先に文句を言われ、大だい地ちは怒りのあまり言葉が出なかった。

「ほら、さっさと服を着て！」

　芽め衣いがプイと横を向く。

　大地はしぶしぶ服を着た。

「お母さんは？」

「買い物。その後、ちょっとお茶してくるって言ってたから、二時間くらいは帰ってこないわよ」

「ふ～ん。……なんだよ？」

　芽衣がにやにや笑うと、腹をつついてきた。

「お兄ちゃん、やるわよね～。すっごい可愛かわいいじゃない、朱あか里りさんて！　お兄ちゃんはダサくてＵＭＡオタクだから、高校に入っても女の子には縁はないんだろうなーって思ってたからびっくり！」

「悪かったな……」

　家族というのは本当に遠慮なくものを言う。もうちょっと気を遣ってほしい。

「そんなお兄ちゃんに妹からプレゼントです!!」

「プレゼント？」

　何言ってるんだ、こいつは……。

　芽衣がすっと自分のケータイを取り出し、印いん籠ろうのごとく突きつけてきた。

「私、友達との約束をとりつけたんで、今から出かけてくるね！」

「え？」

　なんでこんな雨の日にわざわざ？

　しかも、なんでこんなに得意げなんだ？

「さっきも言ったように、お母さんは二時間くらい帰ってこないから！」

「だから？」

「お礼はケーキでいいから!!　『アンシャンテ』のフルーツタルト、ホールでね！」

「何のお礼？」

　意味がさっぱりわからない。

　だが、芽衣は一方的に会話を打ち切った。

「じゃあね。あ、お兄ちゃんの部屋に通しちゃダメよ!!　女の子のテンションが下がるから!!」

　芽衣がうんざりしたように大地の部屋を見回した。

　壁には巨大イカのポスター。ずらりと並べられたＵＭＡのフィギュアコレクション。

　本棚には『ＵＭＡ』や『探検』、『地底』などのキーワードが躍っている。

「じゃあ、ガンバレ」

　芽め衣いがウインクすると、部屋を出て行った。

「ちょ、ちょっと待てよ、芽衣！」

　ぼうっとしているうちに、芽衣はさっさと階段を下りていってしまった。

　しん、と静まりかえった家。

「何をガンバレと――あっ！」

　ようやくわかった。

　シャワーを浴びている朱あか里りととうぶん、誰だれも帰ってこない家に二人きり――。

「う、うわっ！」

　大だい地ちは頭に血がのぼるのを感じた。

　今まで意識していなかった、シャワーを浴びている朱里の姿が浮かんできたりする。

　ドキドキしてきた。

　どうしよう。

　どんな顔で会ったらいいんだ。



　ピンポーン。



　インターホンの音に大地はびくっとした。

「は、はーい」

　なんだろ、宅配便かな。

　大地は階段を下りると、ドアを開けた。

「ひいっ！」

　じっとり濡ぬれて体にはりついている蜂はち蜜みつ色の髪、恨うらめしげにこちらを見つめる緑色の目――目の前にいるのは、ずぶ濡れの渚なぎさだった。

「ど、どうしたんだ、おまえ……傘は？」

「ないわ……」

　渚のものとは思えない、低く暗い声。

　怨おん念ねんのこもった目でじいいっと見つめられ、大地はたじたじとなった。

「と、とにかく上がれば？　ずぶ濡れだし……」

「ええ……あの、お母様は？　ご挨あい拶さつしなきゃ」

　渚がきょときょと見回す。

「買い物でいないよ。だから気にしないで」

「そうなの？」

　靴を脱ぎかけた渚が、ハッとしたように動きを止めた。

　背後を振り返ると、バスルームからバスタオルを巻いた朱あか里りが出てきていた。

　白い足が丸見えで、大だい地ちはごくりと唾つばを飲み込んだ。

「きゃ、きゃあ！」

　朱里が小さく悲鳴を上げ、またバスルームに飛び込んだ。

　そして、おそるおそる顔だけ出した。

「あ、あの……芽め衣いさんは？」

　真っ赤になった朱里が、おずおずと口を開いた。

「あ、芽衣は出かけたんだ」

「そ、そうなんだ。ごめんなさい、お湯が出なくて、その……」

「あ、ああ、ごめん！　すぐにスイッチ入れるから！」

　大地がそう言うと、朱里が真っ赤な顔を引っ込めた。

　大地は急いで湯沸かしのスイッチを入れると、玄関に戻った。

「お待たせ……」

　言いかけた大地はぎょっとして足を止めた。

　渚なぎさがわなわなと震えていた。

　上目遣いにこちらを見やる渚の口元から、ギリギリと歯ぎしりの音がした。

「どいうこと？　朱里さんのあの格かつ好こう……お湯ってお風ふ呂ろに入っているってこと？」

「いや、ずぶ濡ぬれだから、風か邪ぜひくといけないと思って……」

「誰だれもいない家でお風呂なんて……」

「さっきまで、妹がいたんだ！」

　大地はしどろもどろになった。なんで『妻と愛人に責められる夫』みたいになってるんだ？

　渚が「ぶわくしゅ!!」と盛大なくしゃみをした。

「そ、その、篠しの崎ざきさんの後におまえも入る？」

「後に!?」

　何かが気に障ったらしい。渚がキッと睨にらんできた。気の弱い人間なら、その場で心臓が止まりそうな迫力だ。

　大地は震えあがった。

「結構よ！　タオルとドライヤーを貸してちょうだい！」

「はいっ、ただいま！」

　大地は慌あわてて走った。「なんで、怒られてるんだろう？」そう思いながら。

「あんたの部屋どこよ!?」

「二階を上がってすぐの部屋です!!」

　王様のごとくのしのしと階段を上がる渚の後を、従じゆう順じゆんな召使いのように、タオルとドライヤーを抱えて大だい地ちは続いた。

　雨に濡ぬれた短パンがぴたりとはりつき、見事なヒップラインが描かれている。あまりのなまめかしさに、大地はそっとうつむいた。

　でも、渚なぎさはどうして急に家に来たんだろ？

　渚が家に来るとロクなことがない……。この前は物置を壊されかけた。

「なっ、何この部屋!!」

　ドアを開けた途と端たん、渚が叫んだ。

「え……何か変？」

「怪獣屋敷ね、まるで」

　渚が呆あきれたように部屋を見回す。

　その視線の先にはずらりと棚に並べられたフィギュアたちがあった。

「そう？」

　自分では見慣れているせいか、普通の部屋に思えるのだが。

「あの気持ち悪い怪獣は何!?」

　ひときわ大きいフィギュアを渚が指差す。

　二本足で立つそのＵＭＡは、今にも獲物にとびかかりそうなポーズを取っていた。

　大きな両眼は攻撃的につりあがり、口からは二本の長い牙きばがはえ、手足には鋭い爪つめがある。背中にトゲが生えた体はくすんだ緑色をしている。

　自慢のフィギュアに、大地は胸を張った。

「ああ、あれはチュパカブラ。南米で目撃された家畜の血を吸うＵＭＡなんだ。怪獣じゃないから」

「ふん、ＵＭＡっていっぱいいるのね」

　ドライヤーを片手に髪を乾かしながら、渚が物珍しそうにフィギュアを見ていく。

　大地は落ち着かない気分で、そわそわと渚を見つめた。

「なあ、今日は何か用？」

「用って？」

「いや、わざわざ家まで訪ねてくるからさ」

　その途端、渚の目がつりあがった。

「用がなきゃ、来ちゃいけないわけ!?」

「いえっ、そういうわけでは!!　いつでもどうぞ！」

　渚がフンと鼻を鳴らすと、丁寧に髪を乾かしていく。

　何なんだろう……よくわからない。

　そのとき、控えめにドアがノックされた。

「はい、どうぞ」

「シャワーありがとう……」

　おそるおそる入ってきたのは、妹のワンピースに着替えた朱あか里りだった。

　大だい地ちはごくっと唾つばを飲み込んだ。

　芽め衣いはミニ好きなので、ワンピースも膝ひざ上うえ二十センチはあろうかというセクシーなデザインだったのだ。

　長さが気になるのか、朱里が裾すそをつまんで引っ張っている。少しかがめば、中身が見えるだろう。

　でも、私服姿の朱里もすごく可愛かわいかった。

　部屋にいる渚なぎさを見て、朱里が驚いたように足を止めた。

「え？　どうして渚さんが？」

　さっきは慌あわてていて、玄関の渚に気づかなかったらしい。

　渚がにっこり微笑ほほえむ。

「傘が壊れちゃって、大地くんの家でちょっと雨宿りをさせてもらおうと思ったの」

「そうなのか……」

　大地はようやく納得してうなずいた。

　なら雨宿りしたいと言えばいいものを。

　だが、なぜ渚は怒っていたのだろう？

「そうなんだ……」

　朱里が気落ちしたようにつぶやいた。哀しげに目を伏せる。

「以前、お邪じや魔ましたことがあるの。篠しの崎ざきさんは山やまノの上うえくんの家は初めて？」

「え、ええ……」

　朱里の声はますます弱よわ々よわしくなった。

　対して、渚の目が生き生きと輝き出す。

　よくわからない状況だったが、大地はとりあえず朱里に声をかけた。

「とにかく、座ってよ。どうぞ」

　クッション――芽衣が作った妙なデザインの――を勧すすめると、朱里がおずおず腰こし掛かけようとして、すっころんだ。

「ああっ！」

　ワンピースがまくれ上がり、ストライプのパンツが丸見えになった。

　真っ赤になった朱里が慌てて起き上がり、ワンピースを引き下ろす。

「……見た？」

　恥ずかしそうに大地を見つめてくる。

「あ、いや全然！」

　大地は慌てて手を振った。

　正確には一瞬、バッチリ見えてしまった。だが、渚なぎさから刺さすような恐ろしい視線が向けられ、慌あわてて顔をそむけたので、まあ、嘘うそでもない。

「……コンタクトを外したから見えなくて……」

　朱あか里りがごしごしと大きい目をこする。

「眼鏡めがねは持ってきてないの？」

「一応、持ってきてるんだけど……眼鏡をかけたら、私、可愛かわいくないし……」

「そう？　どっちも可愛いと思うけど」

「ほんと？」

　朱里の顔がぱっと輝いた。

　反応の大きさに驚きながらも、大だい地ちはうなずいた。

「うん、俺おれはどっちもいいと思う」

「じゃ、じゃあ……」

　朱里がいそいそと鞄かばんから眼鏡ケースを出すと、眼鏡を取り出した。

　すっと眼鏡をかける。

　大地は朱里を安心させるように微笑ほほえみかけた。

　うん、やっぱり眼鏡をかけても可愛い。

　確かに眼鏡をかけていないほうが、ぱっと見て朱里の美少女っぷりがよくわかる。

　だけど、彼女をよく知ってる人間ならば、どっちでもその可愛さに変わりがないとわかるはずだ。

　そのとき、総毛立つような恐ろしい気配を感じ、大地は渚を見た。

　渚は笑顔を浮かべていた。

　だが、その体からは怒りのオーラが発せられ、それはまっすぐ大地に向けられているのがわかった。

　な、なんで怒ってるんだ？

　大地はびくびくした。

「な、何か飲む？　お茶いれてくるよ」

　とりあえずこの場を逃れようと、大地は提案してみた。

「あ、私がやります！　シャワーも借りたし。台所は一階の奥だよね？」

　すくっと朱里が立ち上がる。

「あ、じゃあ……紅茶は冷蔵庫の隣の棚にあるから」

「ん」

　朱里が部屋を出て行く。逃亡作戦はあえなく失敗した。

　大地はびくびくと渚を見つめた。

　二人きりになった途と端たん、渚が手近なフィギュアを手に取ると、ぎゅい――――っと握りしめ始めた。

「な、何するんだよ！」

「別に！」

　ぷいっと渚なぎさが目をそらせ、フィギュアの腕を引っ張る。

「ちぎれるだろ！　何怒ってるんだ？」

「何も!!」

　だが、明らかに渚は怒っている。その体から発せられるオーラが、そう大だい地ちに伝えている。

　今の渚は噴ふん火か寸前の火山だ。

　このままではフィギュアと俺おれの命が危ない。

　な、何かなごませなくては！

「そ、そうだ！　い、いいもの見せてやる！」

「いいもの？」

　じとっと上目遣いで睨にらまれながらも、大地は勇気を振り絞った。

「ああ。誰だれにも見せたことがないもの！」

「誰にも？」

　きらっと渚の目が光った。どうやら食いついてくれたようだ。

　大地は机の引き出しを開けると、一番奥に隠してあるスケッチブックを取り出した。

　古ぼけたスケッチブック。

　これが大地の宝物だ。

「これ、子供の頃ころ、じいちゃんが描いてくれたんだ」

　そっと大地はスケッチブックを撫なでた。

「親に怒られたとき、転んだとき。泣いている俺を膝ひざの上に乗せて、面白い浜はま森もりの伝でん承しようを話しながら、それにまつわるイラストを描いてくれた」

　今もその光景が鮮やかに目に浮かぶ。

「それはＵＭＡだったり、不ふ思し議ぎな出で来き事ごとが起こった場所だったり、伝説の武器だったりした。俺はいつの間にか夢中でじいちゃんの話に聞き入って、なんで泣いているかも忘れたよ」

「そうなんだ……いい思い出だね」

　渚の声があまりに優しく、しっとりして聞こえたので、大地は驚いて顔を上げた。

　渚が今までに見たことのない表情をしていた。

　それは作り物ではない、思いやりに満ちた温かい笑顔だった。

　大地はどぎまぎして、またスケッチブックに目を落とした。

　不意打ちを食らって、心臓がドキドキする。

「参ったな……」

　大だい地ちは小さくつぶやいた。

　二人きりだというのに、そんな顔をされると困こまる。

　心臓が更にペースアップして、胸が苦しくなってきた。どんどん渚なぎさが可愛かわいく見えてくる。

　大地は混乱した気持ちをごまかすため、スケッチブックをめくった。

　パラパラとページをめくった大地は、目当てのものを見つけた。

「ほ、ほら、これが智ち仙せん丸まるのイラスト!!」

　智仙丸とは、浜はま森もりに伝わる謎なぞのＵＭＡだ。

　ひじょうに賢く、人語を解すると言われ、出会った人間の望みを何でもかなえてくれるという、奇跡の存在らしい。

　祖父の描いた智仙丸は、首が長く、水竜に似ている。その目は孫を慈いつくしむ祖父のように優しかった。

　渚が無言でイラストを見つめている。

　そのとき、大地はようやく渚がＵＭＡに興味がないことを思い出した。

　これで渚の機き嫌げんが直るとはとても思えない……。

　大地はびくびくと渚の様子をうかがった。

「これ……おじいさんとの大事な思い出なのね？」

　渚がぽつりとつぶやいた。

「あ、ああ……」

「他ほかの誰だれにも見せたことがないのよね？」

「うん……おまえだけだ」

　これだけは、学校の友達にも家族にも見せたことはない。もっとも、誰も浜森に伝わる物語に興味がなかったせいもあるが。

　渚が顔を上げた。

　その顔には穏やかな、それでいてこぼれんばかりの幸せが浮かんでいた。

　思わぬ渚の笑顔に、大地の胸がどくんと大きく弾はずんだ。

「そ、そんなに面白かった？　あ、もしかしてＵＭＡに興味が出てきたとか？」

　そう言った途と端たん、渚はハッとしたように笑顔を引っ込めた。

「べ、別にＵＭＡに興味なんかないわよ！」

　渚がスケッチブックを差し出した。

　受け取った瞬しゆん間かん、手と手が触れた。

「あっ！」

　渚がびくっと手を引っ込める。

　電流が走ったかのような、激しい反応。

「え……」

　大だい地ちは驚いた。

　渚なぎさの顔がみるみる赤くなっていく。

　つられて、大地まで赤くなっていった。

　な、何なんだ。今まで好き勝手人を殴なぐったり突き飛ばしたりしていたくせに、ちょっと手の先が触れたくらいで――。

　コンコンと控えめなノックの音がして、大地と渚は同時に跳び上がった。

　朱あか里りがお盆を手に入ってくる。

「お待たせ」

「あ、ありがとう、篠しの崎ざきさん！」

「……大地くん、どうかした？　顔が赤いけど……」

「い、いや、何でも!!」

　大地はあたふたとお盆を受け取った。

「それより、お茶をありがとう」

「ん……」

　朱里が腰を下ろすと、改めて部屋を見回した。

「……ＵＭＡがたくさんだね」



    

  
    
      



    

  
    
      　朱あか里りがつぶやく。渚なぎさと同じことを言っている。やっぱり他人は驚くようだ。

　そういえば、芽め衣いから部屋に通さないように言われていた。

　普通の女の子なら引くだろう。

　だが、朱里の視線には戸惑いも侮ぶ蔑べつもなかった。

「私もＵＭＡ同好会の一員だから、これから覚えなきゃね……」

　朱里の言葉に、大だい地ちは嬉うれしくなった。

「そう？　あ、よかったら本を持っていく？　いろいろあるよ！」

　大地はここぞとばかりに本棚から本を出した。

「これなんかどうかな。初心者向けだと思うんだ。地域別に出現するＵＭＡの事典なんだけど、イラストか写真付きだからイメージしやすいし、説明もわかりやすいから……」

「あ、ほんとだ」

　朱里が本をめくりだす。

　渚にも勧すすめてみようかと思った大地はぎょっとした。

　渚が能面のように表情をなくしていた。

　そして、そのテーブルの下に置かれた手には、いつの間に取ったのか、チュパカブラのフィギュアが握られていた。

　まるで憎い相手でもあるかのように、チュパカブラの首をぎゅ――――っと握りしめている。

　大地はまるで自分の首を絞められているような気分になった。

「あ、あの、なぎ、麻生あそうさんもよかったら本を……」

「いいえ、私はいいわ」

　渚がにっこり笑う。だが、その手には今にも断だん末まつ魔まの声を上げそうなチュパカブラのフィギュアが握られたままだ。

　笑顔なのに、何とも恐ろしい。

　さっきまで機き嫌げんがよかったのに！

　何が起こったんだろう……。

　そのとき、大地のケータイがぶるぶる震えた。メールの着信だ。

「誰だれだろ？」

　母か妹か――家族以外でこのメアドを知っている人間はほとんどいない――と思い、画面を開けた大地は驚いた。

「空く美み先輩からだ！」

　同好会のメンバーとして連絡先を提出したので、そこに送ってくれているらしい。

「あ」

　朱里も鞄かばんからケータイを取り出す。

「私にも来てる……」

　朱あか里りが嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「なんてメール？」

　渚なぎさがにっこりと大だい地ちに笑いかけた。怖い。何かプレッシャーを感じる。

「ええっと、『明日のお誘い』……カワハギが出没しそうな場所があるから、そこに親しん睦ぼく会かいがてらカワハギを捜しに行かないかって」

「カワハギ？」

　朱里がきょとんと首を傾かしげる。

「最近、学校で制服が盗まれた事件があっただろ？　あれが実は魔ま物もの……いや、ＵＭＡの仕し業わざなんじゃないかって言ってるんだ」

「そ、そうなの？」

　朱里が驚いている。なるほど、これが普通の人の反応か。

　あっさり不ふ思し議ぎな生き物の存在を可能性にいれる空く美みは、やはり変わっているのだ。

「麻生あそうさんも一緒に行く？」

　大地はおそるおそる渚に声をかけてみた。

　そんなにうまくカワハギが出るとは思えないが、魔物がらみだし渚を誘ってもいいだろう。

　渚がにっこり微笑んだ。

「喜んで」

「じゃあ、十一時に『物見の塔』の前で待ち合わせだから」

　大地が駅前にある、定番の待ち合わせ場所を言うと、渚がこっくりうなずいた。

　その目には、なぜか決闘を受けて立つ騎士のような戦闘的な色があった。
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　翌日の土曜日は、昨日の大雨が嘘うそのような晴天だった。

　雨は夜中にはやんだようで、道路もほとんど乾いていた。

　大だい地ちが待ち合わせ場所である駅前の『物見の塔』に行くと、すでに女性陣は集まっていた。

　空く美みが大きく手を振ってくる。ジャケットの間から突き出した豊かな胸が揺ゆれ、大地は赤面した。

　空美の傍らには、ちょこんと香かお流るが立っていた。可愛かわいいミニ丈のワンピースに、これまた短い丈のホットパンツを着ていて、制服のときよりずっと色っぽい。

　蜂はち蜜みつ色の髪をなびかせた渚なぎさは、チャイナ風の上品なワンピースがよく似合っていた。眩まぶしいくらいだ。

　眼鏡めがねをかけた朱あか里りは、目が合うと恥ずかしそうに微笑ほほえんできた。フェミニンな服を着た朱里の可愛さに、大地はくらくらした。

　こうやって四人揃そろうと、タイプは違うがいずれも美少女なので、かなり目立つ。

　駅に向かう男どもの目が吸い寄せられていく。

「お待たせしました！」

　どこか誇らしいような、照れくさいような気分で大地は駆け寄った。

「悪いわね、せっかくの休日に。デートの約束とかなかった？」

　空美の言葉に、ぴきんと一部の空気――主に渚の周囲――が凍った。

「い、いえ、そんな相手いませんから！」

「それなら、よかった！」

　空美が笑顔になった。

「え？」

　どういうことだろう――と聞く前に、空美がさっさと歩き出した。

「さ、行こ！」

「どこに行くんですか？」

「市営のテニスクラブ！　二十年前、カワハギらしい事件が起こってるの」

「そうなんですか？」

「隣は公園だし、のんびり探索しましょ」

　空美の口ぶりからは、捜査というより親しん睦ぼくのほうがメインだとわかった。

　カワハギはどうやら、校内の通路ホールから出てきているので、公園にいる可能性は低いが、むしろそのほうが先輩たちを危険な目に遭あわせないからちょうどいいだろう。

　公園へ着くと、休日とあってか人でにぎわっていた。

「あっちがテニスコートですね」

　八面あるテニスコートからは、ボールの弾はずむ音と歓声が聞こえてくる。

　水はけがいいのか、テニスをするのに問題はないらしい。

　楽しそうにテニスをする人をフェンス越しに見ながら歩くと、コンクリートでできた建物に着いた。

「ここの更衣室が被害にあったみたいよ」

　テニスコートと公園のすぐ近くとあり、人がひっきりなしに出入りしている。

「……異常はなさそうね」

　空く美みが残念そうに言う。

「ちょっとその辺りを見回りますか」

　大だい地ちが声をかけると、空美がこくんとうなずいた。

「麻生あそうさん、ごめんね。わざわざ休日に付き合わせて」

　空美が声をかけると、渚なぎさがにっこり笑う。

「いえ。私が行きたいって言ったので。こちらこそ、部外者なのにすいません」

「全然！　来てくれて嬉うれしいわ。ねえ、麻生さんも同好会に入らない？」

「すいませんが、あまりＵＭＡに興味がなくって……」

「そっかー、残念。気が向いたら、いつでも声かけてね」

　空美が明るく言うと、渚の肩をポンと叩たたいた。

　テニスコートの周りを歩いていると、空美がぽつりとつぶやいた。

「のどかね～」

　のんびり散歩や遊びに興じる人たちを見ていると、この町に魔ま物ものがやってくるなど荒こう唐とう無む稽けいに思える。

　ほんわかした休日の空気を楽しんでいると、

「きゃ―――っ!!」

　女の子の悲鳴が響ひびいた。

　ハッと振り向くと、中学生くらいの女の子たちが笑いながらじゃれ合っていた。

　大地は胸をなで下ろした。魔物が出てきたのかと思った。

　近くを歩く渚にそっとささやく。

「なあ、潮しお騒さいは聞こえないんだよな？」

「ええ。今のところ大だい丈じよう夫ぶ」

「そっか……」

　空美には悪いが、どうやら魔物に遭そう遇ぐうする可能性は低そうだ。

　ぐるぐる歩いた空美もそう悟さとったのだろう。

「問題なさそうね。公園に行きましょうか」

　空く美みの提案に全員がうなずく。

　この公園はかなり広く、マラソン大会などにも使われたりする。

　芝生の広場や、遊具つきの公園、小さいバラ園なども擁ようしている。

　しばらく木々が連なる道を歩いていた空美が、さっと木のベンチとテーブルを指差した。

「あそこでお昼にしましょ！」

「あ、はい……」

　そういえば、なんやかやでもう十二時前だ。大だい地ちの腹がぐうっと鳴った。

　売店で何か買うのかと思いきや、空美が手にしたバスケットをテーブルに載せる。

「さて、お弁当を作ってきました！」

「ええっ！」

　大地は驚いて空美を見た。わざわざ作ってきてくれたのか。

「特製サンドイッチだよ！　みんな、食べて！」

　バスケットを開けると、色鮮やかなサンドイッチがずらりと並べられていた。

　一気に食欲がわきあがる。

「あ、私も作ってきたんです……」

　朱あか里りがおずおずと、バッグから弁当箱を取り出す。

「おにぎりとおかずです」

　可愛かわいい俵型のおにぎりと、卵焼きなどのおかずが披露された。

　その味は知っている。折り紙つきだ。

　大地はごくりと唾つばを飲み込んだ。

「私はつまみやすいものを少し……」

　渚なぎさがにっこり微笑ほほえむと、弁当箱を取り出す。そこには、クラッカーとチーズや一口大に切った野菜、それにディップが入っていた。

「ディップはアボカドと明めん太たい子こにしてみたの」

　シンプルな料理だが、確かに食べやすそうだ。

「可愛いね――」

　空美が感心したように言う。

　それより、大地は渚の指に絆ばん創そう膏こうが貼はってあるのが気になった。

「私はデザート」

　香かお流るがさっと、ケースを開ける。

　そこには、可愛らしく切ったフルーツたちがあった。ウサギリンゴをはじめ、オレンジなどが細工されている。

　まるでプロの技だ。大地は感心した。

「す、すごいですね、香かお流る先輩！　器用だな～」

　香流が無表情にうなずく。

「うちにはチビが三人もいるから。こういうのは得意」

「へえ～」

　香流はどうやら長女らしい。クールなそぶりからは想像できないが、しっかり下の子の面倒をみているようだ。

　並べられた豪ごう勢せいなお弁当に、大だい地ちは浮き浮きとした。

「じゃあ、飲み物を買ってきます。山やまノの上うえくん、手伝ってくれる？」

　渚なぎさが立ち上がる。

「あ、ああ」

　大地は慌あわてて渚の後を追った。

　近くの自販機に来ると、渚がじろっと睨にらんできた。

「あんた王様？」

「へ？」

　大地はわけがわからず、間の抜けた声を上げた。

「みんなお弁当を作ってきたんだよ？　そりゃ別に頼まれたわけじゃないけどさ、自分も何かしようと思わない？」

「あ……」

　ご馳ち走そうになることしか頭になかった。

「ほら、飲み物買って！」

「はい！」

「そうね、和風と洋風があるから、日本茶と紅茶とオレンジジュースと……」

「はいっ！」

　渚に促され、大地は言うがまま、急いで飲み物を買った。

　人数分のペットボトルを抱えて戻ると、渚が笑顔で空く美みたちを見回した。

「皆さーん、山ノ上くんが飲み物を買ってくれました！」

「わー、ありがとう！」

「ありがとう、大地くん！」

「いろいろあるね！　ありがとう！」

　空美たちが笑顔を浮かべ、口々にお礼を言ってくれる。素直な感謝の念を向けられ、大地は恐縮した。

「い、いえ、せめて飲み物だけでも……」

　大地はもごもごと言いながら、飲み物をテーブルに置いた。

「ありがとな」

　こそっと渚なぎさにささやくと、渚が素早くウインクしてみせた。

　てきぱきとお弁当を広げていく渚を、大だい地ちはありがたい思いで見つめた。

　自慢じゃないが、あまり気がきくほうではない。

　こうやってさりげなく教えてもらえるのは助かる。

　しかし、本当に気配りができるんだよなー、渚は。

　大地は密ひそかに感心した。

　本性はかなり自分勝手でワガママだが、それがあんまり気にならないのはそのせいかもしれない。
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　わいわい、それぞれのご飯について話しながら、和なごやかにランチタイムが始まった。

　どの料理もおいしく、大地は空腹に任せて次々食べていった。

「おお、いい食べっぷり！」

　空く美みの言葉に大地は赤面した。

「ちょっと食べすぎですよね、すいません……」

「いいのよ、作った甲か斐いがあるわ！　どんどん食べて！」



    

  
    
      



    

  
    
      　空く美みが本当に嬉うれしそうに勧すすめてくれる。

　その笑顔に、大だい地ちはホッとした。

「ありがとうございます。おいしいです、サンドイッチ」

「ホントはカレーにしたかったんだけどねえ～。香かお流るに止められてさ」

「え？」

　一瞬、聞き間違えたかと思った。

　お弁当にカレー？

　しかし、空美は真顔だった。そんな空美をうんざりしたように香流が見つめた。

「……信じられないわ、その感覚」

「だって、好きなんだもの、カレー！　ね、大地くんもカレー好きでしょ？」

　真しん剣けんな眼まな差ざしを向けられ、大地は戸惑いつつも頷うなずいた。

「え、はあ、まあ……普通に」

「夜食で食べるんなら、ラーメンとかより、絶対カレーよね！」

　空美が力強く断言する。

「いえ、俺おれはラーメンが多いですね」

「そ、そうなの!?　朱あか里りちゃんは？」

　いきなり矛先を向けられ、朱里がびくっとした。

「あ、私も……どちらかといえばラーメンのほうが……」

　朱里がちらちら大地のほうを見ながら言う。

「くっ、二対一ね。ねえ、麻生あそうさんは!?」
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「え……私ですか？」

　いきなり空美に話を向けられ、渚なぎさは思わず箸はしを止めた。空美が真剣な眼差しで見つめてくる。

「麻生さんはカレーとラーメン、どっちが好き？」

　そんなもの、ラーメンに決まってるだろうが！

　ラーメン！　絶対にラーメン!!

　仕方なくカップ麺めんで我が慢まんしてるけど、屋台が通ろうものなら二階の窓から飛び降りて、猛もうダッシュで捕まえに行きたいくらいなんじゃ!!

　――と、渚は心の中でまくしたててみた。

　ダメ。

　そんなこと言えるわけがない。

「私、夜食はあんまり……」

　そっと恥ずかしげに言ったが、空く美みは逃がしてくれなかった。

「じゃあ、普通にカレーとラーメンだったら、どっちが好き？　小こ腹ばらがすいたとき、異様に食べたくなるものってあるでしょ？」

　だ――か――ら、ラーメンに決まってるだろうが!!

　――渚なぎさは絶ぜつ叫きようしたくなったが、やはり堪こらえた。

「……どっちもあまり食べないんですよ、私。そうですね、空腹のときはちょっと甘いものが欲しくなります。そういうときは、ココアを作ったりしますね」

「そうなの？」

　空美ががっかりしたように言った。この人は私に何の期待をしているんだろう。

「ちなみに私のベストは、カレーにイチゴジャムと柿ピーをいれてかきまぜて食べるやつ」

「ジャ、ジャムと柿ピーですか!?」

　甘いジャムに、ピリ辛の柿ピー。それにカレー。

　想像しただけで、気持ち悪い。冗談を言ってるんだろうか……と一いち縷るの望みにすがって空美を見たが、彼女は真顔だった。

　空美は力づけるように、頷うなずいてみせた。

「これが結構いけるんだわ！　試してみて！」

　ポンと空美が渚の肩を叩たたく。

　すっと香かお流るが渚に顔を寄せた。

「試さなくていいから。舌が鈍くて胃が強きよう靱じんな人しか勧すすめない」

　香流が無表情にささやく。

「あの子、味オンチだから気をつけて。真ま似ねしちゃダメ」

「あ、でも、サンドイッチはおいしかったですけど……」

「あれは私が一緒に作ったの。放ほうっておいたら、チーズサンドにマシュマロとタバスコとか、クラブハウスサンドにチョコレートとかいれるから」

「……の、濃厚な味がお好みみたいですね」

「とにかく、気をつけて」

　香流が真しん剣けんな顔で言う。どうやら、彼女はこれまで色々大変な目に遭あっているらしい。

　そのとき渚は、大だい地ちが笑いをかみ殺してることに気づいた。
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「ごちそうさまでした！」

　綺き麗れいさっぱり食べ終えると、渚は片付けを始めた。

　そっと大だい地ちが近づいてくる。ニヤニヤ笑いを浮かべる大地を、渚なぎさはそっと睨にらんだ。

「……何よ」

「おまえ、意地っ張りだな。俺おれ、おまえが『ラーメンに決まってるだろうが!!』って叫ぶのを期待してたのに」

　大地がくすくす笑う。

　渚は顔が赤くなるのを感じた。まるで心を読まれていたような気がしたのだ。

「そんなこと、言えるわけないじゃない！」

「なんで？　またイメージってやつ？」

「まあね……」

　大地がため息をついた。

「空く美み先輩みたいにさー、好きなものは好きって言えばいいじゃん」

　空ヽ美ヽ先ヽ輩ヽみヽたヽいヽにヽ。

　その言葉が渚の胸に突き刺ささった。

　凍りついた渚の表情に気づかず、大地がまとめられたゴミ袋を手にした。

「俺、捨ててきます」

「あ、私も一緒に行く！」

　空美が慌あわてたように大地の後を追う。その姿が気になった。

　渚はさりげなく、二人の後をつけた。

　ゴミ捨て場に来ると、渚はそっと木の陰に隠れて二人を見守った。

　空美が大地に向き直る。その決意の表情に、渚はドキドキしてきた。

「大地くんさ、彼女がいないってほんと？」

「え？　ええ」

「じゃあ、気にしなくていいわね」

「何がですか？」

　空美がまっすぐ大地を見つめた。

「大地くん、明日さ、ちょっと付き合ってほしいんだ」

　ずきん、と渚の胸に痛みが走った。やっぱり。空美の様子から、大地に何か特別なことを言うと思っていた。

「あ、いいですよ。暇だし」

　大地があっさりうなずく。空美の顔が輝いた。

「嬉うれしい！　あ、他ほかの人には内緒ね！」

「わかりました」

「じゃあ、五時に『物見の塔』前ね！　あ、夕飯はおごるから！」

「いいですよ、そんなの」

「あ、考えたらだんだんドキドキしてきた！」

　空く美みが豊ゆたかな胸に手を当てる。

「ね、大だい地ちくん、右手を握ってもいい？」

「え？　ああ、どうぞ」

　空美がぎゅ―――っと大地の手をつかむ。

「うわ―――、うん、ちょっと落ち着いてきた！　ありがとう！」

　二人は楽しそうにベンチに戻っていく。

「っ」

　渚なぎさはわなわなと震えた。

　デートってわけ!?

　頬ほおを染めた空美。あっさりＯＫした大地。

　そりゃあね、美人だし、話も合うし、申し分ないわよね！

　喉のどがつかえて、声も出ない。

　渚は手近な鉄てつ柵さくをぎゅっと握った。

　イライラする。胸が焼かれているようだ。

　あれ？

　鉄柵からは硬い感触がかえってくるだけだ。

　このくらいの細い鉄棒なら、簡単にひしゃげるのに。

　渚は再度、手に力を込めてみた。

　鉄柵はびくともしない。

「どうして？」

　渚はじっと自分の手を見つめる。

　力が入らない――こんなこと、初めてだ。

　心臓がドキドキする。

　不ふ審しんに思われないよう、ベンチに向かいながら、渚はきゅっと手を握りしめた。

　ベンチに戻ると、荷物をまとめた空美がみんなに言った。

「腹ごなしに、調査がてら散歩でもしましょう」

「いいですね！」

　大地が笑顔で答える。

　上じよう機き嫌げんね。そりゃそうよね、明日はデートだもの。

　渚はイライラと歩きながら手当たり次第、木や柵を握ってみたが、やはりびくともしない。

　どうしちゃったんだろう。

　力が出ない。

　今日は魔ま獣じゆう具ぐも持ってきていない。

　こんなときに魔ま物ものが出たら――

「きゃああああ!!」

　女の子の悲鳴に、渚なぎさはびくりと振り返った。

　背後には、スカートを押さえている高校生くらいの女の子たちがいた。

　女の子たちの間を、スカートをめくりながら駆け回っているのは、五、六歳の男の子だ。

「こら！　遠とお流る！」

　鋭い声が飛んだ。

　男の子に向かって走っていったのは、なんと香かお流るだった。

　香流は小犬のように素早く逃げ回る男の子の襟首をがっちりつかむと、ずるずる引きずってきた。

「もしかして……弟さんですか？」

　渚は驚いた。下の子がいるとは聞いたけれど、これほど年が離れているとは思わなかった。

　香流がため息をつきながらうなずく。

「うん、一番下の弟。こら、留守番って言ったでしょ！　お兄ちゃんたちは？」

　香流に睨にらまれても、遠流はこたえた様子もなく口を開いた。

「遊びに行った！」

「あんた、一人で公園に来たの？　危ないじゃない！」

「だって家にいても、つまんないも―――ん」

　遠流が口をとがらせる。なかなかやんちゃそうだ。

「可愛かわいいですね、いくつですか？」

　朱あか里りがそっと顔を出す。

「六歳よ。こんなのが三匹もいて、本当に大変……」

　香流がため息をつく。どうやら、年の離れた弟たちの面倒をみているらしい。

　そのとき、遠流がじいいっと渚を見つめてきた。

　香流に似た、淡い色の目に浮かぶ純粋な興味に、渚はちょっと気け圧おされそうになった。

「な、何？」

　子供は苦手だ。

「おまえ、美人だな」

「あら」

　渚はにっこり微笑ほほえんだ。子供も悪くない。

「でも、好みじゃない」

　なんだとクソガキが!!

　渚なぎさは片手で遠とお流るの顎あごをつかんで持ちあげたい衝動にかられた。

　だが、人目をはばかって何とか堪こらえる。

「おまえも可愛かわいい!!」

　びしっと指差され、朱あか里りが苦笑する。

「でも、俺おれは空く美みが好き！」

　そう言うと、遠流がぴたりと空美に寄り添う。ずいぶん懐なついているようだ。

「あらら、可愛いこと言うじゃないの」

　空美が遠流の頭を撫なでる。

　ひょいと遠流が空美を見上げた。

「でも、おまえの料理、最悪。すんごいまずい。あれ、何とかしねえと男が逃げるぞ」

「あはは、気をつけるわ」

　空美にむぎゅうっと頬ほおをつねられ、遠流が悲鳴を上げる。

「いでっ、いでででで！　姉ちゃん！　助けてくれよ！」

「あ―――、いい天気ねえ」

　香かお流るがわざとらしく伸びをすると、さっさか歩き出す。

「姉ちゃん、待ってよ！」

　空美の手を逃れた遠流が必死で走ると、前を行く香流の手をぎゅっと握った。そしてちゃっかり、片方の手で朱里の手を握る。

　そして振り向くと、後ろを歩いている大だい地ちに、

「おまえ、邪じや魔ま！」

　と吐はき捨てた。

　好き勝手に振る舞う遠流を、空美がくすくす笑いながら見つめる。

　そんな空美は、この輝く青い空のように広く、自由に見えた。

「先輩って、生き生きしてますね」

　そんな言葉が、つい渚の口から出た。

「そりゃあ好きに生きてるからね！」

　空美が豪快に笑う。

「やりたいことをやって、言いたいことを言ってるもの！」

　確かに――そうだ。

　この人は何を気にするでもなく、自分をさらけ出している。そして受け入れられている。

「でも……気になりませんか？　ＵＭＡが好きとか、空美先輩のイメージじゃないし……」

「イメージって何？　そんな他人がつくったものに合わせる必要ないじゃない」

「え……」

「他人の目なんか気にしてたら何もできないわよ！　息苦しいだけ」

　ちくん、と渚なぎさの胸が痛んだ。

　だが、決して顔には出さない。

「それは空く美み先輩みたいに完かん璧ぺきな人だったら、ありのままの自分を出しても受け入れられますもんね……」

　近くで見ると、空美は本当に美人だった。大きな目が生き生きと輝き、くっきりした眉まゆが凛り々りしい。

　躍やく動どう感あふれる体からは明るいエネルギーが迸ほとばしって、そばにいるだけで元気になる気がする。

　それに――やっぱり胸が大きい。やわらかそうな胸の豊ゆたかな盛り上がりは、女の渚から見ても魅力的だった。

　ＵＭＡ好きと味オンチは差し引いても、人ひと柄がらを含めてパーフェクトといっていいだろう。

　ところが、空美がきょとんとした。

「私なんて全然完璧じゃないわよ。すっごいダメなところがあるんだから」

「どこですか？」

　まったく思い当たらない。美人で明るくて人気者。向かうところ敵なしに思える。

「う、うーん、えーと……内緒」

　率そつ直ちよくな空美が言いよどみ、真っ赤になる。

　何だろう。彼女にも秘密があるのだろうか？

　そのとき、空美がハッとしたように表情を強こわ張ばらせた。

　バッと素早くジャンプすると、ずさっと茂みに隠れる。

　突然の奇行に、渚は呆ぼう然ぜんと突っ立った。

「な、なんですか？」

「何でもないわ！」

　茂みの陰からそっと顔を出した空美が言う。

　――何でもないわけがない。

　明らかに挙きよ動どう不ふ審しんだ。

　空美がちらちらと遠くを窺うかがっている。つられて、渚も奥を見た。

　のんびり散歩している老夫婦。あれではないだろう。

　そのとき、渚は一人の青年を見つけた。大学生くらいだろう。青年はカメラを手に、公園をぱしゃぱしゃ撮っている。

　そんな青年の姿を、空美は息を殺し、茂みの陰から見つめていた。

　まるで借金取りか何かに追われているようだ。

　青年がいなくなると、ほうっと息を吐はいた。

「ああやばかった。見つからなかったよね？」

「ええ、そう思いますけど……」

　渚なぎさは真っ青な顔をしている空く美みを見つめた。

　顔はひきつり、どこか恐怖の色がある。何をそんなに怯おびえているのだろう？

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「え、あ、うん、そうね、大丈夫」

　よろよろと立ち上がった空美が、ベンチに倒れ込むようにして座った。

　大きく何度も深呼吸する。そのたびに豊ゆたかな胸が揺ゆれる。

「今の人、知り合いですか？」

「えええええええ!?」

　体勢を崩くずした空美が、ベンチごとひっくり返る。

「大丈夫ですか!?」

　まさかそんなに驚くとは思わなかった。渚は慌あわてて空美を助け起こした。

　長い髪に葉っぱや草をからませながら、空美が立ち上がった。

　いつもの落ち着いた雰ふん囲い気きはそこにはない。

「知り合いっていうか、その……知り合いなのかなあ？」

　疑問形で聞かれても困こまる。

　真っ赤になっている空美を渚はよくわからずに見つめた。

　そのとき、大だい地ちがこちらに駆けてきた。

「大丈夫ですか、空美先輩！」

　大地を見ると、空美がホッとしたように肩の力を抜いた。

「あ、大地くん！　もう参っちゃったよ～！　手を握って！　お願い！」

　空美が立ち上がると、大地の手を握り、ぐったりと体を預けた。

　ぴとっと体を押しつけられ、大地の顔が赤く染まる。

　豊かな胸の感触に、困っているというよりは嬉うれしそうだ。

　その親しげな様子に、渚のこめかみがびくんとひきつる。

　何、その恋人同士みたいな雰囲気。

　大地がこそっと空美にささやくのが聞こえた。

「もしかして、アヽレヽですか？」

「そう、アレ。もうびっくりしちゃった」

「それは……大変でしたね」

　大地がくすくす笑う。

　空美が恨うらめしそうに大地を見た。

「ひどいよ、大変だったんだから！」

　空美がぽかっと軽く大地の胸を叩たたく。

　な、何いちゃいちゃしてんのよ―――――!!

　それに、また『アレ』とか自分たちにしかわからない言葉で―――――!!

　渚なぎさは暴れ回りたい衝動をこらえた。

　ダメ、もう放ほうっておけない。すんごいイヤだけど、背に腹は代えられない。

　これ以上、二人が接近していくのは耐えられない。

　渚は腹をくくった。

　ゆっくり大だい地ちに近づく。
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　渚が優ゆう雅がな笑みを浮かべながら近づいてきた。

「ねえ、山やまノの上うえくん、ＵＭＡ同好会の部員が一人足りないのよね？」

「ああ」

　唐突な言葉に、大地はとまどいつつもうなずいた。

「困こまってるみたいだし、私、ＵＭＡ同好会に入っても――」

「あれ、何やってるの!?」

　大声が響ひびいた。

　目を丸くしてこちらを見ているのは光こう輝きだった。浜はま森もり高こう校こうの制服に、大きなスポーツバッグ。どうやら部活帰りらしい。

　光輝が猛然とこちらに向かって駆けてきた。

「な、なんで、会長と渚ちゃんがいるの？　何なの？」

　唾つばを飛ばさんばかりの勢いに苦笑しながら、大地は答えた。

「ＵＭＡ同好会の親しん睦ぼく会かいだよ」

「は？　どういうこと？　なんでＵＭＡ同好会に空く美み先輩や渚ちゃんたちがいるの？　ああっ、篠しの崎ざきさんや香かお流る先輩まで！」

　遠くからこちらを見つめる朱あか里りと香流を見つけ、光輝は更にヒートアップした。

「だから、空美先輩と香流先輩と篠崎さんがメンバーだから。なぎ……いや、麻生あそうさんはまだ入ってないけど」

　光輝の口がぱかっと開いた。

　そして奇妙な踊りを舞うように、光輝の体が左右にゆらゆら揺ゆれ出す。草くさ色いろの頭とあいまって、まるで海草だ。

　不気味な光景に、大地はごくりと唾を飲んだ。

　いきなり、がしっと光輝が大地の胸ぐらをつかんできた。

「お、おまえ、なんでそんな大事なことを言わないんだ―――!!」

「え？　ええ？」

　呆ぼう然ぜんとする大だい地ちに構わず、光こう輝きが一人で納得し始めた。

「おまえが一昨日から空く美み先輩とやたら話していたのって、だからか！」

「え、だから言っただろ。ＵＭＡ同好会の話って」

　光輝がブンブンと奇妙な枯れ草くさ色いろの髪を振り回す。

「ちが――――う!!　俺おれは、おまえが一ヽ人ヽでヽ同好会を作ると思ってたんだよ！　申請のために生徒会長である空美先輩と話してるのかな、って！」

「ああ……」

　誤解があったわけだ。

「だって、まさか空美先輩がＵＭＡ同好会に入るなんて思わないだろ!?　そうだろ!?」

「そうだろ、と言われても。むしろ空美先輩が発ほつ起き人にんなんだけど。部長だし」

「それを先に言え―――――――!!」

　喚わめくだけ喚くと、キッと光輝が睨にらんできた。

「俺も入る！　ＵＭＡ同好会に入部する！」

「おまえ、断ったじゃないか。サッカー部だし、興味がないって」

「興味ある！　今、興味がわいてきた！」

「あ、そう……」

　がしっと光輝が腕をつかんできた。

「かけもちにする！　どうせ俺、補欠だし！」

「あ、ああ、わかった……」

　光輝の迫力に押され、大地は空美に声をかけた。

「あの、クラスメイトの風かざ間ま光輝なんですけど、同好会に入りたいって」

「そうなの？」

　空美に見つめられ、光輝がしゃき―――んと背筋を伸ばす。

「俺、サッカー部に入っちゃってるんですけど、ぜひ！」

「まあ、いいんじゃない？　一応、これで人数が揃そろうから申請できるわけだし」

「やった―――!!」

　大喜びで跳び上がる光輝の向こうで、渚なぎさが背を向けるのが見えた。

　大地は慌あわてて渚を追った。

　その手をつかむ。

「おい、どこ行くんだよ」

「帰るの。急用を思い出したって、空美先輩たちに言っておいて」

　その表情と声の暗さに大地は驚いた。

「どうしたんだよ？」

「何も」

　すっと渚なぎさが大だい地ちの手をすり抜けた。

　そのまますたすた歩き出す。大地は軽く走ると、渚の前に立った。

「なあ、さっき何か言いかけただろう？　ＵＭＡ同好会に入るって言うつもりだったんじゃないのか？」

「……別に。もう部員は足りたわけだし」

　渚がぷいっと顔をそらし、歩き出した。

　その後ろ姿を、大地は呆ぼう然ぜんと見つめた。

　なんだよ、あいつ。急に機き嫌げんが悪くなって。

　大地は仕方なく空く美みたちのところに戻った。

「あれ、渚ちゃんは？」

　空美が怪け訝げんそうに、遠ざかる渚を見つめる。

「急用を思い出して帰るそうです」

「そうなの？　残念……渚ちゃんにも入ってほしかったなあ」

　空美ががっかりしたように言う。

　大地はじっと、蜂はち蜜みつ色の髪を揺ゆらしている渚の背を見送った。

「おい、追いかけないのか？」

　いつの間にか、遠とお流るがそばに立っていた。

　見上げてくるその小さな顔には、六歳児とは思えぬ、大人おとなびた――いや、生なま意い気きな表情が浮かんでいる。

「知ってるか？　ああいうときの女って、追いかけてほしいんだぞ」

　……このマセガキ。

　でも、確かにこのままじゃ気分が悪い。

「ほら、行け」

　げしっと足を蹴けられ、大地は苦笑した。

「さんきゅ」

　大地はぺしんと遠流の頭を軽く叩たたき、走り出した。
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「なあ、待てよ！」

　足早に公園を出ようとした渚の手が、がっしりつかまれた。

　驚いて振り向くと、息を切らせた大地がそこにいた。

　ずきん、と胸が痛む。

　追ってきてくれて嬉うれしい。だが、同時に今にも噴き出しそうな悲しみと屈辱が胸を焼く。

「どうしたんだよ、急に。おまえ、今日は入部するつもりで来たんじゃないのか？」

「……」

　渚なぎさは答えられなかった。

　入りたい――大だい地ちのそばにいたい、という思いと、他ほかの女の子と楽しそうにしている大地を見たくないという気持ちが同時にわきあがる。

「別に人数制限があるわけじゃないんだ。光こう輝きが入って確かに申請人数は足りたけど、おまえが入ったっていいんだぞ？」

　大地がじっと見つめてきた。

「空く美み先輩も入ってほしかった、って言ってたぞ」

　それは、渚が入りやすいようにとの配慮から出た言葉だったに違いなかった。

　だが、渚はカチン、ときた。

　なによ、空美先輩、空美先輩って――――――！

　渚はキッと大地を睨にらんだ。

「ほんと、あんたって空美先輩がお気に入りよね」

「お気に入りっていうか……いい人だと思うけど」

「そう？　変なカレーが好きだし、ＵＭＡが好きだし、いきなり茂みに隠れたりさ、わけわかんない変人じゃない!!」

「なんだよ、その言い方」

　大地の声が尖とがるのがわかる。

　それが余計に渚を苛いら立だたせた。このまま突っ走れば、崖がけからダイブ――そんなイメージが見えたが、もう止まることはできなかった。

「ＵＭＡ同好会ですって!?　そんなくだらないものに夢中になって、あんたって本当にバカね！　一緒になって騒いでる、生徒会長たちもみーんなバカ！」

　吐はき捨てた渚はハッとした。

　目の前の大地が、初めて見る表情をしていた。

　突き放すような眼まな差ざし――夜の海を思わせる藍あい色いろの目の冷たさに、渚の胸がゆっくり凍りついていく。

「ああ、そうかよ！　勝手にしろ!!」

　そう叫ぶと、大地は走っていった。

　振り向きもしない後ろ姿を、渚はじっと見送った。

　その姿が完全に視界から消えても、渚はじっと立ちつくしていた。

「うっく……」

　喉のどからようやく声が出た瞬しゆん間かん、同時に涙があふれた。

　ぽたぽたと涙がこぼれ落ちる。

　渚なぎさは涙をぬぐうこともできなかった。

　体が動かない。指一本動かせない。

　あの、大だい地ちの冷ややかな目のせいだ。

　あんなこと、言うつもりじゃなかったのに！

　大地が空く美みのことばかり言うから！

「大地のバカ!!」

　そう叫ぶと、ようやく体の強こわ張ばりがとけた。

　渚はぐいっと涙をぬぐうと、駅に向かって歩き出した。
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　渚は足早に駅に向かった。こんな苛いら立だち、ラーメンでないと癒いやせない！

　一人だが、中なか森もりラーメンストリートに行くつもりだった。

　かなり迷った挙げ句、渚はようやく駅前にたどり着いた。

「あれ、渚ちゃん？」

　いきなり声をかけられ、渚はびくっとした。

「あ――」

　振り向くと、光こう輝きがサッカー部の友達数人と一緒にいた。

「あれ、偶然だね！」

「ええ……あの、さっきまで公園にいたんじゃ」

「あれから、こいつらから電話があって。カラオケに誘われたんだ」

「そ、そうなの……」

　迷いまくったせいで、かなり時間がたっていたらしい。

「空美先輩たちは解散するらしいから、こっちに来たんだ。渚ちゃんも、よかったら一緒に行かない？」

「カラオケに？」

「うん、歌を歌うと楽しいよ！」

　普段なら、いつもの渚なら、笑顔でさらりと辞退しただろう。

　だが、渚はうなずいていた。

　そうだ、歌があった。歌えば、少しこの胸のつかえがすっきりするかもしれない。

「いいわね、ご一緒するわ」

「やった!!」

　歓声を上げる光輝たちに、何事かと道行く人が驚きの目を向ける。だが、光輝たちは人目など気にせず、狂喜乱舞している。

　跳び上がって喜ぶ光こう輝きたちを見て、少し渚なぎさの気分は慰められた。

　駅前のカラオケボックスに入ると、さっと光輝が部屋のドアを開けてくれる。

「ありがとう」

　渚はソファに優ゆう雅がな動作で腰こし掛かけた。

　あまりカラオケボックスに来たことはない。もちろん、自分のイメージに合わないということもあるが、音があまりよくないこともあった。

　でも、たまにはこういう気分転換もいいだろう。

　光輝たちは慣れているらしく、手早く本をめくると入力していく。

「はい、渚ちゃん」

　光輝がうやうやしくマイクを差し出してきた。

「『リラ』の生なま歌うたをリクエストしてもいい？」

「いいわよ」

　覆面歌手としてデビューした曲を入力すると、渚はマイクを握った。

　光輝たちが期待に潤んだ目で見つめてくる。

　他人の憧しよう憬けいの眼まな差ざしはやはり心地がいい。渚は気分が盛り上がってくるのを感じた。

　しかし――。

「あ――」

　歌い出した渚は絶ぜつ句くした。

　かすれた声しか出ない。

　必死で喉のどの奥から声をしぼり出そうとしても、ほとんど声にならない。

　どうやって――声って出すんだっけ？　歌うんだっけ？

　渚はパニックになった。

　心臓がドキドキし、顔に血がのぼる。

　なのに手足の先は氷水に浸したように冷たくなっていく。

　手拍子をしていた光輝たちも異変に気づき、曲を止めた。

「どうしたの、渚ちゃん！　風か邪ぜ？」

　ガンガンと頭の中で鐘が鳴っている。

　渚は震えを必死で堪こらえた。

「……ちょっと調子が悪いみたいで、声が出ないの」

　かろうじて答えながら、渚はどんどん大きくなる心臓の鼓動を聞いていた。

　信じられない。歌が歌えなくなるなんて。

　これは単に、喉の調子が悪いとか、そんな問題じゃない。

　普通に喋しやべることはできるのだ。

　なのに、歌ヽえヽなヽいヽ。

　怪力も出せなくなっている。歌も歌えなくなった――もしかして、人魚の力が失われているの!?

　なんで、なんで!?

　渚なぎさはぐらぐらする頭を抱え、よろけながら立ち上がった。

「渚ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「気分が悪いの？　真っ青だよ！」

　光こう輝きたちの気遣う声が、やけに遠く感じる。

　頭の中に響ひびく鐘の音だけが大きくなっていった。

　渚は何とか笑みをつくった。

　だが、成功したか自信がなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      
第五章　あなたがいれば





　翌日――日曜日もいい天気だった。

　赤い夕ゆう陽ひに照らされながら、渚なぎさはうろうろと大だい地ちの家の前を行ったり来たりした。

「うう……」

　インターホンを押す勇気がどうしても出ない。

　大地の顔を見たら、どうしたらいいんだろう。

　――謝ればいいのだ。

「できないわよ、そんなこと！」

　でも、そうしなければ、このつらい気持ちが浮上することはない。

　渚はきゅっと拳こぶしを握った。

　カラオケボックスから逃げ帰るようにした渚は、家で自分の力を試してみた。

　だが、何度やってもリンゴ一つ握りつぶせないし、普通に声は出るのに、歌うとなると喉のどに石が詰められたように声が出なくなる。

　そして、大地のあの冷ややかな表情。

　渚はほとんど眠れないまま、夜を過ごした。

　人魚の力はどうしたらいいのか、わからない。だが、大地と仲直りする方法はわかる。

　渚は勇気を振り絞り、大地の家に向かったのだ。五時に待ち合わせているのは公園で聞いた。だから、その前に――と。

「あ――」

　渚は声を上げた。

　大地が家から出てきたのだ。

　渚を見ると、大地が驚いたように目を見開いた。

　どくんと大きく心臓が打つ。

「だ……」

　呼びかけようとした瞬しゆん間かん、大地がすっと顔をそらした。

　話す気はない。そんなふうに見えた。

　渚は凍りついた。

　今まで、殴なぐっても蹴けっても、こんなふうに拒否されることはなかった。

「――っ」

　何か言いたい。でも、言葉が出ない。

　大地は駅のほうへと向かっていく。

　空く美みとの待ち合わせ場所、『物見の塔』へ行くのだろう。

　渚なぎさがついてきているのを知ってか知らずか、大だい地ちは振り返りもせず、歩いていく。

　その背中から、明らかな拒否が感じ取れた。

　視界がぼやけ、頬ほおをすっと何かが伝った。

「う……くっ……」

　唇くちびるを噛みしめ、渚は声を出すのをこらえた。

　だが、涙は抑えられない。

　次々と頬を伝っていく。

　胸が詰まってどうしようもなく、渚はきゅっと服をつかんだ。

　大地、行かないで！

　その背に向かって叫べたら、どんなに楽だろう。

　だが、できない。

　――素直になったら？　空く美み先輩みたいに。

　大地の一言を思い出し、更に渚の心は苛さいなまれた。

　私が悪い。言いすぎた。

　でも、素直に謝れない。

　楽しそうに笑い合う二人の姿が浮かぶ。ぴったりくっついていた二人。

　思い出すたびに、心がめちゃめちゃにかき乱される。

　私、どうしたら――

　そのとき、渚の耳にかすかな潮しお騒さいが届いた。

　これは――学校のほうだ！

　渚はちらっと大地を見た。もうかなり遠くなっているが、走れば追いつけない距離ではない。

　だが、渚は逆方向に向かって走り出した。

　大地の助けは借りられない！

　渚は家に駆けて戻ると、ヴァイオリンケースをつかんだ。

　今の私に――魔ま獣じゆう具ぐが使えるだろうか？

　そんな不安が胸をよぎったが、渚はそれを振り払った。

　今までになく大きい潮騒の音。

　魔ま物ものを見逃すわけにはいかない！
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　休日の学校は静寂に包まれていた。

　夕方ということもあり、クラブ活動をしている人もいない。

　無人のグラウンドを、渚なぎさは一人歩き出した。

　夕ゆう陽ひに照らされながら一人で歩いていると、まるで世界に自分しかいないような孤独感に襲われた。

　ナーバスになっているみたいね。

　渚はため息をついた。

　集中しないと。

　潮しお騒さいの音が、だんだん大きくなっていく。

　裏庭のほうからだ。今ははっきり場所がわかる。

　かなり音が強くなっている。それはすなわち、通路ホールが大きく開いていることを示していた。

　ロープを乗り越え、渚は荒れ果てた裏庭を見回した。

　草いきれの匂においが漂ただよう。どこかうらぶれた、哀しい香りだ。

「この辺りにあるはずなんだけど……」

　渚はうろうろと通路を探した。

　落ちていた棒きれで、草をかきわけていく。

　だが、どこにもない。こんなに潮騒が近いのに！

「あ……」

　渚は潰つぶれたプレハブを見つめた。折れた木は、いつの間にかどかされている。学校側が処理したのだろう。

「もしかして……」

　渚はひしゃげたプレハブに近づいた。

「んしょ」

　瓦が礫れきをのけていった渚は、目当てのものを見つめた。

　黒い大きな水たまり状の染み。

「こんなところに――！」

　開いたまま、ということは、まだ魔ま物ものがその近くにいるはずだ。

　渚は魔ま獣じゆう具ぐを取り出した。

　ガサガサという草をかきわける音が近づいてきた。

　渚はハッとして振り返った。

　草の間から、茶色のカブトガニのようなものが飛んできた。

「カワハギ!!」

　それは空く美みの本に描かれていた姿そっくりだった。

　渚は魔獣具を振った。

　手て応ごたえはあった。

　がつっと音がし、カワハギが草むらに落ちる。

　だが、ダメージはほとんどなかったらしく、すぐさま素早く移動を始めた。

「あ……」

　渚なぎさは呆ぼう然ぜんとした。

「やっぱり力が出ない――！」

　渚はカワハギを追った。

　倒せないかもしれない。

　とにかく、魔の海に帰さなくちゃ！
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　大だい地ちは駅に向かって急いでいた。

　物見の塔が近づいてくる。二十メートルはある高い塔は、浜はま森もりのどこからでも見える。

　ふっと渚の姿が頭をよぎった。

　わざわざ家まで来た渚。

「もしかして謝りに来たのかな……」

　昨日はついカッとなって怒鳴りつけてしまった。

　自分のことだけならともかく、空く美みまでバカにしたのは許せなかった。

　今も、渚のあの態度には怒りを覚える。

　だから渚に声をかけずに来たのだが、だんだん気になってきていた。

　あのプライドの高い渚が、家まで来たのだ。

「どうしよう……」

　何も言わなかった渚。

　俺おれから折れるのは違うと思う。

　だけど――

「お、大地じゃん！」

　駅のほうから歩いてきたのは光こう輝きだった。昨日と同じく、休日なのに制服姿でスポーツバッグを持っている。

「クラブ帰りか？」

「そうだよ、日曜っていうのにさ。練習試合が他校であって、夕方になっちまった。おまえはこれから駅？」

「ああ。空美先輩と待ち合わせてるんだ」

　そう言うと、光輝が目をむいた。

「な、何だと！　昨日もあんな美人たちと遊んだのに、まだこの上、デートまで!!」

「お、落ち着け！　買い物に付き合うだけだよ！」

「ほんとか？」

　光こう輝きが疑うたぐるように見つめてくる。

「じゃあ、俺おれ、急いでるから」

　さっさとやりすごそうとした大だい地ちの背に、光輝が声をかけた。

「あのさあ、昨日、渚なぎさちゃん、何かあったのか？」

　大地はぎくりとした。

「なんで？」

「あの後さ、駅前で会ったんだよ。で、カラオケに誘ったんだ」

「へえ……」

　渚がカラオケに行ったのか。意外だった。

「わりと渚ちゃんも乗り気だったんだけど、曲が始まったら声が出なくてさ」

「え？」

「全然、歌えないんだ。本人も相当ショックらしくてさ。フォローしようと思ったんだけど、結局そのまま帰っちゃった。喉のどを悪くしたのかな？」

「そんな……」

　さっき会ったとき、何も言わなかったのではなく、言えなかったのか？

　渚のつらそうな表情が思い浮かんだ。

　あれは演技じゃない。

　胸騒ぎがしてきた。

「おにーちゃ――――ん！」

　手を振って駆けてきたのは芽め衣いだった。相変わらずのミニスカート姿だ。

　威勢よく走っているのでスカートがめくれあがり、パンツがちらちらと見え隠れする。

　大地は思わず目をそらした。

　芽衣はまったく気にしていないが、身内としては恥ずかしい。

　そばに来た芽衣が驚いたのか、目を大きく見開いた。

「あれ？　光輝もいる！」

「芽衣ちゃん、久しぶり……って、呼び捨てかよ！」

　つっこみながらも光輝は嬉うれしそうだ。可愛かわいい女は得だ。

　幼稚園の頃ころから知り合いの光輝は、兄と同じ『何言ってもＯＫ』カテゴリーに入るらしく、芽衣にぞんざいに扱われている。

　外で妹に会うと何となく気恥ずかしい。大地はぶっきらぼうに言った。

「何だよ、芽衣」

「何だはないでしょ―――――!!　忘れ物をわざわざ届けに来てあげたのに――――!!」

　憤ふん然ぜんとした芽め衣いの金切り声に、耳がキ―――――ンとした。

　そばにいた光こう輝きも被害をこうむり、泣きそうな顔で耳をふさいでいる。

「ほら！　ケータイ！　玄関に放ほうりっぱなしだったよ！」

「あ、さんきゅ」

「わざわざ届けてやったんだから！　お礼は『シャコンヌ』のチーズケーキね！」

　芽衣が堂々とお礼を所望する。

「おまえ、どんだけケーキを食う気だ！　太るぞ！」

「ひど―――――――い!!」

　更に大声で叫ばれ、大だい地ちは耳をふさぎながら後悔した。

　道行く人が、何事かと大地たちを見やる。

「うるっさい！　わかった、ケーキは買ってやる！」

「わかればいいのよ」

　自分の要望が通ったとなると、途と端たんに芽衣は大人おとなしくなった。

「そういえばさ、渚なぎささん、どうかしたの？」

　芽衣の口から思わぬ言葉が飛び出し、大地はぎょっとした。

「え？　どういうことだ？」

「学校の方へ、すごい勢いで走っていってたよ。忘れものかな？」

「学校へ？」

　走っていったって、まさか。

「本当に渚か？」

「あのひと、有名だもん。写真しか見たことないけど、あの蜂はち蜜みつ色の髪と抜群のスタイル、見間違わないわよ」

「ヴァイオリンケースは持っていたか？」

「え？　ああ、そういえば、黒いケースを持ってたけど」

　さっき、渚は手ぶらだった。わざわざ取りに帰ったということだ。

　間違いない、潮しお騒さいが聞こえたのだ。

　大地は手にしたケータイをチェックした。

　メールも着信もない。

　あいつ、一人で行ったのか。

　歌が歌えないのなら、魔ま獣じゆう具ぐも使えない！

　怪力があるから、普通の魔ま物もの――カワハギくらいなら楽勝だろうけど。

　大地はじっと物見の塔を見つめた。

　その下では、空く美みが自分を待っているはずだった。
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「待ちなさい！」

　渚なぎさは素早く草むらを移動するカワハギを必死で追った。

　なんとか、通路ホールに追い込まないと！

　カワハギはあまり知能が高くないらしく、とうとう塀まで追い込んだ。

「もう、手間かけさせるんじゃないわよ！」

　渚はそっと近づいた。

　びくん、とカワハギが動いたかと思うと、まっすぐ渚に向かって跳んできた。

「あっ！」

　突然のことに、渚は何とか手でブロックした。

「いたっ！」

　カワハギの体当たりを受け、渚は魔ま獣じゆう具ぐを取り落とした。

「こ、このっ！」

　ビリ――

　不吉な音に、渚はハッとスカートに目をやった。

　なんと、裾すそがちぎれている。

　足元にいるカワハギの口元がもごもご動いていた。

　渚は顔をひきつらせた。

「この……やるじゃないの！」

　魔獣具を拾おうとした渚に、再びカワハギが襲ってきた。

「あっ！」

　ビリビリビリ――

「きゃあああ!!」

　右みぎ袖そでから胸元まで引き裂かれ、渚は慌あわてて胸を手で覆った。

「!!」

　右上半分が綺き麗れいに食いちぎられ、右側のブラが丸見えだ。

「このっ！　これお気に入りの服なのに！　どうしてくれんのよ！」

　むしゃむしゃと満足げに口を動かすカワハギの目が、ぎらりと光った。

　そして、素早いジャンプ。

「ああっ！」

　ビリ―――――――――!!

　スカートをくわえたカワハギが着地した。

「え……」

　渚なぎさは自分の下半身を見下ろした。

　スカートが消え去り、パンツが丸見えになっていた。

「きゃあああああ!!　ちょっと、このっ！」

　信じられない。こんな雑ざ魚こに一方的に――。

　ガサガサという音に、渚はハッとした。

　再びカワハギが近づいてくる。

「ちょっ……ちょっと待ちなさいよ！」

　渚は後ずさりした。

　魔ま獣じゆう具ぐを拾う余裕はない。

　カワハギは貪どん欲よくに渚の服を狙ねらってくる。なにせ、一回の食事で二十人近い女子生徒の制服を食べた大食らいなのだ。

　渚はごくっと唾つばを飲み込んだ。

　こいつはカワハギ――“〝皮かわ剥はぎ”〟なのだ。

　もし、服を全部食べ尽くした後、本当に“〝人間の皮”〟を食べようとしたら？

　今日は休日でめぼしい食べ物がない。

　こいつは飢うえを満たすまで、帰らないだろう。

　そして、狩りをすることを覚えてしまった。

　じりじりとカワハギが距離を縮めてくる。

　力が使えない今、自分は普通の人間と同じ抵抗しかできない。

　逃げるしかない。

　渚は地面を蹴けった。

「あっ！」

　足が地面のくぼみに引っかかり、渚は倒れた。

　容よう赦しやなく、カワハギが襲ってくる。

「いやああああ!!」

　ジャンプしてきたカワハギに、飛来してきた板がぶち当たった。『立入禁止』と書かれた看板と一緒に、カワハギが吹っ飛ぶ。

「渚！」

　駆けてきたのは大だい地ちだった。

　渚は呆ぼう然ぜんと大地を見つめた。

　なんで、なんで大地がいるの？



　　　　　　　＊



「大だい丈じよう夫ぶか？　うわっ、おまえ、何て格かつ好こうしてんだよ！」

　駆けつけた大だい地ちは驚いた。

　渚なぎさはほとんど半裸といっていい状態だった。

　上半身は、ビリビリに破れた服がかろうじて体にはりついている状態で、右側は豊ゆたかな胸とそれを覆うブラが丸見えだ。

　下半身にいたっては、下着が丸見え状態だ。

　あまりに刺激的な光景に、大地は声もない。

　大地の視線に気づいたのか、渚は慌あわてて体を手で覆った。

「しょ、しょうがないでしょ！　カワハギと戦ったんだから！」

　新たな敵の出現に怯おびえたのか、カワハギがガサガサと草むらを移動し始めた。

「ほらっ！」

　大地はシャツを脱ぐと放ほうった。

「とりあえず、それでも巻いてろ」

　ちょっと残念な気もするが、精神衛生上よろしくない。戦いにまったく集中できない自信がある。

　渚がシャツを手早く羽織ると立ち上がった。それでも太ふと腿ももが丸見えだが、ないよりマシだ。

　大地は扇情的な光景から目をそらした。

「おまえなら、カワハギくらいパンチ一発で倒せるんじゃないのか？　こいつ、そんなに強いのか」

　心配になって駆けつけたとはいえ、渚がこんなに苦戦しているとは思いもしなかった。

「……私、今、力が使えないのよ」

　渚が力なく言った。

「歌が歌えなくても、おまえには怪力があるだろ？」

「……力も出ないの」

「何だって!?」

　大地は声を上げた。まさか、人魚の力がまったく出ないのか？

　思ってもみない非常事態だった。

　俺おれが来なかったら渚は――考えるだけでゾッとする。

「じゃあ、おまえ、怪力も歌もなしで戦いに来たのか？」

「そうよ！　放っておけるわけないでしょ、潮しお騒さいが聞こえたのに！」

　渚が泣きそうな声で叫んできた。

　そうだ。そうだよな。こいつはそういう奴やつなんだ。

「なんで俺に言わなかったんだ」

「……言えるわけないでしょ！」

　あんな大おお喧げん嘩かの後だもんな。

　大だい地ちは素そっ気けない態度をとったことを後悔した。

「とにかく、カワハギを倒すぞ！　……って、倒せないのか」

「うん、だから通路ホールに追い込んで、とりあえず帰そうと思って」

「了解！」

　渚なぎさが魔ま獣じゆう具ぐを手に取った。

「かなり臆おく病びようなタイプみたい。あんたが来て敵が二人になったから、逃げるつもりね」

　ガサガサとカワハギが草むらを移動する。

「通路は壊れたプレハブのところにあるわ！」

　大地と渚はそれぞれ二ふた手てに別れ、プレハブに向かってカワハギを追い立てた。

　カワハギが慌あわてたように黒い染みに向かって走っていく。渚の予想どおり、かなり臆病らしい。

　追い込みは順調だった。

　このまま、難なく魔の海に帰ってくれそうだ。

　ホッとした瞬しゆん間かん、黒い染みが一気に広がった。

「!?」

「通路が広がったわ！　気をつけて！」

　渚が悲鳴のような声で叫んだ。

　直径五メートルほども広がった通路に、カワハギが飛び込んだ。

　――はずだった。

　通路に消えたカワハギが再び浮上してきた。

「ああっ！」

　カワハギをがっちりくわえているのは、無数の牙きばを携えた、クロコダイルのような長い口。

　そいつは、カワハギをくわえたまま、通路から飛び出してきた。

「しまった!!」

　渚が、全長十メートルはあろうかという、ワニに似た魔ま物ものを見て叫んだ。

「こうなることが怖かったの！　放置されていた通路が大きく開いて、そこから更に大きくて強力な魔物が来るのが！」

　渚のイヤな予感は的中していた。

　獰どう猛もうそうな魔物の目がギロリと光る。巨大な口、硬そうなウロコに覆われた体。その背に連なるトゲのような突起。

　どこから見ても強敵だ。

　ちょっとやそっとでは追い返せそうにない。

　むしゃむしゃと魔ま物ものがカワハギを喰くう。

　これで肉食なのは明らかになった。

「……っ！　おまえ、何で力が使えなくなったんだ？」

　大だい地ちの問いに、渚なぎさがキッと睨にらんできた。

「わからないわよ！　昨日から急に使えなくなったの！」

「何で昨日、そう言わないんだよ！」

　なぜかイライラしていた渚の姿が思い浮かぶ。

　渚がキッと睨んできた。

「言う機会がなかったの！」

「そういうことって今まであったのか？」

「ないわよ！　だから私もびっくりしてるんじゃないの！」

　草をかきわけながら、魔物が突進してきた。

「うわああああ！」

「きゃああああ！」

　渚と大地は必死で裏庭を走った。

「おまえ、声が出るのに、何で歌えないんだ？」

「それがわかれば苦労しないわよ！」

　こんなときだというのに。そしてボロボロの格かつ好こうをしているというのに。

　渚の目が生き生きと輝きだした。

　まるで、大地と話すのが楽しくて仕方がないというように。

「だいたい、何で一人で行くんだよ！　これ、一人でどうするつもりだったんだ？」

「私だってねえ、あんたに相談しようと思ったわよ！」

　魔物が長い尻尾しつぽを振り回した。

「うわっ！」

　渚と大地はかろうじてジャンプしてそれをかわす。

　尻尾は雑草をなぎ払い、木に激突した。

「でも、あんたはいつも空く美み先輩といるしさ！　今日だって、空美先輩と約束してたじゃない！」

「断ってきたよ！」

　渚が驚いたように大地を見る。

　再び、魔物が巨大な口を開けて迫ってきた。

　必死で走る大地に、蜂はち蜜みつ色の髪をなびかせながら渚が問いかけてくる。

「なんで？　なんで断ってきたのよ!?」

「なんで……って……」

　おまえが心配だから。そう言ったら、きっと「あんたなんかに心配されるほど、落ちぶれちゃいないわよ！」って言うんだろうな。

　じっと渚なぎさが見つめてくる。自然と口が開いた。



「気になったから！　おまえが！」



　そう言った瞬しゆん間かん、渚の目が大きく見開かれた。エメラルドグリーンの瞳ひとみが強い輝きを放つ。

　ぐわっと魔ま物ものの口が迫ってきた。ずらりと並ぶ牙きばに、大だい地ちは息を呑のんだ。

「ふんっ！」

　力強い声とともに、渚のパンチが魔物の鼻先に繰り出された。

「グギャッ！」

　魔物が苦しげな声を上げ、口を閉じた。

「おまえ……力が使えるのか？」

　渚は自分の拳こぶしをまじまじ見つめた。

「そっか……そうなんだ……わかった！」

　渚が急に声を上げた。

　そして、ひらりと魔物の上に跳び乗る。

「渚？　何がわかったんだ？」

　キッと渚が大地を睨にらみつけた。その形ぎよう相そうの凄すさまじさに、大地は息を呑んだ。

「あんたのせいよ」

「は？」

「私が力を使えなくなったのは……あんたの……」

　ぐぐぐっと渚は拳を握りしめる。みしみしと関節が鳴る音が、こちらまで聞こえてきそうだ。

「みんなみんなみんな、あんたのせいなんだから――――――――!!」

　ドスドスドスドスドス―――――――!!

　渚の連続パンチが魔物の背に炸さく裂れつした。

　魔物が苦しげに口を開く。

「バカバカバカバカ、大地のバカ―――――!!」

　バキグシャバキグシャバキグシャバキグシャ―――――!!

　渚の連れん打だは止まらない。

　骨か何か硬いものが折れる音、肉が裂ける音が響ひびく。

　くはっ、と魔ま物ものの口から血のあぶくが吹き出てきた。

　大だい地ちはただただ、魔物を素手でボコる恐ろしい光景を見守るしかない。

「お、俺おれが何したっていうんだよ!?」

　叫ぶと、蜂はち蜜みつ色の髪を振り乱した鬼――いや、渚なぎさが爛らん々らんと光る緑色の目で見てきた。

　声をかけるんじゃなかったと、即座に後悔する殺気のこもった目だ。

「あんたが空く美み先輩とばっかりいるからでしょ―――――!?　空美先輩ばっかり誉ほめるからじゃないの―――――!!」

「ええ？」

　思いがけない言葉に、大地は呆ぼう然ぜんとした。

　だが、渚は尚なおもパンチと呪じゆ詛そを止めない。

「バカバカバカ大地のバカ―――――!!　空美先輩といちゃいちゃして―――――!!　なんで一緒にいてくれないのよ―――――――っ!!」

　グシャ―――――ッ!!

　渚の拳こぶしが魔物の頭部に深くめり込んだ。

　ぐたり。

　とうとう魔物の目が閉じられ、そして徐々に黒い染みとなって消えていった。

「あら……倒しちゃった」

　渚が我われに返ったようにつぶやき、自分の拳をまじまじと見つめた。

「なあ、今のってさ……」

　大地が声をかけると、渚がハッとしたように顔を向けてきた。

　その顔がみるみる赤く染まっていく。

「え、えーと、ち、違うのよ。別にさ、あんたにそばにいてほしいってわけじゃなくてさ、その……」

「悪かったよ」

「え？」

「つい、空美先輩を見習え、みたいなこと言っちゃってさ」

　俺だって他ほかの人と較くらべられたらいい気分はしない。ましてや、渚はプライドが高いのだ。

「あとさ、ＵＭＡ同好会に気を取られて、あんまり話せなかったよな。悪かったよ」

　渚は必死で魔物のことを気にしてたのにな。

　俺も手伝うみたいなことを言っていたのに、ざまはない。

　渚がじいっと見つめてきた。

「じゃあさ、また一緒に帰ったりする？」

「ああ」

「ラーメン、また食べに行く？」

「ああ」

「ふん」

　渚なぎさの顔がほころびだす。

「じゃあ、許してあげてもいいわよ！」

　えっへん、と渚が胸を張る。

　その勢いに、羽織ったシャツの間からブラに包まれた胸が飛び出した。

「うわあああああ!!」

　大だい地ちは思わず叫んだ。頭に一気に血がのぼる。

「え……きゃあああ!!」

　ようやく気づいた渚が胸を手で覆った。

　みるみるその目がつりあがっていく。

「あんた……見たわね！」

「見せられたんだよ！」

　渚が魔ま獣じゆう具ぐ片手に、にじり寄ってきた。問もん答どう無む用よう。その形ぎよう相そうがそう語っている。

「うわああああ!!」

　仕し留とめられる前に、大地は裏庭を逃げ出した。



    

  
    
      



    

  
    
      
エピローグ





　魔ま物ものを無事に倒した二人は並んで学校を出た。

　怪力を取り戻した渚なぎさはチアリーディングの部室のドアを破壊し、そこに置かれていたチアの衣装を身につけていた。

「今度はおまえが服泥棒か……」

　大だい地ちがからかうと、渚がキッと睨にらんできた。

「失礼ね！　ちょっと借りただけよ！　ちゃんと洗って、明日朝一で返すわよ！」

　憤ふん然ぜんとした渚に、大地はちょっと見とれてしまった。

　スタイル抜群の渚は、チアの衣装もよく似合っていた。

　すんなりした体のラインや、ミニスカートから伸びる足を見るとドキドキしてくる。

　渚が後ろに手を組むと、ちらちらこちらを見てきた。

　どうやら、何か聞きたいことがあるらしい。

「ねえ」

　渚が顔を覗のぞき込んできた。

「何」

「その、空く美み先輩ってさ、その……」

「何だよ」

「空美先輩って、男の趣味って悪いのかな？」

「は？」

　急に何を言ってるんだ？

　まじまじ見つめると、渚の顔が赤くなった。

「えっと、えっとだからその、空美先輩って……あんたのこと好きなんじゃないのかな、って思って」

「何言ってるんだ？」

　思いがけない言葉に、大地は驚いた。

　だが、渚は真しん剣けんらしい。

「だってさ、すごく楽しそうにあんたと喋しやべってるしさ、何かっちゃ、あんたに会いに来てるし、同好会なんか一緒に作ろうっていうし、『彼女はいないの？』とか聞くし、今日だって、二人きりで出かけようって誘ったりさ。それはやっぱり……」

　大地は思わず噴き出した。

　どうやら、渚は何か大きな勘違いをしているらしい。

「空美先輩、好きな人いるぞ？」

「え？」

　渚なぎさの目が見開かれ、ぴたりと動きが止まる。心底驚いているようだ。

「俺おれと楽しく話せるのは、気楽な関係だからだよ。趣味が合うしさ」

「そ、そうなの？」

　渚が呆ぼう然ぜんとつぶやく。まだ納得できないようだ。

「で、でも！　アレはどういうことよ！　やっぱりおかしいでしょ！　あんたの手を握ったり、二人きりで内緒で出かけたりとか！」

　渚が詰め寄ってきた。

　爛らん々らんと輝く緑色の目。

　きちんとした説明をしないと、ぶん殴なぐられそうだ。

　大だい地ちは空く美みの“〝秘密”〟を教えてやることにした。渚なら、口の堅さは折り紙つきだ。

「それが面白くてさ。あのいつも堂々としている怖いもの知らずの人が、好きな人の前だとぶるぶる震えて、目も合わせられないし、ろくに話せないんだって」

　大地がそのことを知ったのは偶然だ。

　保健室で手当てをしてもらっているときに、空美が定期入れを落とした。大地が拾って手渡すと、そこには一人の青年の写真が入っていた。その写真を見た瞬しゆん間かん、空美が慌あわてだしたのだ。

「写真だよ？　写真を見ただけでテンパっちゃって、きゃーきゃー大騒ぎ。なら、入れなきゃいいのに、『いつも一緒にいたいから』って」

　写真一つで部屋中を暴れ回るあの騒ぎ。

　今思い出しても笑ってしまう。

「で、パニックになってる空美先輩をとめようとして手をつかんだんだ。そうしたら、急に大人おとなしくなったんだ。空美先輩もびっくりしててさ」

「ああ……だから、保健室を出るときに、『アレ、ありがとう』って言ってたのか……」

「そう。『鎮めてくれてありがとう』ってこと。で、それ以来、パニックになると俺の右手をつかめばいいって思ったらしくて」

「じゃあ、あの公園のゴミ捨て場のやつは？」

「え？　見てたの？」

　大地は驚いた。周囲に人の気配はなかったはずだが。

「え、ええ、偶然ね！」

　渚がやたら『偶然』に力を込めて言った。

　なるほど、あの場面だけ見たら誤解するかもしれない。

「その片思いの人がさ、もうすぐ誕生日なんだって。勇気を出してプレゼントを買いに行くって言ってたんだけど、それについてきてほしいって。で、『彼のためにプレゼントを買いに行く』って想像した瞬しゆん間かん、パニックになったらしくて」

「右手をつかんだわけね……ああ、あの『ドキドキしてきた』って、別にあんたと二人きりでデートするからドキドキしたんじゃなくて、プレゼントを買うことを考えたらドキドキなわけ……」

　渚なぎさの声から力みが抜けてきた。

「でも、不ふ思し議ぎなんだ。あの人を落ち着かせることができるのは、この“〝右手”〟なんだよ」

「右手……」

　魔の海の羅針盤コンパスが埋め込まれた右手。

「空く美み先輩は何か感じるのかもしれないな……」

　幼い頃ころ、魔ま物ものと遭そう遇ぐうした空美。彼女も魔の海に引きつけられる人間なのかもしれない。

「あっ！」

　とつぜん渚が声を上げた。

「どうした？」

「そういえば、空美先輩が公園でおかしかったの。急に茂みに飛び込んで、男の人から隠れるようにして……」

「大学生くらいの人？」

「うん、すらっと背が高かった」

「ああ。じゃあ、片思いの相手が公園にいたみたいだな」

「ふ、ふーん、なんだ、そうなの。そっか……えへへへ」

　急に渚の機き嫌げんがよくなる。

「どうしたんだ？」

　渚の顔が緩んでいる。

　こらえきれないというように、渚の顔に笑みが浮かんできた。

「も、もう～、そうならそうと、早く言ってよ！」

　バシーン！と思いきり叩たたかれ、息が一瞬詰まる。

「いてえな、何するんだよ！」

　だが、渚は笑顔のままだ。

「うん、なんか元気になった！」

　渚が大きく手を広げ、笑顔を向けてきた。

「私さ、入ってやってもいいわよ、ＵＭＡ同好会！」

「は？」

「私が入ったほうが嬉うれしいんでしょ？　あんたも空美先輩も！」

「ああ、まあ……」

「じゃあ、入ってあげる！」

　渚なぎさがぴょんぴょん跳はね出した。

　後ろに手を組むと、ふんふんと、鼻歌まで口ずさみ始める。

　よくわからんが、嬉うれしくてしょうがない、というように見えた。

　ついさっきまで、暗く落ち込んで、それから怒り出して鬼の形ぎよう相そうで魔ま物ものを倒したというのに。

　本当に渚はくるくる表情が変わって、見ていて飽きない。

　心地のいいメロディに、大だい地ちは渚が歌を歌い始めたことに気づいた。

「お、歌えるじゃん」

「うん、何か今、すごく歌いたい感じ。こう、今まで閉じこめられていた檻おりが開いたっていうか――」

　渚の表情が生き生きしている。

　渚は興がのってきたのか、高らかに歌い始めた。

　玲れい瓏ろうな歌声が辺りに響ひびき渡る。

　天上まで届きそうな、美しい歌声――。



　ゴゴゴゴゴゴゴ――――――――。



「え？」

　空に暗雲がたちこめた。

　その中から顔を出したのは、真紅の目をした巨大なドラゴンに似た生き物――魔ま獣じゆう具ぐのレヴィアタンだ。

《呼んだか、小娘》

　低い声が響き渡る。

「うわ――――!!　呼んでない、呼んでない!!」

　渚と大地は必死に叫んだ。



　その日、浜はま森もりの空にドラゴンが現れたとの目撃情報が飛び交ったのはいうまでもない。



　　　　　　　＊



　日が暮れて、薄暗くなった道を大地と渚は進んだ。

　楽しそうに歩く渚を、大地はじっと見つめた。

　この浜森には、魔物たちがどんどんやってくる。悪意をもって通路ホールを作った占い師もまだ見つからない。

　だけど、渚なぎさといると、何とかなる――そんな気がするんだ。

　この凶暴で自分勝手で気分屋で、でも頼りになるマーメイドといると。

　こんなにも気持ちよく、夜の町を歩けるのだ。

「大だい地ち！　何をぼうっとしてるのよ！　行くわよ！」

　蜂はち蜜みつ色の髪をなびかせ、渚が振り返った。

「どこへ」

「中なか森もりラーメンストリートよ！　今日の殊しゆ勲くん賞しようの私に、ラーメンをご馳ち走そうするために！」

　大地はくすくす笑った。

　どこからツッコンでいいのやら。

「まず、おまえは駅に向かってない。それから、その格かつ好こうで行く気か？　おまえは『麻生あそう渚』なんだろ？」

　渚がハッとしたように自分のチア姿を見つめた。

　その顔がみるみる赤く染まる。

　きゅっと魔ま獣じゆう具ぐの入ったヴァイオリンケースを握る手に力がこもった。

　緑色の目が、獲物を見つけた虎とらのように爛らん々らんと輝く。

「女の子に恥をかかせて！　待ちなさい、大地！」

「本当のことを言っただけだろ―――――!!」

　夜の帳とばりが下りた道を、二人は駆けていった。



　　　　　　　＊



　後日、浜はま森もり高こう校こうにＵＭＡ同好会が発足した。

　メンバーは以下のとおり。

　二年生は早はや瀬せ空く美み、小お野の寺でら香かお流る。

　一年生は山やまノの上うえ大地、風かざ間ま光こう輝き、篠しの崎ざき朱あか里り、そして――麻生渚。







了



    

  
    
      
あとがき





　こんにちは、城き崎ざき火か也やです！

『渚なぎさフォルテッシモ』の二巻を無事に出すことができました。

　続けて読んでくれた方が楽しんでもらえるようなものを――そう思って書きました。



　更にラブコメ度がアップした二巻、いかがだったでしょう？

　一巻のあとがきで予告したとおり、女の子が増え、賑やかな話になりました。



　大地の妹もとうとう登場！　一巻では残念ながら出番を削られましたが、そのぶん今回は活躍（？）しています。

　朱あか里りはもちろん、新キャラの空く美みや香かお流るも楽しく書けました。



　でも、いくら女の子が増えても、やはり一番パワフルなのは渚です（笑）。

　今回も暴れまくっております。

　一巻では「果たしてこんな凶暴なヒロインが受け入れられるものか……」と心配していたのですが、大丈夫そうだとわかって安心して書きました。



　さて、ちょっと裏話を。

　今回もラーメンシーンがあるのですが、当初、「これはラブコメであって、ラーメン小説ではないし……」と、具体的な描写にページを割く予定はありませんでした。

　しかし、打ち合わせのときに第一稿を読んだ編集長から「今回はラーメンのシーンがなくて残念です」と言われ、嬉うれしくて書き足すことに。

　気づいたら猛然と書いている自分がいました……。

　読み返して、あまりの熱の入りように我ながら苦笑。原稿を読んだ編集さんからも好評をいただきました。

　読んだ人が「ラーメンを食べたくなった」と思ってくれたら本望です（笑）。



　最後にお世話になった方々にお礼を。

　非常に有益なアドバイスをくださった編集長、新担当さま、ありがとうございました！

　おかげですごくいい作品になったと思います。

　とても可愛かわいい女の子たちを描いてくださったイラストの桐きり野の霞かすむさん、ありがとうございます。

　そして読んでくださった皆様に心からお礼を。

　

　三巻もすでに構想中です。よろしくお願いします。

　あと、よかったら挟み込みのアンケート葉書を出してもらえると嬉うれしいです。好きなキャラなど、参考にさせていただきます。

　それでは、また！







二○○七年九月某日

城き崎ざき火か也や拝



    

  
    
      



    

  
    
      　著者

　城崎火也（きざき・かや）

　　サメが大好き。上野の国立科学博物館へホオジロザメの剥製を見に行きました。

　　本物を見ることができるのはいつの日やら。

　　著作に『ドラゴンクライシス！』（スーパーダッシュ文庫）、『ナイトクラス』（ジャンプｊブックス）、ノベライズに『D.Grayman reverse』（ジャンプｊブックス）など。

　　ホームページ『キザキ回廊』

　　http://kizakikairou.blog63.fc2.com/



　イラスト

　桐野霞（きりの・かすむ）

　　南国在住のペンギン好き弟大好きの絵描きです。

　　月刊電撃「マ）王で『撲殺天使ドクロちゃん　りぴる』のマンガ連載を中心にイラスト描きとしても活動中です。

　　よろしくお願いします。

　　ホームページ『a haze of illusion（漠然とした幻想）』

　　http://kirinomori.sakura.ne.jp/



    

  
    
      渚フォルテッシモ２
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